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1 タイ マー 系 
(1) : 構 成 


タイ マー 系 は 次 の アッ セン プ ブリー 及び ヵ ー ド に よ ょ つて 構成 され る 。 


名 
- f T 水晶 発振 器 
| ξ | 1 カー ド 
`“ | の ⑦ H-WFR1 


() Β-ΒΟΤΙ 


©) B-DFF2 
@ .H-2ND6 
@ H-2AD6 
-H H—1EF8 
@ H—2GR3 G 


(2 H-114AD2 


e H—PWC1l 
e H—18M2 


的 H—1BF8 


称 


波形 整形 回 路 
2 進 カ か ウン ター 


ダイ オー ド フ リッ プ フ ロ ッ プ 
2 入力 NAND6 回 路 

2 入力 AND 6 回 路 
FRE 
2 入力 ゲー トレ ジス ター 
ZAJ A N DEK 


ベル ニス 幅 切換 回 路 
単 安 定 マ < マルチ 2 回 路 
バッ フ プ 8 回 路 


-- 1 一 


9A3Y1 


| 9A3A15 


9A3A15. 
9A3A16 


9A3A17, A21. A22, 
A24, A25, A29, A30; 
A31 η 


9A3A20 
9A3A19, A27, A35, 


| A36, A37 


9A3A18, A23, A26, 
A28 


'9A3A32, A33, A37, 


A38, A39, A40, A41 


9A3A42, A43, A44, 
A47 f 


9A3A48, A49 


9A3A51 
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2 レー ダー 系 の タイ ミン シグ に 必要 な トリ ガ 及 び ペ バル スネ ス を 作る 。 
タイ マー 系 で 作ら れる トリ ガ 及 び ベ ルス は 次 の と ちり 。 


- 主 トリ ガ | 送信 パルス の 距離 0 Dot 
fikv : PRExMEAXTI Hn E) Rao 
Tl00. 450. ΣΟ. -40. - 35.-|30 


PPI, RHI, Ax=-7 DÆ 
査 開始 トリ ガ と (る 重用 κ 


送信 トリガ 送信 バル ス 幅 0。5 /S の と き 
主 ト リガ の 立上り より 0。35 
AS 前 、 バ ルス 幅 0。 1 /S の と 


š 1.7/8 前 | 
ΦΥΕ: Σω κε IV 


1 送信 機 に 送り 送信 バル 
ス を 作る 。 

2 主 ト リガ 送信 トリ カ 等 

の 試験 観測 用 トリ ガ 


プリ トリ ガ | 主 ト リガ の 立上り の 15.3 uS 送受 信 機 の STC 開始 トリ ガ 
" Z200 yd e FIER 
EPI ER giae I i 


追尾 系 に 送信 機 の 過大 を 入 
カ が 加わ ら な いよ うす る 

と 同時 に 、 主 トリ ガ 系 の ヵ 

ウン ター と PPI, RHT 用 の マ 

ー カ 系 の カウ ンタ ー の 同期 

を と る た め に 使用 す 2. 


ダン ジン キング 
ノ マ ル R 


主 ト リカ の 前 3.05S よ り 
始ま り 1.22 土 0.3Z8 後 終 
る 。 


= — >| 指示 部 の 指示 距離 選択 PPI, RHI, Ax 2 —Z [ll 
スイ ンチ の 位置 に 対応 し て | 定 距 離 目盛 と し て 使用 する 。 
FOr tlb, I 


Cx v TOS (EEE) 
2 万 ヤー ド …… 主 トリ ガ よ り 
5000 +— F# ë 

5 万 ヤー ド ……・ 主 トリ ガ よ り 
10,000 +— F # £ 
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10 万 ヤー ドー… 主 トリ ガ L 
b 20,000 ヤー ド な き 

C 但し 主 ト リガ 位置 に は 出 
Eho) 


主 ト リガ より 2 万 ヤード お ぢ お 


き , 


72,000r 
ー ド ゲ ダード 


主 ト リガ の -2500 ャ ヤー ド で 
| 始ま b 69,000 ヤード 終る 
グー ト 


PRF 功 擦 スイ ッ ケ に ょ λα 
が 迷っ に ご とく の わろ 
I 6600vyd 
3 72ροουγά : 

_ ら 78000 yd 


2 2222 の み メ 
ο) 
é x/so*yd 


8» ΠΕ 動 


-RER 7Κ dh 58 iie 88 を 使用 L. 1. 31128 MHx 


PI 1529 


t ORE を 波形 整形 回 路 に 加え て 方 形 波 と す る 。 
と の 方 形 波 を カウ ンター 回 路 に 加え て 1 ン 1152(C カ ウッ 


. ント ダウ ン す る 。 f 


公開 資料 


距離 系 の 補 そ く 追 尾 の 試験 
用 バル ス を 作る た め の ト リ り 
ガ と レ て 使用 する 。 


距離 系 の 広 ゲ ー ト 及び 狭 グ 
ー ト の 可動 範囲 を 主 ト リガ 
£50-—70,000x—r W 
に 側 限 する 。 | 


距離 追尾 系 の 広 及 び 狭 ゲー 
ト 用 の 基準 トリ ガ を 作る 。 


EEO 500 エー ド 基準 トリ 
ガ を 選択 する 。 


上 る の 222 の ヤー お だ) kate 


48129142 


125 ヤー ド ) の 
| A15.. 


| ΑΙ6-Α26 
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また 1 方 %(C カ ウン ト ダ ウン レ 友 出力 (A3) を さら と 201 (A15, A) 
4 低 カ ウン ト ダ ウン する 。 
- とれ ら の カウ ゥ ンター 回 路 の 各 出力 を ダー トレ ジュ ター に 加 | A37—A41 
え 、 ゲ ダー トレ ジュ ター ベル ニュ (波形 整形 回 路 の 出力 を 0.3Z81 Ἢ | 
運 延 させ た バル ス ) で ゲー ト し て 立上り 、 立 下り 5 の 同期 し た 
出力 を 得る 。 | 
11152 の カウ ンタ ー 系 の ゲー トレ ジス ター の 出力 は デュ ー ダ | 142,43. 47 o 
_ 回 路 に 加え を えて 、 主 トリ ガ 送 信 ト リガ 、 プ リト リガ 等 時 間 関 係 
を 合わ せ た ベ ルス を 作る 。 
A47 69,000 ヤー ド (A6, AT, A8, A9, A10, A11) 
| 141, 500 ( — 2. 500-* — F) ( A3, A4, A5, A6, AT, 
A8, Αθ, A10, A11) | 
A42 144, 000 ヤー ド ( 0 キー ド ) C A2, A3, A4, A5, A6, AT, 
AB, A9, Α10, A11) 
A43 143, 500 ヤー ド ( 一 500 ヤー ド ) ( A2, 13, A4. A5, 


A6, AT, A8, A9, A10. Al 1 ) 


A47 の 出力 (一 2 500 ャ ー ド ) は AB2ICMA 72.000 ャ ー Ἢ e = 
ド ダ ー ト を 作る 。 ま た 一 2, 500 ヤ ー ド バルス は プリ トリ ガ と 
を る 。 | 

A42 の 出力 ( 0 ヤー ド ) は 主 ト リガ と な る 。 


A43 の 出力 (一 500 ャ ー ド ( 8.05 gS ) ) 

(o στι. 370 ( E $ IC 0.65 uS REK ) を 経て 送信 ルス 
と な る 。 J70 の 遅延 に つい て は 送信 バル ス 幅 の 切換 えて よ 
つて 動作 する K20 及び J57 に より パイ ベス する と と も ある 。| 


-- 4 一 
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| A85, A51 を 経て アン キン グ ベ ルス と な り 追尾 系 送ら | 
れる と と も に 429 一 A81 (C BNTHXLUD カウ ンタ 系 の 


| 同期 を と る 。 さら に A35 を 経て A36 送ら れ 距 離 C 位置 


や ける マー カ を 消し て いる 。 


1 x 1/202 Ὁ ンタ ー 系 は ダン キン グ ペ ベル ス に よっ つて Y 1A29~A31 
ャ ッ ト が か けら れる と と に より 、 主 トリ ガ K 同 期し て 動作 
する 。 Cn 

. と の カウ ゥ ウン ター 系 の グー トレ ジス ター の 出力 は デュ ー ダ | A59, A60 
回 路 に 加え 、 ゲ ダー トレ ジュ ター ベル ス で ゲー トレ て 、 主 ト 』 
リガ と 同期 し た 5,000, 10,000, 20,000 ヤー ド の マーカ ヵ 
を 作る 。 ` ーー 


Α44 5,000 ヤー ド マ ー カ ー( A2, B4, B5, B6, A8) 


20.000 2 (A2, B4, B5, B6, B7, B8, 43) 
A42 10,000 ^7 (A2,B4, B5, B6, B7, A3) 
これ ら の マー カ は け 65, 789 を 経て A36 に お いて ダン キ 
ンク バル ュ C よ つて ダー トレ し 、 0 ヤー ド マ ー ヵ が 出 な いよ 
うに し て 外部 送り出さ れる 。 | 


500 ヤー ド 方 形 波 、6.000 ヤー ド 方 形 波 及び 72,000 +—| 432—433 ` 


方 形 波 は ゲー トレ ジス ター の 出力 を その まま 使用 する 。 


http:// navgunschl.sakura.ne.jp/ 


i 


HP DEERME ASSR 


24 < ORIG. 


| αυ am an an an an AS A4 an AZ AI η, EB 


o o o o o o o o 
ο o o o o o o o 
o o o o o o o o 
o o o o o o o o 
ο o o o o o o o 


0 
0 
0 
0 
0 

ο 
0 
0 


141500 


143500 | 迷信 トリ カ 
用 パルス 


144000 | ( 主 トリ ガ ) 


— 6 一 
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 A/PPI/RHI マー カ 系 真理 値 表 


B8 B7 B6 B5 


5, 000 


10,000 5000, 10,000 


15.000 5. 000 


| 20.000 | 5000, 10,000, 20,000 ` 


5,000 ヤー ド マ ー カ : B6 =0 B5=0 B4 =0 を デコ ー ド する 。 


10000 7 :B7=0 B6=0 Bs=0 B4=0 を デュ ー ド する 。 
20,000 7 : BB=0 B7=0 B=0 B5=0 Bé =0 e 
ー ョ ー ド する 。 
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2 追尾 誤差 検出 系 
(0 4 


成 


クイ マー 系 各 カ ー ド 及び アモ ンプ リー 


R( + — ) REE 
水晶 フ ィ ル テ 

f Εξ 2A ΣΕ f$ L5 [6] £3 
カー ド | 
. ER ie κα 3 S [o] ES 
. 距離 移 相 回 路 . 
。 コン ペレ ー タ 1 


コン ババ レー タダ 2 


ο ο. 


J — Z x, 2 kÀ Éb (818 
. 距離 より ガ 選 択 回 路 
. 距 旅 ト リガ 選択 回 路 
i Et) 5 ο -- ΕΕΒΕ 


1 
5 


H.S2 入力 NAND 6 回路 


H. 2 進 カ ウゥ ンタ 


uzak 
«ἡ. id 


n.HS 2 入力 ゲー トレ ジニ = 


HES 3 入力 AND4 回路 
HS 2 入力 AND・ 回 路 
H S 1 入力 バッ ファ 8 OB 
Es (H = = 一 回路 

ゲ ダート ズル ス 発 生 回 路 
ダー トペ ルス 発生 回 路上 
EFDA 
Ega 1 — B 
ΕΕ ft Jt ΣΕ p8 2 

距離 ダート 回 路 


1 


2 


R-AAC 
R-PSC 
R-COMP1 
R-COMP2 
R-PSFL 
R-IRDA 
R-TSL1 
R-TSL2 
R-RTG 


` H-2ND6 


Η-ΒΟΤΙ 


H-PDC3 
H-PAC3 


H-2GR3 


H-3AD4 
H-2AD4 
H-1BF8 
R-SECI1 


R-GPG1' 
. R-GPG2 


R-RDCA 
R-RDCB 
R-RDC2 
R-VAP 


一 8 一 


G Fe 7 (前 项 参 恨 ) 


9A1A1 
9A1FL1 


9A6A2(J2).A3(J3) 
9A1A1A1 R( レ ー デ ) 太秦 分 上 


9A1A21(J21) 
9A1A22(J23) 
9A1A23(J23) 
9A1A24(J24) 


9AiA26(J26)9A1A25(J25) 


9A1A27(J27) 
9A1A28(J28) 
9A1A29(J29) 


941A41(J41), 
941A231(J731), 


A33(J33) 

9A1A34(J34) 
9A1A35(J35) 
9A1A36〈J36) 


9A1A37(J37), 
9A1A30(J3O0), 
9A1A40(J40), 


9A1A44(J44) 
9A1A46(J46) 


9A1A45(J45) 


9A1A47(J47) 
9A1A48(J48) 
9A1A49(J49) 
9A1A50(J50) 


A42(J42) 
A32(J32) 


A38(J38) 
A39(439) 
A43(J43) 
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距離 ゲー ト 回 路 
サン プリ ング ホー ル res 
gESIÉIE U v — 13 
ES fi g BE {38 EJ EZ 
H.S バ ルス 幡 切換 回 路 
fiit (35 9 5 ΕΤ 
AGC 回 路 
SA MIS. 
距離 補正 回 路 1 

a 2 
πο ο 
Eenna® κ 
シン タク = 切換 回 路 


R—RGC. 
R—SHHC 
R—CRC 
R-ACC 
H—PWC 1 


R-ASA 


. R-AGC2 


R 一 BAA2 


_R 一 CSC 1 
| R-CSC2 
'A—RMQD 


A—RADM 
A—RSLT 
R-RRC3 


— 9 — 


9ATAS1(J51) 


9ATAS2(JS2), AS3(J53) 


9A1IA54(J54), A55(J55) 


ΦΑΊΑ5ό(ὁδό) 


2?A1A57(J57) 


9A1A58(J58), A65(J65) 


or 


9A1AS9(J59) 
9A1A64(J64) 
$A1A66(J66) 
9A1A67(2367) 
9A1A60(J60) 
?9A1A61(J61) 
?9A1462(262) 


9?A1A74(J74) . 


8A2A42(J312) 
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(2 f$ 能 


+ レー デ ゲー 送受 信 機 か ら の 目標 ビデ ォ 信 号 を 処理 し て 自動 追尾 に 必 


_ 要 な 距離 誤差 信号 、 飾 仰 及 び 旋 回 誤差 信号 を 作る 。 

イ 目標 の 距離 位置 を 示す スラ ント マー カ 及 び ス コー プ 家 示 人 に 必要 
な トリ カ 信 号 、 マ ー カ 信号 を 作る 。 

v 自動 追尾 中 ビデ ォ 信 号 を 一 定 の レベ ル K 維 持 す る た め の AGOC 電 
圧 を 作る 。 

= AUERMn 陰 理 制 御 系 必要 な 広 ダ ー ト 「 入 」 信 号 及び 狭 グ 
ーー ト 「 入 (ホー ルド ) 信号 を 作る 。 

(3 作 . 動 

| 本 装置 に を いて ビデ ォ 信 号 を 距離 的 (と ゲー トナ DADHE < FB [ IÉ 

ゲー ト IRORA R-t 」 の 2 種類 の 距離 ゲー ト を 使用 し て を 


り 、 と れ ら の グー ト の 送信 ベル ス K 対 する 位置 が 距離 を 決定 する 。 そ 


の た め ゲ ー ト は 高 精度 と 安定 度 が 要求 する 。 し た が つて 、 ゲ ダー ト を 作 
成す る ため の ト リカ 信号 は タイ マ 系 で の べた 水晶 発振 器 (C 制 御 さ れ た 
基準 信号 を 処理 し て 作ら れる 。 
T 距離 ゲー トト リガ 作 成 
距離 ゲー ト は 09 ヤー ド か ら 70.000 ヤー ド まで の 追尾 範囲 を 継続 
的 に 移動 する 必要 が ある 。 し か も 全 範 囲 に わた つて 土 10 ヤー トド 以 下 
の 精度 を 保持 し な けれ ば な ら な い 。 と の た め 全 人 範囲 を 水晶 発振 器 の 
出力 を 基 に し て 作ら れ た 一 定 間 隔 の パル ス え に K ょ つて ου づつ 位相 の 
ἈΠ 2 500 ヤー ド 方 形 波 を 計算 コン デン サー 加え て 
計算 = コンデ ン テ ー の 回 転 角 に 応じ て 連続 的 に 移動 する 500 ヤー ド 間 
- 隔 の ベル ス を 作る 。 と れ を 追尾 範囲 を 連続 的 (移動 する ダー ト ベ ル 


-10— 
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スト ο ο AO GIU πο. 
š (72.000 ヤ ー ド バル ュ ) 
で 選択 する と と に よ り 連 続 する 正確 な だ ルス を 得る と と が で きる 。 


6, 000 ヤード バ ル ェ 選択 ゲー ト | | 
EN zes: 

(72, 000 ヤ - ドル x) κο λα ο. μαμα 

ev-ww え jl N n 
k— bove qt — `: | n 


ケー ΩΣ μα... 
(72, 000 x - FÆ : = 


500 ヤー F ド 基準 バ ルス FL LEI 
E | C VL 
位相 シン ト さ れ た バル ニス SEP 2 。 M. | 
. 選択 さ れ た バル ニス ο θα... ο... 


τρ 000 γ- FE) 


と の 場合 の 精 許 は 寿 と ん ど 計 算 コ ロン デン サー の 回 転 角 多 対す る 位 
相 シ フト の 直 直 性 に よ つ て 決定 され る 。 本 装置 の 場合 は 1 回転 500 
ャ ー ド で 直線 性 は 機構 部 の 遊 陣 等 も 含め て 1 以下 に 抑え られ て い 
る の で 精度 は 5 ヤー ド 以 下 で ある 。 

連続 移動 する ゲー ト ベ ルス は 同時 (に 2 個 の バル ス を ゲー トレ な い 

幅 に 側 御 され る が 、 全 範囲 に わた つて 被 選 択 ご シス が ダー ト か ら 落 
ちな けれ ば よい の て で て 被 選 択 バ ルス (500 ヤ ー ド ) ほど 精 鹿 は 必要 な い 。 
2 個 の レゾ ソルバー を 用 いて 6,000 エー ド ベ ルス を 72.000 ヤ ー ド ゲ 
ー ト を 作り 、72.000 ヤ ー ド ダート C よ つて 、 6000 ヤー ド ベ ル ュ ` 
να 
ルズ ( 選択 され た ペル ズ ) を 作る よう に し て いる 。 

de 


- 
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計算 コン デン 及び レゾ ル バ は RE( レー ダ ) 機構 部 内 に あつ て 、 
それ ぞ れ の ペル スス 間隔 に 相当 する 歯車 比 で 回 転 し 各 ペ ルス ヌ 叉 は ダー 
(o ト は 同時 に 同じ 速度 で 移動 する と と に K な る 。 i 
 BNMEBZ Z 2 m (1 X ) 72,000 + — ric. 出力 シン クー 
ョ 精 (36X ) は 2.000 ヤ ー ド 軸 に 取り つけ られ て いる 。 
粗 及び 精 ゲ イヤ ル も 各 軸 人 取り つけ られ 距離 を 表示 する 。 
さて 、 以 上 の 信号 作成 は R ( レー ダ ) 機構 部 及び 各種 の カー ド を 
通し て 達成 され る 。 
付図 2 8,3, 14 て 示す よう に タイ マー 系 より 90 O8 8D AZ 
る 4 つの 500 エ ー ド 方 形 波 が す 111 ~ J 114 を 通じ て 振幅 調整 回 路 
R-AAC (AL) に 与え られ 、 各 振幅 を 一 定 に し た 後 、 計 算 コ ン デ 
ン サ CC エ TK 供給 され る 。 | | | - 
計算 コン デン サ の 出力 は は RーAAC で イン ピー ゲン ス 変 換 され 、 水 
晶 フ イル クエ エ で 高周波 成分 が 除去 きれ 完全 な 正 束 徹 に な る 。 
| a M 2.8.33 iE Yeh e A2. | 
JA JA 
| eq. pore 
„(Mel run 
エー ナル レー 


» 97 [a rur 


p: qc e 一 TH — 
| dii AN 
vð -—— nF πα 


Vir(wtre) 


E] 2.7.3.13 
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Θ), (Ὁ, (ο), @) を 角 周 波数 の の 正 束 波 と すれ ば 前 図 の 場合 


V (e) 2 V(&a) sinq) t e» Ó + V(b) sin ( wt + 2) mb 


τ(ϱ) = Yun ( Q t + Ü ) 
= N 83.4.38 
計算 コン デン サ は 原理 的 は サイ ンコ サイ ン 型 と と ば れる も の で 、 


通常 移 相 器 と し て 用 いる 場合 正 斑 波 を 入力 と し て 、 給 電 す る の で ある 
が 正確 に WHOA ÈD EHBE LRE E È. 本 装置 で は 
基準 信号 の 処理 を デジ タル 的 K 行 つて お り 、 比较 的 简单 Ic 90* づ つ 位 
相 の 異 た る 方 形 波 が 得 ら れる と と か ら 、 方 形 波 を 入力 と し 、 その 出力 
を ろ 波 する と と に より 所 要 の 正 整流 を 得 て い る 。 

一 方 選択 ο 44 マー 系 より 約 27KC( 6,000 
ャ ー ド 相当 ) 及び 約 2.3 KO ( 72.000 ヤ ー ド 相当 ) の 方 形 波 が ゞ 115 
と す 116 を 通じ し て それ ぞ れ A23,R 一 COM2( コ ン ペ レー タク 2 ) 及 び 
&24, R-PsrL  ( 影 離 移 相 kw 人 店 ) に 加え られ 高周波 成分 を 除去 
し 正吾 波 区 変換 され る 。 | | 
と の 信号 は それ ぞ れ v wt ΔΙ: ΓΑ E CEL κ 
vy MU t 2. | | 


Lv Tue YIT? 2Ə £b Zink to 48. Pš 力 ” DIN < 


ヌ す し < q0' €T 2 ix gESA dX EEI RATORI E 


EEE 4818 1EFE . χε χβ γελά πιιν 9-18 FÉ. A2ICR-Psc) 


A24 (R-PS EFL) に wez リツ ツン "の E $a rt uds ιτ [218 


o KALT. EROR "s こと を て "うろ 、 
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ーー 


レゾ ルズ ベ 入 力 1 E sin φ 
レゾ ル ペ 回 転 角 : 0 
ー レ ゾル 出力: E sin Ü sin @ 
E cos () cos (p 
出力 は | 
E sin Ó = sin ( p + 45? ) + E es Ü sin ( φ- 45°) 
の 十 45°=0 Σι 
E sin Q sin Ø + E cos Q sin ( Ø — 90°) 
= E sin Ü sin Ø + E co () co 1 
—Ec(0—9) 
= Ec» ( 0 — o — 45?) | 
DOREL IrDA ALTEORI? DERAH 
得 ら れる 。 | 
以上 の よう に し て 正 整流 (て 変換 され た 信号 は それ ぞ れ コン ベレ ー タ 1 , 


A22 (R—C0M1 ) , コン バレー タ 2。 A23(R-COM2) , ARAE 
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meeta Abb, 41ης Κ- CS で ょ 2 5 c 加 え ち れ ペル ネ 変換 す 2; 


500 ΗΕ BAA 2 ) っ A22 CR 一 COM1 ) ・ 


| Sa oma 
6.000 ヤー ド 正 束 波 っ A23(RーCOM2 ) 
| — FIER A66 CR — -csc i) 


上ル アス メオ ルアン 


出力 バル ス の 
位置 を 移動 す 
る と と が で き 
る 。 


© —.—— T (H) シュ ミッ トト リカ 回 路 
Γ E 入力 電圧 が ある 定め ら 

τα ρας | | O れ た 直流 レベ ペル 区 対し て 

A s sb. 正 か 負 を 判断 し 、 方 形 波 


出力 を 出す 回 中 κ 
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各 コ ン ペ レー タ は R4 に よ つ て 直流 レベ ル を 変え る と と 代 よ b Mx 
の 位置 を 約 10 多 変化 で ぎる 。 | 
500 > — ΕΛΑΦΡΑ. M+25 ヤー ΚΠ τ z OR 
正 に 使用 す る 。 

500 ヤー ド ベ ルス は 、 距 離 ゲ ー ト を 作成 する 論理 回 路 へ 入る と と も に 
距離 トリ ガ 選 択 回 路 1,A27(RーTSL1 ) 区 送ら れる 。 距離 トリ ガ 
選択 回 路 1(C は 距離 トリ ガ 選 択 回 路 2 よ り 72,000 ヤ ー ド ゲー ト ペル ス 
に よ つ て ダー ト さ れ た 。 6,000 Y ャ ー ド ベル ス ュ が か か つて お り 、 と の トリ 
ο ガ に ょ つて 500 ヤー ド バ ベル ュ を ゲー ト す る と と に より 、72.000 ヤー ド 
80 ΝΕ δο ーー 

と の 72,000 ャ ー ド に 1 個 の バル ス は 4A30 ( B — 2 Eo 

72.000 エー ド ゲ ー ト (一 2500 ~ 69,000 ) に よ つ て ゲー ト さ れ 、 送信 
バル ス の 繰り 返し 周期 と 同じ 144,.000 ヤー ド 毎 の バル ス に な る 。 


6,000 ヤ ー ド バル ス 


5, 000 + - Ft y >x 


? 2000 ヤー ト “ 72006...) — 


72, 000 + - ド バ ル ニス T 


( 可動 ) 


le, 000 ヤ ー ド グー ト _ | l し 。 

| 7&4. 00 t, -上 
' 144, 000 7 - FS ER το. CINE "EN m 

x : f 


-2, 500 — 69, 000 
の 間 可 動 、 位置 は 距 
Br t—Ccht >, 


1 
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と の 430 (E ー 2 AD6 ) の 出力 は 距離 トリ カゲ ー LA SS CHSRSÓ) 
(CR D 4.000 Y — FROD Z ο Elis C T 5. 
(UFHR2-8-3- SEWRMERHENEM ) 

A 38 (FH3AD4 一 1) に K 加 えら れる 4,000 ャ ー ド 幅 の ゲー ト は 、 同 時 


に 加え られ る 500 ヤ ー ド ベル ス を 7 ~ー8 個 選び 出す 。 その 時 間 関 係 は u 


次 図 の と を り で る る 。 


| = F)" 28 


ς - ! š ! 
72,000 + - ド ゲ ー ト p $7000 s 
| 20 ! e 。/ タ の 2%- に ーーーーー > 


| cu NM | | 
| = | | 
| a | |°. | 
144, 000 Y - κα ο ME μον ο RUNE! RENE 
` 1 . 2 | 
TP | T X í 
4, 000 ヤ ー ド 幅 の グー ド e E ο ο "αμ 
i ε--» : 


選択 され た 500r - | ウス 


ar) ! H i JI 


選択 され た 500 ヤ ー ド バルス は 72.000 ヤ ー ド グー ト の 働き に よ b. 
— 2,000 x — FZ: b 68,500 ヤー ド の 間 移 動 ナ する と と が で きる 。 


WE E MUEBLES X: O: EE 7 — F 作成 
と の 部 分 は 前 述 の 距離 ゲー トト リガ を デジ タル 的 処理 し て 、 広 グー ト 
(前 )( 矯 ) 捕 そく リレー 用 広 ダ ー ト 、 狭 グー トト リガ 、 避 スコ ー プ 掃引 


e 用 ト リガ 、 マー カ 等 を 作る 。 


A38(H-—-3AD4 一 1 ) で 選択 され た 4000 ヤ ャ ヤー ド ゲ ダー ト 期 間 中 の 500 
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ャ ー ド バル ス ( 距離 ゲー トト リガ ) は 、 ベル ニス 増幅 回 中 435( ヨ ーPA03 ) 
の 3 ƏO A J) C $Ë š T. 2. | 
と れ ら の 500 ヤ ー ド ペル ス は ゲー トレ ジス ターA36( 量 一 2 は GR3) デ ュ コ 
ー デ と し て 使用 きれ る A39(H 一 2AD6) 及 び A41 (E-2ND6)IC EI 
る 時 間 的 同期 を と る の 使用 され 、 そ の 同期 に 必要 な 遅延 を だ ルス 遅延 回 
路 A34 (H—PDO3) に お いて 行い バルス 増 幅 回 路 A35(HーPAC3)。 
エミ ツタ ホロ アム A43 (H -1EF8) を 経由 し て A36 (H—2G8R3),439 
(2AD6), A41 (2ND6) 送ら れる 。 ` zu: 
一 方 438 の NAND 回 路 部 で 極性 反転 きれ た ベル ス は 430(H 一 24D6) 
を 経て 2 進 カ か ウン ターA31 (日 一 BCT1) に は いり 、 同 ヒ じ カ ウン タ A32。 
A33 と も に ゲー トレ ジス メタ A36(H 一 2GR3 ) の 入力 を 作る 。 出力 波形 
を 次 図 に 示す 。 
ゲー トレ ジス ターA36 (日 ・2GR3 ) の 一 方 の 入力 は 、 ベ ルス 増幅 回 路 
A35 (H-PAC3) を 経て バル ス 遅 延 回 路 A434 ( H — PDC3) で 0.3 ん S 
EEI NA 8 個 の 500 ヤー ド ベ ルス で ある 。( 次 図 参照 ) 


issu | U H U U H I IE 


^ 出力 


Al > M 出 力 EN μι SS I = M 


ゲー トレ 
IT m——— L =m 
A48R 出 カー iS j| 1. ΙΙ bL | 1 bL . 
(ゲー トレ ジス タ ノ マ レス ) 
Al 486D 出 力 


~ A2 ヶ LH 


A8 
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ゲー ト レジ スタ A36 は AND 回 路 と フリ ツン フロ ッ プ 回 路 の 組合 わせ 上 
りな うり 、 その 出力 は ヵ ウン ター 回 距 431 A32, A33 の 出力 と 同形 で あ | 
る が 、 そ の 立ち 上 り 及 び 終 り は ダー トレ ジス タ ベ ル ス (て よ つ て 仙 御 され 時 
間 的 に そろ え ち れ た も の で ある 。 とれ は カウ ンタ を 接続 する た め 人 生ずる 


パルス の 遅延 を 補正 する た め に 行う る の で ある 。 


ゲー トレ ジュ タ A36 の 出力 は デュ ー ゲ と し て 使用 され る AND 回 路 A37, 
A38 (H—3AD4) 送ら ち れ る 。 と の デュ ー ダ の 出力 は 次 の 3 つ に 使用 さ 
れる 。 | | ーー | 

その ひと つっ は 、 同じ く デューダ と し て 使用 され る AND 同 路 A39 CH = 
2AD6 ) 経由 し て エミ ジッタ ネロ アテ 440 (HHー1ET8) よ り 取 り 出さ れる ER 


スコ ー プ 用 バル ス ( 一 1500 ヤ マー ド ー 十 1000 ヤ ー ド ) で ある 。 


その 2 は ペル ニ 幅 切換 回 路 A57 (ゴーPWO1) 、 ゲ ー ト レジ スク 回 路 と 
レ て 使用 され る NAND 回 路 A41 ,A42(ー2NDG) 及 び エ ミッ タホ ロ 
TEMA43(H-1EPS) で 作ら れる 広 グ ー ト (前 、 後 ) と 広 ダ ゲー ト で あ 
2. | 
その 3 は デュ ー ダ 回 路 と し て 使用 きれ る A41 (E — 2006) RU A43 
(H —1EF8) で 作ら れる 狭 ゲ ー ト トリ ガ で ある 。 | | | 

各部 の 波形 を 次 に 示す 。 E 

Ab. BEER A 43 ( H — PDC 3 ) で 約 1 ん 8 の 遅延 線 を 使用 し て いる 
が 、 と れ は スラ ント レン ジャ ー カ と 狭 グ ゲー ト と の 時 間 位置 及び R ス ュー プ 


上 の 追尾 ビデ ォ の 位置 を 適当 に ナ る た め の も の で タッ ンプ 切 換え (に より 開 魏 


^ が で きる 。 


- ス ラン ト レン ジャ ー カ は 440 一 出力 (0 ヤー ド ) を トリ ガ と し て 作る 。 
«που. η 
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Ë 


" 


A3 


A37 


< 44 m @ tt G tz 


s "Hj bd 


p 
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R ス コー プ 表示 


Erg Le er -K'z-4 Tai «ve ヤー トド" 
το (スジ ルル > シラー の TM S 


疾 グ ゲー トト リガ 4A44KX 力 — L 
狭 ゲー ト (前) トリガ A44 E 
2 QMDHuE R9 245 DHD EINE CNN 
ク | PN トリ ガ A45 EHD — - 
ク  ( 後 ) 停 止 ト リガ 445T 出 力 NT ue RM 
ク 00 - A46 N 出 力 cd t LL 
ク (8) A46 LEJ re 
v > + (Bi) A47 DAN ου... 


⁄ (#) A48 DA2 ; 
グー テツ ッ ド ビデ オォ (前 ) 449 T 入力 
ク ( 後 ) 449 U 入力 


ドジ ラチ ビデ キャ A64 K 入力 
(前 ) 出 力 

ク A64 BAD 
(6) 出力 


距離 誤差 出力 A 64 ΠΗ} 
( 狭 グ ゲー ト ) 


ビデ ォ が 近 の と き 正 の 直 太 電圧: | f 
Ll nh WT EIS | 


(1411 GEB U レー 用 ) 
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広 ゲ ダー ト ( 前 ) 及 び 広 ゲー ト ( 後 ) は 目標 捕 そ く < 時 狭 ゲ ー ト 中 心 C 対 し 
て 約 士 500 ヤ ー ド の 範囲 の ビデ ォ 信 号 を ゲー トレ て 距離 誤差 を 検出 す る た 
め に 用 いる 。 — I 

距離 広 ゲ ー ト は 目標 捕 そ く リ レー を 作動 させ る た め 人 用 いら れる が 後述 
ナ する よう KC 眼 差 検出 (前 )( 後 ) 2 つの ビデ オォ を 使用 する 関係 上 、 広 グ 
ー ト ( 後 ) と 距離 広 ゲ ー ト の 後 縁 を 0.65 ん 8 ずらせ て 誤差 が 確実 に 発生 す 
る 状態 で 捕 そ く リ レー を 作動 させ 、 引 込み 動作 を 確実 に し て いる 。 

狭 ゲ ー ト 中 心 と 広 ゲ ー ト 中 心 を 一 致 き させ る た め 狭 ゲー ト 中 心包 相当 方太 
$ 2 e ( BU) 停止 上 リガ を グー ト ズ ベル ス 発 生 回 路 A445(R 一 dPG2 ) よ 
り フ イー ド ベ ペッ ク さ せ 広 ゲート 作 成 用 の フリ ッ プ フロ ッ プ (A42) の スト 
ッ ン 及び ネタ ー ト を 行 つ て いる 。 

狭 ゲ ー ト トリ ガ (A43※ ぶ 出力 ) は 擬似 ェ ュ ー 回 路 (1) A44( R- SEC 
1 ) て は いり 、 波 形 整 形 し た の ち 、 ゲ ダー ト ズ ベル ス 作 成 回路 445(R 一 dEG 
1 ) 送ら れ 、 狭 ゲー ト ( 前 ) ( 後 ) 及び 距離 狭 ゲ ー ト ( 捕 そ く 追尾 リ レ 
ー 用 ) 等 を 作成 する 。 | 
βατ --[ΕΙ (1) A444(RーSEC1) 人 は 擬似 ビデ ォ 入 一 切り リレー 
が 内 蔵 され て ちり 、 局 操 動 作 時 拓 似 レデ ォ の 距 苑 捕 そ く 追尾 が 可能 で ある 。 
また 、 オ フ セ シ ト 用 リレー て より 狭 ゲ ー ト トリ ガ を 約 0.5 ん BS ステップ 状 C 
遅延 させ て 追尾 サー ポ 系 の 応答 を 試験 する と と が で きる 。 


-22- 


http:/ / navgunschl.sakura.ne.jp/ 


© ΄ 


2 


HP『 海 軍 砲 術 学校 』 公開 資料 


> 距離 誤差 電圧 作成 

距離 眼 差 は 最 将 的 正負 の 直流 電圧 の 形 で 取り 出さ な けれ ば な ら 
な い 。 し か も 、 サ ー ポ 系 の 要求 か ら 土 80 ヤ ー ド の 範囲 で ほぼ 直線 
的 で な けれ ば な ら な いと と か ら ビ デオ ォ ベ ルス 幅 0.5 yus 対し 1 as 
の 狭 ゲ ー ト を 用 いる 。 すなわち 狭 ゲ ー ト (前 ) 対し て は 遅延 し な 
い ビ デ ォ を 、 ἀλλ} CË) (Cit OS ASIERE LA 67 ENG 
きせ て 目的 を 達成 し て いる 。 


ey 距離 弁別 回 路 447(RーRDOA) は 前 ビデ 
ale διδ 4:5. + (遅延 し を た い ビ デ ォ ) を 広 叉 は 狭 の (前 ) 2 
gr gi 
S ao ー dc dd トレ 、 同じ 距離 弁別 回 路 A448(R 
` 一 RDCB ) NE ビデ オォ (0。 5 ん 5 遅延 し た ビデ 
+) を 広 又は 狭 の ( 後 ) ダ ゲート で タート する 。 
[Eve] - 左 図 は A47 の 波形 を 示す 。 
κ- 3448 9 
と の ゲー テッ ド ビ ヒデ ォ は 8 ノン RN 比 を よく す 
デット ピオ A 
| 。 fibi 74v A — tš στ IE2: 
く な る 。 と の 出力 は 距離 弁別 回 路 2、A49 
(R-RDO2)T スレ ッ チ を 2 段 行 つて ( ほ と 
7m3-29 ん ど 直 硫 と な る 。 | 
Mat ビデ ォ が 両 ゲー ト 等 分 に は いつ て いる と 
きせ は 直流 出力 が 等 し く 平 衡 形 差 動 増 幅 器 A 64 
Αά 3$ (R—BAA) の 出力 は 零 と な る 。 


と の 状態 が いわ ゆる 追尾 で ある 。 
も L. ΡΘΗ と の バラ ンス が く FATER. 
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BADNEDS bh, cns — EIL CIBZAURIC 21 
ク グ ー ト を 動か し て 追尾 を 継 持 す る 。 

平衡 形 差 動 増幅 器 の 出力 検出 感 鹿 は 5 マン 80Yds と な つて いる 。 
また 、 と の 回 路 は 入力 が な な た いと き の ベ ラン ス を チェ ッ ク す ナ る の モニ 
= ニタ 回 路 の メー タ を 用 いて 出力 電圧 を モニ タ で きる 。 

9A1K28 は 通常 A464(RーBAA) の 出力 を サー ポ 系 (て 接続 す る 
が 、M ド ロア の 試験 信号 入 切 スイ ッ チ (て よ つ て リレー を 切換 え 外 部 
より 擬似 誤差 を 導入 し て 、 サ ー ポ 系 の 試験 を 行う と と が で きる 。 
= 距離 捕 そ く リ レー 回 路 

と の 回 中 は ビデ ォ が 距離 グ ゲート 内 に は いつ た と き 距 離 サ ー ポ 及び 
角度 サー ポ 系 リレー を 作動 させ 日 標 捕 そく 及び 追尾 操作 に 移行 させ 
る た め の 原信 号 (リレー 馬 動 信号 ) を 作る 。 

距離 ビデ ォ 増 幅 回 路 A450 (RーYAP) は レー ダー 送受 信 機 より 
送ら れ て きた ビデ ォ を ゲンキ ング ベル ネス (送信 時 の 過大 入力 が 加わ 
ら な いよ うす る た め 送 信 の 一 500- + 200 + — ΚΟ € = + £ 
通過 させ な い 。) 規制 し て 増幅 し 距離 ゲー ト 回 路 へ 送る 。 


τ ーーー MN 距離 ゲー ト 回 路 A451(R 一 
し RGC) は と の ビデ ォ を 広 又は 
x i τ | _ 狭 ゲー ト で ゲー トレ 、 そ れ を 
ダー テッ ド ビ デ オキ ーーー スト レッ テレ て サン デリ ンタ 


i ホー ルド 回 路 へ 送る 。 
: ス トレ ジテ チビ デオ / ~~ 


. (A51 出力 ) 
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NSR サン プリ ング ホー ルド 回 路 A52。 
サン ブリ ング . d 
トリ ガ p | A53 ( R-SHHC) は 角度 追尾 信号 


Eu を 作る た め に ビデ ォ ペ ルス ヌス の 振幅 の 
ホ - ル ド 出力 —— 突 化 (80Hg の コニカ ルス キャ ン K ヒ 
Li.) を 検出 する も の で 入力 の ス 
トレ ツチ ビデ オォ を サン ブリ ング ト リ 
ガ ( 広 叉 は 狭 ダ ー ト 停止 トリ ガ ) で ダー ト し 左 図 の う を サン プリ 

ング ホー ルド 出力 を 得る 。 | ー 

と の 出力 は 距離 捕 そ く リ レー 回 路 へ 送ら れる 。 


距離 捕 そ くり レー 回 路 445 ,A55 


CR 一 CRC) は サン プリ ング ホー ル 


allinlla | ド 回 路 の 出力 が 出 て いる か どう か を 


ビデ ォ 入 力 が | ü 

ある 場合 の D る #9+ 検 し て 出力 が ある 場合 と これ を フイ ル 
ビデ ォ 入力 が | ー ター を 通し て 直流 成分 と し と れ に ょ よ 
s P | — oy, レー を 作動 させ る 。 


目標 を 捕 そ くす る 場合 ゲー ト を 「 広 

ー 狭 」 と 「 狭 」 の 2 種類 に よ つ て 行 

»τ»ναπήππε. SERESORE- = REPAIR 

場合 後者 を 使用 す る 。 

「 広 っ 狭 」 は A51 , A53, A55 の 動作 に より リレー9A1K1 

( 広 ダー ト 入り ) が 作動 し 、 夫 信 号 ( アー ス 信号 ) ENORMEN 

OE. と れ に より 距離 捕 そ く サ ー ポ 系 が 作動 する と と (C よ り ビ 
デ ォ を 狭 ゲ ー ト 内 入れ る 。 
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狭 ゲ ー ト (て は いる と A51 , A52, A54 を 通じ し て 9A1K2( 狂 
F- Ab) が 作動 し 堆 信 号 を 距離 角度 捕 そ く 回 距 A56( R —A C 
ο) 送る と と も (C9A1EK7( ニ スリ ュー イン ク 断 ) 9A1E15 
( ジョ イス テッ ク 断 ) を 作動 させ 手動 回 路 を 断 に する 。 
距離 角度 捕 そ く < 回路 A456(RーAOCC) の 出力 は 「 狭 ゲー ト 入 J A 
の 状態 と な つて か ら 0.2 秒 後 C 零 信号 ( 狭 ゲ ー ト 人 人 ・ ホ ー ル K) * 
制御 系 に 送る と と も 人 距離 弁別 回 路 A447(RーRDA) , A48 ( R — | 
RDCB) 及び 距離 ゲー ト 回 路 A51(HーRGC) (て 同じ し く 零 信号 を σ 
送 つ て ケート を 広 か ら 狭 C 切 り 換え 以後 人 は 狭 ゲ ー ト C よ うり 追 尾 を 行 
5. 
な ち 、 CORIER > +2 WU A k t 5 秒 问 厅 持 立 机 、 
一 時 的 な 目標 の フェ ー ジ ング 等 て 対し レ し て サー ポ 系 が 即応 せ ず 円 滴 な 
追尾 が で きる よう に な つて いる 。 | 
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まず 、 広 ゲー ト ( に より ゲー ト さ れ た ビデ ォ は 「 広 グ ゲート 入 」 リ レ 


T 
Σὲ 
BR 
"v 
T 
Νε 
EH 
g> 
ai 
器 
m 
1 
回 
Ru 
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そく 追尾 」 の リレー 馬 動 信号 を 作り 、 臣 離 サ ー ポ を 制御 し て ビデ オォ 


"に K 狭 ゲー ト だ が 合致 する まで 広 ゲ ー ト を 動か す 。 


ET NET FAICABEURZ- EA a ルド ) 」 が 作動 
Be F を 広 グー ト か ら 狭 ゲー ト 切り 換え る と 共に て 「 AERE] 
「 角度 捕 そ く 追 尾 ガ の リ レ ーー 駆動 信号 を 作り 角度 ケー ボ 系 を 人 制御 す 
四 | l 


& b (C R レー ) 軸 と 速度 作成 用 Rh2:— L? C L (C k b [ EE 


ΝΕ 」 信 号 を 得 、 と れ を 「 狭 ゲー ト 入 (ホー ルド ) 」 と の 論理 積 


は 右 図 C 示 す と お ちり で ある 。 
ORFOD ( 後 ) (BER) EM 


(AND) を と る 。 

これ か ら 速 度 計 算 が 定常 状態 て 達する まで の 時 間 ( 約 4 秒 ) TE 
ら せ 「 追尾 」 信 号 を 取り 出し 、 と れ に より 各 テ ー ポ 定数 ゃ 射撃 盤 関 
ο NRA TR 
号 を 「 切 」C す る 。 — pA 。 っ 

RE DRY ο A VCI D 
「 狭 」 ス イッ チ ) を 操作 する と と より 強制 的 に ゲー ト を 狭 て 切り 

MA 
換え る 。 リ f 7 
狭 ゲ ー ト て よ と つて 追尾 中 の ヒデ ォ と 狭 ' FU 
ゲー ト ( 前 ) ( 後 ) 及び 距離 ゲー ト の 関係 - 

>. 14-02 


pom 


ダート ( 捕 そ く リ レー 用 ) と ビデ ォ の 関係 距離 


誤差 曲線 捕 そ く リ レー を 作動 させ る 方 の ビデ ォ は 、 前 ゲー ト 用 ビデ 


オォ と 同じ も の ( 補 延 を か け て いな いも の ) を 使用 し 、( 前 )( 後 ) 


ビデ ォ が それ ぞ れ の ゲー ト ( て は いつ て 誤差 が 最大 に C を なる よう な 時 間 


—29— 
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関係 で 始め て リレー が 作動 する よう 距離 狭 ゲ ー ト ( 捕 そ く ( リ レー 
用 ) は 狭 ゲ ー ト (前 ) を 0.25/8 遅 延 さ せ た も の を 使用 し て いる 。 
0.25 S の 遅延 は 距離 弁別 回 路 1ー BA48 (R-RDOB) に を いて 
行わ れる 。 | | 

捕 そ く 叉 は 追尾 中 強制 的 それ を 解き た いと き は ジョ イス ヌ テ イッ 
ク の 頭 部 に ある 押 ポ タン を あす と と より 9A1K5 が 作動 し 、94 
1K1K2 か ら 距 離 系 論理 回 路 に 送ら れ て いる 堆 信 号 ( 広 ダー ト 入 、 
狭 ゲ ー ト 入 ) を 切る と と も (距離 角度 捕 そ く < 回路 A56(R 一 ACO ) 
の 狭 ゲー ト 入 ( ホー ルド ) を し ゆ ゅ ん 時 K 解 消し て 零 出力 信号 を 解除 
する と と より 行う 。 ` 

サー ボボ 試 験 の 際 、9A1K4 を 作動 させ ( M ド ロア テ 試 験 信号 入 切 ス 
イッ チ と 連動 ) 強制 的 追尾 て する と と が で きる 。 
+ AGO 回 中 | | 

本 装置 で は 角度 追尾 信号 を 行 2 た を め ビ ピー ム を コニカ ルス キヤ ン さ 
せ て いる が 、 距離 及 び 角 度 誤差 感度 を 受信 電波 の 強弱 に か か わら ず 
ほぼ 一 定 に する た め に は 、 ビデ ォ の 振幅 平均 を 常に 一 定 に 保つ 必要 
が あり 、 と の は た らき を する の が AGC 回 路 で ある 。 | 

構成 と し て は 受信 機 を 含め た 一 種 の サー ボル ー プ で ある が 、 測 的 
盤 は その 一 部 を 構成 し て いる 。 す な わ ち も 、 受 信 機 みか ら の ビデ ォ を 振 
幅 の 大 き さ C 比 例 し た 直流 に し て と れ ( て より 受信 機 の 利得 を 制御 す 


る 。 
角度 誤差 検出 に は 次 項 で 述べ る よう (ビデ ォ の 振幅 変 主 の ェ ン ベ 


ロー プ 成 分 (コニカ ルス キャ ン 周 波数 ) を 取り 出す 必要 が ある た め 
AGC サ ー ポ ルー ププ (適当 な フイ ルター を 入れ て 所 要 の 応答 が 得 t> 


れる よう ら に し てい る 。 
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通常 は TTF AMPO ベイ ナス と し て 測 的 盤 の TP 利得 用 つま み (C 
より 、 一 昌 を 調整 し ビデ ォ レ ベル を 適当 て 人 制御 する と と が で きる が 
距離 欄 そく 追尾 C 友 る と AGC 回 路 A59(RーAGC) の リレー が 作 ` 

動 し て AGC ル ー プ が 閉じ られ 自動 利得 制御 に 移行 する 。 Ἢ 

弾 着 観測 で B ス ュー プ 表 示し た 場合 同時 に モーF ド 4 となり 強 制 

的 て 追尾 解除 と を る た め AGC も 断 と な つて B ス コープ 表 示 上 不具 

合 な の で 、 と の と き は 9A1K29 を 作動 させ て AGC の みみ を 生か す よ 

うに し て いる 。 | 

R — AGC lik (C HÜOEAMERS E OR LC 20 TE >=> 2 RO: 
AG0 出 力 電 圧 を メー タ (C よ り モ ー タ で きる 。 
ヵ 角度 誤差 検出 回 路 

| 前 項 で 述べ た サン プリ ング ホー ルド され た ビデ オォ 信 号 は 、 目 標 が 

テン テ ナ ビ ー ム の コ = カ ルス キャ ン 中 心から の ずれ の 大 き さ に 比例 

レ た 振幅 を 持つ て お り 、 か つ 位 相 的 に は レフ テレ ンス ゼネ レー タ の 

旋回 及び 符 仰 信号 に 対し て それ ぞ れ の 軸 か ら の 角度 (て 比 例 し た シフ 

ト を 受け て いる 。 距離 捕 そ く リ レー( 広 ) 回 路 A455(ERー0CRC) で 

作ら れ た サン プリ ング ホー ルド され た ビデ ォ 信 号 は 、 旋 回 及び 備 仰 

用 交流 增幅 器 A 65 及び A58 (R-ASA) で 増幅 され た の ち そ れ ぞ 

れ 角 度 誤 差 検出 回 路 に は いる 。 

回 路 構 成 は アン テ ナ の 80HZ レフ テレ ンス 電圧 を 増幅 し レ 、 振 幅 を 
リミッタ レイ 方 形 波 を 作る 。 
と の 方 形 波 を 位相 検波 回 路 の 基準 電圧 と し て 用 い 、 角 度 誤 差 を 直 

流 電 圧 と し て 検出 する 。 | 
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p11 次 測 に は 80 HZ 方 形 波 が か か る 。 T ェ エー7 が 正 の と き CR7~ 
CR10 が 導通 する 。 

この と き 角 度 誤差 人 カボ Tz 一 5 を 正 に する よう な 電圧 で あれ ば 、 
導通 され て いる CR7~ C R10 £ #E—C R 30 (Cik E ἃ Doe IE O B Ht W. E 


2:48 b 2. 2 。 


T2 — 5 Ὁ Ei CH ο... 
5 CH DC HA OD BK DICE EE 2:48 bh 2. 
し か し Ti - 7 の 電圧 が 負 C な る と ゲイ 
ォ ー ド の 逆 特性 に より 出力 電圧 は な い 。 
実際 の 回 中 で は ダイ オー ド 検 波 回 路 を 
2 組 特 ち 両 波 位相 検波 を 行い 出力 直 
流 電圧 を 得 て い る 。 mE 
左 図 は 任意 の 角度 に あけ る 検波 特性 を 
示し た も の で ある 。 | 

出力 電圧 の 大 き さ は 両 電 圧 の 位相 差 が 
堆 の と き 最 大 (C な り 位相 ずれ が 大 きく 
£ 2 L Wb L 90* の 位相 差 が ある と 堆 
と な る 。 


検出 回 路 の 出力 (直流 電圧 ) は 各 サ ー ポ 系 (供給 され る が 、 と の 
出力 電圧 は 、 目 標 の アン テ ナ 中 心 に 対す る 相対 誤差 角 比 例 し 、 と 
hl ROM UUMIC ARE Le D EB. 目標 が 正反対 の 位置 に 
ο ο L 2 b t L 5 E T ⁄ > ERMC E 
し て いる と き (《 て 零 と な る 。 
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~ て いる 。 


切 ス イ ッ チ ( E F ロブ ) kb 9A1K16 を 作動 きせ HERUM 
ΜΗ + P x = —7Ë8IE>x 4 22 ( H Fu 7 ) に より 信号 の 代り 
(ΕΑ. BEI WE EI — 2 XH P x a —Z ( RÆRR) (CC => 
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な な 、 角度 誤差 も 距離 の 場合 と 同様 試験 信号 入 切 スイ ッ テ よ り 
外部 より 控 似 誤差 信号 を 与え る と と が で きる 。 X. META 


エッ ク す る と と により 角 謀 誤差 検出 系 の 試験 が で きる 。 
3 距離 サー 水 采 


(Ὁ 3 - 


成 


機構 部 


(高速 ) 
( 低速) 
( 高速) 
(低速 ) 


. By (高速 ) 


. By (低速) 
. DMhx 
3. DMhy 


. DM v 


. RZ a 4224 ZUM 


( レー ダ ) 機構 部 こ 


2A141 
8A2A1 
BA2A2 


| 84141 
8A1A3 


84142 
8A1A4 
8A3A1 


843A 2 


8A3A3 


9A4A3 


se 
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Ë  A-RMOD 


{5 $$ A-RADM 
(加算 低 域 補 貸 ) 


| AA9S-e ` 


AM 10S -a 
AA12L-c 


1x36x 切 換 A-RSLT 


增 巾 器 (タコ ジェ ネ チ ェ ー ン ツ ) 


一 98 一 


AB13L 
AB14L 


AA34L 


1 M d / ER dU x 


9A1A60 (J 60) 


9A1A61 (J61) 


8A2A29 (J 36) 
8A2A44 (1314) ` 
8A2A41 (7311) 


9A1A62 (J 62) 


8A2A13 (1303), 8A2A16 (1306) 


9A1A76 (124) 


.842A14 (1304), 8A2417 (1307) 


9A1A77 (1125) 


8A2A12 (302), 8A2A15 (1305)| 


ΘΑ1Α75 (J123) 
8A2A22 (J 24), 8A2A23 (134) 


9A1A8 (J7) 


(03 WE IHBECONIMO Y £g πὶ EEE 


HP 7 海 πο ας. 14 公开 资料 


(2) syza% 


7 Bx | 
Β 848 3 BS (C d» Vo C HL PE ENG は 手動 叉 
は 目標 指示 て よ つて 制御 され 差 準 軸 及 び 制御 信号 の 流れ は 下図 


の と お り で ある 。 WIRST iA RAAKT, 


( 目標 指示 ) 


1X, 36X 

ERIERELT, TDSHOGFCS, SFCS, TDT1, 22i» bi, 
nnlxvsv2nu(cibulüfssns. 
4 22E b 2,500 + ヤード の 
EL 


R7s{1x7> 


オフ セン ト が 可能 で あぁ 


A», zya テー イン グ サ イド て よ る 目標 指示 の 場合 と レ - u ジョ イー 


ー ステック 名 も 神 す 場合 は en 9, φάγε», 
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イ 距離 捕 そく 
ο ο F t538 12 nie ehe cible Κ(ν 7’) 
SU». | | 
z Abha REEL RU-N ben XX 140x-FMXEI 
σον RIDA it A-4727 $k t 7E) κι- 9) i Eom iE 
15. 
y x* A | 
この 場合 を (7), (Dr) cc BAR Ru -F)WEN?, 
7.3. 4.260 101 RER) v 2o ISI E É ic εν, R (Bak) 
Φη t Anana. — 


( サー 系 
TER 
の R ジ ョ イ ュ テイ ッ ク よ る 手動 制御 
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ο スレ ー イ ング 勉 作 
K(L- 2146 Ru Κ(Φ So EKRI FI Fifi kw - 457" 
も 季 う 2。 

RU- y Ὁ θά 

(4) 尺 ジョ 4 スチ 4 v 2 BREUI yi "FIER AT 
倒し た と き 。 

(o ΕΛΛ... ne. 1919. ἐν | ER 3. 
Sa IE Sa Ar E 0 R- RRES? 2 MP E 
2274 8 AS Xo r Kl Ie 75 ver ρα ee 

I Ær- KIAR, | 
Weis, ジョ イス ティッ ク に よろ スル レー イ ンク D 7-2 # Βελή 
EI RADM) 2 vM A717 η MUCH qot e 

RE) d 

W RU- Rb 尺 (高 速 ) de LER 140 obe 
の と き 。 ame, Ru) シン クセ UEM κ 
ο + > 2 z RAE o RERE, ror 
VIdTEHLA-RSLT) 0 3v v-$ 183 c E. κ 

ΜΟΙ ΑΣ ΕΙΧΑ >b c Kub 
 ZXu-4Á 22, (m 9. 3.4 .18 Αν 14 RR) 


| —89— 
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-- 


R/s127; 7 


目標 指示 シン ク ョ 信号 
RR ジョ イス ティ ッ ク 

. (目標 指示 ) 
ジョイスティック 
. (SLEW 入 ) 


図 8.3.4.18 R ( レー タダ ) #@# > A — 14 X 7/8 


Re-7) 


140 yd 検出 


808.3419 R( 高 速 ) 軸 スル シー イン グ 制 御 
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ΕΜΠ ΕΕ ' | 
LLILILE [;i& J 及び [Ek RB) o ΒΒ {4 8 8. 3. 4. 200 ν Cb 
Bo *+ た ブロ ッ ク 区 を 図 8.3.4.21 CT. 


= Ea J nen | 

' i ( i i 

l gang | | E i 

a i ' 

l | 距離 捕捉 追尾 | | 

N | i i | 
8. 3. 4. 20 


EQ 8.3. 4. 21 
a. PE δὲ FR GER H ΒΡ ' 


8.3:4.②(C 述 べた と ちり 誤差 検出 感度 は 5VDC ノ 80yd で ある 。 
b. 変調 部 (9A1A60,A-RMOD ) 


A-RMOD 距離 変調 回 路 


γ----------- ra: ea PEA 
| 68k 1 
' 
i B 
(M4 7T) | 
' l 
Zl Ε2- 
3 | (AC) 
K2 ` 
358. M4 ,JI 
ERAR) i 
i 
ニーー こ ニニ ニー ニーーーー ニ ーー ニニ ーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーー ニニ ーー ニー ニニ ニー- ゴ 
8. 3. 4. 22 
—41— 
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B: 92 8 mie b O i: pit G C p 22 T, 交 太 400Hz +f — £ £ E £) + 2 > 
め に は 400Hz へ の 変換 が 必要 で ある 。 


X342 (A-RMODOH, EAREN, ERAZI Z3 Z k a — Z RU 


変 話 を 同時 に 行っ て いる 。 区 8. 3. 4. 22 KC な いて , 距離 誤差 入力 (DC) r 


幡 回 路 で 約 2 倍 に 増 息 さ れ . 変調 回 忠 へ 供給 され る 。 ZUOBTRWACH 
400Hz に よっ て 変調 され , に 誤差 守 圧 が これ に よっ て 変 銀 され る 。 ἘῚΞ 
され た 誤差 征 圧 は .- ト ラン ス で 3.75 倍 培 幅 され 400Hz の 出力 と な る 。 


距離 関数 に よる 利得 制 和 気 


距離 関 数 f」 (ΗΕ), RÖSERSB Fu 7 mO 2 AKSL で 作成 され 
る 。 
距 雄 関数 fi ( R ) t5 E G 8. 3. 4.23 に 示す 。 


fi(R) ( 追尾 系 DC2 ) 


J ἃ» PIRRE oO 対空 l 
( 対 水 : HEO LAIDRE E AA) 


10V 


sv 


10kyd 20kyd 


8.3.4.23 [ΕΡΕ GE 


COBRE f: ( R ) (追尾 系 DC2 ] d, 追尾 入 2 秒 後 選出 力 さ れる 。 
Έλι — 20 k-— F CHE OS EIC t b 2: ík L, 距離 20k ヤ ー ド 以上 で は 
一 定 値 ( 約 24Y ) と な る 。 た だ し , [Bm A 2 8 , AMIE pa < H Ek 
KC 関係 な く 一 定 値 (DC10Y) 誠 供給 され , * —K OE RE e I C s 
- ダ イン コントロール ん は. COÍTCR) (追尾 系 DC2 〕 を 利用 し 乗算 避 
(103) で 行わ れる 。 と の 乗 欠如 の 出力 電圧 大 の と ぶり 表わさ れる 。 
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入力 


出力 | 
„DC _AC( 400Hz ) 
Brent 
AC400Hz 
(和 -Na )(Yı -Y?) 
ΙΤ = ος... 
OUT e +72 
ΕΙ 8. 3. 4. 24 l 
m (A) | | 
Μα 2 IE DCSV EMBERWEACH (rms)400H: 成分 と する と 
® "T m (Ni λε) (Yi - Y?) _ (5-0)(8- 0) _ 49 
| 10 10 - . 10 
- 4V(rms ) 


MLOLIKEM=FI-ANKE(DO)R, 皿 較 数 電圧 に より 変調 され 
て 400Hz の 信号 電圧 が 得 ら れる 。 
5 三 -Fi 追尾 m 
も っ と も 一 般 的 た 追 必 モ ー ド で あり 36.000 ヤ ー ド 以上 の 追尾 も 可能 で ある 。 
ΕΜΕΝΑ ΚΑ, 役 分 型 の 加速度 福 代 方 式 を 採用 する と と 民 エ っ て 。 
モー ド 切 巻 が 円 漂 C 行 われ る よう 設計 され て いる 。 | 
hkEHWHOUGSG. R(E) 軸 の タコ ジェ ネ 出 力 信号 を 処理 し , AMRS 
と し て R( レー ア ) 軸 及び R( 高 速 ) CEARN. — 
、 追尾 系 は 。 [ARAZ HEJER (R  )(C よ っ て 自動 的 ゲイ 
..- | シュ ント ロー ん され 。 最適 た 追尾 状態 と な る 。 | | 
| m モー ド 2, 3 追尾 。 | E 
モー ド 2, SHEBXIRUCHACEIUXS Cb 5, た だ こと の キー ド て は 
5 補 債 信号 を ベク トル 的 区 処理 し て いる た め , RAMETI- K HEAT, 
| E RU By tS 05% OE LTR bH hi Gl. 
すなわち R, E, By, SOLDOAN(EBAN) tiza mm z 
AL, 再生 速度 信号 (リジェ = ネ レ ーション と いう ) を R( レー) 四 及 び R 
| (B3) )RECERRULCOA, $- FÜOEBOBERRORS EH SAI, 


-43— 


http;/ /navgunschl.sakura.ne.jp/ 


HP 『 海 軍 砲 術 学校 』 公開 資料 


レー タダ 距離 36k ヤー ド 以 内 で は 常 区 再生 速度 信号 を 作成 し , +- FECR 
を て いる 。 レー ダグ 距離 が 36k ヤ ー ド 以上 に な る と , 自動 的 に モード 1K 切 震 わ 
る 。 u | | 
ブロ ッ ク 図 を 図 8.3.4.25 に 示す 。 BlIE2 6 C 16 ft 5st κ TE — Fı Σ Ὁ 
く 同 じ で ある 。 | 7 
HM モー ド 4 
と の モー ド は 追尾 中 ジャ ミン グ 妨 寄 や 目 徹 の 一 時 的 消 蔵 , また は 弾 若 観 凍 等 
BANABIL TARA AE, ΔΟΒΒΜΚΙΒΜ 2 ΣΙ DBEST, 
速度 軸 が 整定 し て いる 場合 に 選択 され る 。 LOS. KOREMNL- IRER 
断 て に する と と KK より 選択 直前 の 速度 を 維持 し , その 速度 に より 率 を 駆動 させ る 。 
目標 と の ずれ を 生じ た 場合 は 。 ジョ イス ティ ッ ク 又 は ワン マン コン トロ ー ル MK 
より 位置 修正 する と と が で きる 。 ( 図 8.3.4.25 参 照 ) 
モー ド 4 か ら モ ー ド 1, 2, 3 へ の 切替 は , 目標 ビデ ォ が 広 ゲ ー ト 内 に あろ 
場合 は 捕捉 状態 を 経由 せ ず スム ー ズ 追尾 状態 に 移行 させる と と が で きる 。 
A ジャ ス 追 尾 ( ゴ ン ) | 
と の モー ド は , 追尾 目標 か ら CW 又 は PRF の 高い バル ス で 一 定信 号 の ジャ ミ 
ング 妨害 が 加 を られ た と き 選 択 さ れる も の で , 距離 追尾 系 は モー ド 4, f 
尾 系 は モー ド 1 で 追尾 を 行う 。 角度 追尾 は 次 の ど と く 行 われ る 。 
モーF ド 4 で 動か され て いる 距離 ゲー ト 内 の ジャ ミン グ 信 号 は , 通常 の ビデ オォ 
AsLMEKXxFV,T, E S EE E T NRE NE 
差 信号 と な る 。 追尾 目標 か ら の ジャ ミン グ 信 号 レ ベン が 一 定 で あれ ば , πι w 
で 述べ た ど と く 和 角度 誤差 に 比例 し た 誤差 電圧 が 得 り れる 。 COEETEH, + 
ー ポ 系 に 加 和え られ て 追尾 を 行う 。 
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z- F 1 
CR) 人 追尾 系 DC 2) 


モー トド 2, 3 


t (R)[ — 
. i Ë f 4 ` . 


モー ド 4 


© 88.3425  R 系 追尾 ブロ ッ ク 図 
—45-. 
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πο” 


ビデ オォ 信号 


Eor 狭 ゲ ー ト 入 
0.5 秒 


.5 秒 遅延 | 
° 
I *1 κ © 座 m ーー | 速度 
| 再生 速度 計算 | 計算 
Mir 2 
M 4 
M 1 f 


プー スタ 5 
追尾 or 加 速度 补 优 — 


U10 へ 
9 
Μ4 


レー タダ 
ジョ イス ティ ッ ク . 


距離 関数 


DR 
> 


MR 8. 3. 4. 26 
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d fm + — d: # 


7.8. R | | 
` 角 医 サー ポ 系 に 関連 する 主 な る 機器 は 表 B.3.4.7 及び 表 8.3.4.8 の 通り で あろ る 。 
m 機構 部 | 


a. E wc 
b, E (高速 ) . 

E (ER) 

.By(v-7)- 

. By C3) 

. By ( E 3$) 

. Duhx 

Duhy 
. DM v 


. E/By Un 429477 ° . 手動 制御 用 


x... » 全局 へ り カ ル . 局 部 セク タ 用 
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A-AMODI 
| A-AMOD2 
18 rh 85 (on T E Sh s tK ) 

AA12L-—a 


9A2A9 (J 18) 


9A3A11 (033) 


8A1A42 (1314) 


AA12L-b 8A1A43 (J315) 
9A3A5 (J27) 
8A1A33 (J 4 6) 


8A1A31 (J 26) 


AA9S-h 
AA9S-e 
AM10S-a 
c. 增 巾 器 (コン ペレ ー タ ) 

AK4S-a 
AK4S-b 
d. 増 市 器 (タコ ジェネ テ ュ ェ ュー ン ) 
AB13L 
AB14L 
AA34L 
AA34L 
AB13L 
AB14L 


9A2A5 (J14) 
8A1A32 (J36) 
8A1A35 (1202) 


8A1A28 (J15) 
8A1A39 (7102) 


8A1A29 (J 25) 
8A1A30 (016) 


ΒΑΙΑ13 (1303) 
8A1A14 (1304) 
8A1A12 (2302) 
8A1A18 (2308) 
8A1A19 (7309) 
8A1A20 (1310) 


8A1A16 (7306) 
8A1A17 (1307) 
8A1A15 (1305) 
8A1A21 (1311) 
8A1A22 (1312) 
8A1A23 0313) 


9A2A6 (J15) 
8A1A24 (J 14) 
BAIA26 (734) 


9A3A6 (728) 
8A1A25 (J 24) 
8A1A27 (J 44) 


f. RARSRER 
Whe (加算 ) AABS-at 
- AC3S 


9A6A7 (J7) 
9A6A8 (J 8) 


エミ ッ タ 


moy 0-89 A-SBFA 
BRE 3 [ΕΙ (> — F) 
A-SPACI 
技 索 信号 処理 回 路 (カー F) 
| A-SPAO2 


9A6A13 (113) 


9A6A17 (J17) 


9A6A18 (J18) 
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角度 サー ボ 系 に 関す る 来 統 回 を 付図 時 仰 素 枝 回 HARRIET 


YESO Z x 2? u £ 
BAFIUNRERKETERKRENMUTNTE,BBTHA, 
0 Betr 


目 桶 拓 志 モー ド と し て は 表 8.3.4.9 に 示 ナ よう に 1 又は 2N の 粗 シ ンク ロコ ント ロー 


ル で ある 。 ( r 31-—#34 号機 に 適用 ) 


表 8.3.4.9 


(Gt) 旋回 角度 信号 を B で 受信 ナ る 場合 は 管制 部 Co 軸 の 差 動 シ ンク ロ を 通 
し て By 二 と し て 目標 指示 シン クゥ 受信 され る 。 
WUAXEGTESXCREOSONWR)TESTSWER, Eos f) uci Xi 
LERHEGT Zo 
8 L 8 πω Human 
hbo 
ΒΙΑΙΟ» ⁄ 2 系 統 図 を 図 8.3.4.2 7 および 図 8.3.4.2 8 kK 示す ナ 。 


ー4 9 一 
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σας 


SFCS 


TX か ら 


' Hp Der ABRE : 


Ww: #1-15, 18-21, 23-29 818 i | E 


^[SFCS or TDS J | | 
91.8 f | 
FUEN 


: τοτι . 
: TDT2 全 へ り orBFCS _ : CT 
EE or Ae and BER 


2Ndorßt 


— 搜索 信号 


レー ゲ 


à ジョ イス ティ ッ ク 


全 へ り or 局 も 
and B 8 


よー ジョ イス ティ ッ ク 


全 ~ yore 
and 目標 指示 


図 8.3.4.2 7 人 矯 仰 目標 指示 シン ク ョ 系 - 
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IE UNT --ᾱ--.' Lo coo TUUM 
・ Hg DEBERI ΑΝ | 


à 


By(v-#) 


© 


図 8.3.4.28 旋回 目 擦 指示 シン ク g 系 
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@fEUTJ [ST] (222, #30-#32 BER) 
CI C 目 标 指示 制 部 四 场合 ，C EC 四 目标 指示 装 人 TDT 2 型 -2 办 与 FTEUTJ， 
T[STISMNRHTREKSACH (9TB33-9 ,11 い ずれ か ) 指示 部 平面 バネ ル 上 ・ 
の 和 表示 ラン プ 「 白 」 が 点灯 する 。 | 
[EUTJ, [ST] 表示 より 次 の 動作 を 行う 。 
「ECT」 (ELEVATION UNRELIABLE TARGET) 
旋回 :正常 . 
倍 仰 ': レー ダ ジ ョ イス ティ ッ ク コ ント ロー ル と な る 。 
[STJ (SURFACE TARGET) 
旋回 : 正常 
IH: 09+ ジョイ スティック ベイ テス ( 約 ま 10° と な る 。 ) 
ΘΓΕΒΠΠΕΟ | | 
CC 目標 指示 制御 の 場合 , UNRHTERMAA T tMUCLICID, IUBE 
示 を 「 切 」 に する と と が で きる 。 | 
と の 場合 , 指示 部 平面 パネ ん の 「 目 標 指 示 E 切 」 赤 ラン プ が 点灯 し , WRAS a 4 > 
ティ ッ ク に よる 修正 が 可能 と な る 。 | 
 EN-427tBENUL,.BMOBXRmCLZ5, 
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Ὁ 人馬 へ リカ ルー | 
ο ο ο ο ο... 


り 約 2 秒 後 に 動 


に 移行 す Do 


動作 が 開始 され , ἄωντεβτοτα A tit t k, 第 2 , 第 3 の 段階 


IRERE as ko TESS or ΕΞ 1531 ΗΕ ΕΣΡ IHM 


ERÄELUHELATEMTEAo 


& i 
k 回 


段階 2 


# 回 
uw om 


(i) 


ΠῚ 


(i) 
(i) 


(i) 


By (高速 ) 軸 人 速度 信号 が 入り 45 度 / sec で CWC 旋回 する 。 
seen By 幸人 に 追従 する 。 ( vy? PUT ) 
EA να ッ ク コ ント ロー ル と な り PPI 上 電子 カー ソル 
E (高速 ) 転 に 速度 信号 が 入り 下記 の と ちり 上 日 す る 。 

E= 5? 約 2? ノ 旋回 回 転 品 15/ プ sec 

E=15° 約 2? ノ 旋回 回 転 品 15/ プ sec: 
μμ ρωσ ο ος 
451 9 ( E= 15° ) 毎 初 期 値 C 戻 る 


HORRE (高速 ) 電 IC 追 従 す る 。 


ΔΩ EC( レ ー ダ ) 軸 は ジョ イス ティ ッ ク ラ コン トロ ョ ロール と な り E 軸 の 初期 値 を 


与え る < 


段階 ic 8) Ç 
() EW ER tib RE IDO/:4 AT 4 72 MRI FRE 


n 5e 
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ga | 
ο ο ο T ο ος ο REG v» 
ら ベ ダル ん を 踏む < | . | 
πε 回 (By ΜΑΝ EEDE» — 7 (By レー ダ 軸 ) O (z IC HE F δν 
(D By (レー タダ ) 直 は 全 周 べ り カ ル 切 か ら S 秒間 すべ て の 入力 が 接地 され 停止 する 。 
oat scaBUET 5. l “ 
(Ἡ ΑΕΔ Dy Qhicinie + 2. 
f 仰 (D δα βΜΙςΒΕΥ 5. 
(ü) BE( レ ー ダ ) 直 は 方 位 艇 追 首 する 。 — ° ο 


e 
EER 2 (£ x * + > ) 
m ・ 約 4 5?sec 
・ 一定 ジョ イス テイ ッ ク 


段階 1 ( 全 周 へ り ヵ カル ) 
855} ; 49455566 


俯仰 : 52, rev c EF 制動 可能 
HIS RHS TRS N 
(ORTH) | - 
段階 3 (手動 制御 ) e 
旋回 : Byi&&icxv-—z i 


W: EMI x v — > 


図 8.3.4.2 9 
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E 系. 
^ DRE 


vw-37,54**4,2(*2954* 0232) 


局部 モク タ (o(『 っ at) or 全 周 へ りみ ん f 


2, 3 段階 = 
| x 
1, 2 BIS | 上 
[zs (n A 
rn (s) EDEL) 


δα 。 | an 


O 全局 ヘリ カル 切 5 秒間 久 は 衣 産 2 以上 ` 
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σας (ΧΙ ι.. ἈΠΕ - “ΠῚ τ. ώς κ 


` Hg Deere ARMS ・ 


全 へ Jor 選 も 
目標 指示 or É 


U9 Μκαρ Ra~ orie 


(ST,EUT +É €) 
li £f 5. 
発生 機構 部 
ZA οτ 
t and B As 


レー デ 
ジョ イス テイ ッ ク 


図 8.3.4.31 全 周 へ り カ ん 制御 信号 系 続 
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mn ΑΠ 2 # | 
局部 モ セクタ に は 。 Av 5 GE MOERD2MNSHsT, G^ EE 4 P RES 
ABT- 2 — 7 CTEREL E cuui 0 du UO By Css ) 48 ἜΛΕΓΕ 5, 
E. By Μι τοτ/ ανα, 
REPRIT k S l U 8.3 3.102 £ bD THE, 
a) A414 5 vf 
v 18872 (21-15, 18-21, 23-29 552) の 場合 
WAPXIZDAPROTDTI-Ir6BBhlvonanxkr&i 
9150 3—6 ( # 16, 17. 22 30 -32 88) の 場合 
CIC( x4 5 iEs tÍTZ5BPHUiICOwcai 
R 8. 3. 4. 10(c) (VBR ) iC E b ΒΕΠ 2 h7c t š 


中 Ὁ B ES frin e [8] fa R O: (6 (m fà 
m RA : £5 5.6 fb 


£ 回 € 3 ` 85 z 5 Z7 Z ZE EA 


スバ パイ ラル ピッ チ | 約 3.6 度 ノ 回 転 . 図 8.3.4.33 
方 向 : CW 
b) IPLE; 


91820 1.2 O 10 G 
目標 指示 以外 (SLS を 除く ) の 場合 (て 局 部 モク タ を 
選択 し た と き 
1 型 改 3.4.5.6 の 場合 
LC か ら の 目標 指示 ( 抹 円 走査 を 行 な 2 目標 指示 源 
に つい て は 表 8.3.4.10(0, MER) -OPS—12 
(#31~32 8802) 及び ド CS 制 人 (SLS を 除く ) 
の 場合 で 局部 モク タ を 選択 し た と き 


中 心 ・ ジ ョ イス ティ イッ ク 制 件 旋回 角 及 び 合 仰角 
Β 期 : 約 2 秘 
πει J; a € :493/ ( £ 1.5?) [4 8. 3. 4. 34 


KF (9 Jj iid i : $9 8* / ( t 4? ) 
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c), 2: 2 — z R ΒΙΑ | 
MERFRERWBICTISTY7I0, レゾン ル バ の 超 合 させ に より 行なっ て いる 。 
詳細 は 制 所 未 入 作動 の 項 8.3.4.(9 項 及び 茶 統 較 付 図 -8 -3 -21 去 参展 DLL。 
4) παπα | | | 
図 8.3.4.3 5 示す 通り で ある 。 HARRILONTHHM2-8 -3 -18 及び 付図 
2 -8-3-20 を 参照 され た い 。 E | 
=, Kamm 


Xm ΦΕΚ ΗΛ IRTEN 


δε 8.3.4.1 0 (a) 
1 型 改 6, 改 7 


` ` 
| ` 


“lolo | 
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1 a4 AS 


| C [ C W 8 射 管 室 制 件 


zu y 
D 
つい 
` 
fe 


x 3 
Ym 
σε 
= 
3 
ἃ 
NM 
š 
^m 
1% 


f x 3i ΠΠ 
h ch 
IE 
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ο, m IR 8 aso ⁄ ⁄ 2 = 8. 
と の 時 は 角度 誤差 信号 が 発生 し て ちな ちり, cChic t bs E SEMEN, By 軸 ) は し 
ーー ト ュ ント ロー ん の 状態 と を り レ ー ケ 角度 軸 填 方 位 連 ウ シン ク p 発 信 機 より シン クロ ュ 


ント ロー ん ル され る 。 


MRED, 方 位 座 続 図 を 参照 の こと 。 
| 6 各 則 低速 高速 の 関係 


T | De 
+ ⁄ ⁄ 2 = 8. OPI £ ED 8.3.4.57 及び 回 8.3.4.58 に 示す 。 RROFHT OT cH 
Αν 


πιο Ἐ ΜΕΤΑ R, E, Byfo tn eh ic (E M. 8 ë Bh 2 — f$ SO + — + fi 2: + 
; ο る 。 追尾 時 の 速度 に よる 軸 の 切換 は な く 積 分 軒 は 常に 高速 二 と な る 。 各 低速 轴 仁 高 速 信 
| 号 の シン ク ョ 信号 の 精 の み を 受信 し , と れ に より 高速 直 に 追従 する 。 ( 図 8.3.4.39, 
図 8.3.4.4 0 参照 ) 役 分 信号 の みみ 高速 低速 引 の 切換 を し て 速度 計算 を 行っ て いる 4 高速 
軸 の タコ ジェ キネ 出力 電圧 (AB14 出 力 ) は, 5) 速度 計算 部 て 述べ る 様 人 
| R — 2X15V/900kt 2X 15Y ン 90kt . 
s. 2x15V/29'/sec  15X15xLV/Z5° sec 
- 再 生 速 度 信号 スケ ー ル は 
DMr 1 5V/900kt 
pam cosE 15V/29°/sec | 
再生 速度 信号 と メラ ジェ ネ 帰 避 と の スケ ー ル 合せ の た め 低 クコ ジェネ 電圧 を 分 圧 ト ラン ネ 
を 用 いて 1 ュ ン 2 ΚΙ τν. 5. 
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© G, 高 達 引 の 運 度 関係 
管制 部 入力 各 四 は 追尾 状態 た を いて は 前 述 の 如く 追 性 誤差 及 び 再 生 速 度 信号 に より 補 
EMEC- rart a-a HRTF tt, モード 1。 2. 3 共 IC そ の タコ 
ジェ ネ レ ー タ の 出力 を 的 速 信 号 と し て 用 いて いる 。 
上 OB A ie E O Εις わた り 正 確 た 動作 を 行 た う 爺 は タコ ジェ ネ レ ー ク 出力 の 本 
E P U S tt 2: + O 2 GEB Ç πᾳ S h (T£ Ρ > no 
本 狭 酔 に 使用 され て いる サー ポポ モ ー タ ジェ ネ レ ー タ KKRO112 一 4B 一 1 型 は 特に その 


意 て 製作 され た も の で ジェ ネ レ ー タ 部 分 に モー タ 部 分 か ら 磁気 シー ルト を 施す 等 の 工夫 


が な され て いる (8.3.6 項 参照 ) 9%@; 


£ Oy — t * — 2 2 x à v — # O Z = v — # lB O E f tt O fE f$ š n. 2 3588 Η 3000 
. rpm ま で で ある 。 
各 入 力 の 動作 芝 囲 は 克 の 通り で ある 。 
E κ 約 1 ノ フッ トー1200 ノ フッ ト 
角 度 H3'/sec-A5°/ sec 
IROLSBÄTELTRHEFAHIZTERLTHLnA, tüGt*hkT5A5tb 
b 低速 軸 , WAME 2 O E BE ΠΕ η r 2ΙΕΙ Ἐν 2ο 
R, E, By &@@ < — 2 2 x 3 v — 2 E] 22 + (KE R ΒΕ h O Z: ry F 2Η RÄT 


18.39.43 6 示す 。 
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各 軸 の MG (モー タメ ジェネレータ ) L A ti b O ë E IS ff. 


(a) R BE 


. 3000 


2000 


1000 


的 速 (ノッ ト ) E 2M 500 。 10002. 


(b) E, By 


29/sec 57/sec. 207/sec 302/sec 
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f 1X>G ES CT— 


w 


AtrEMTXI» 8 | 


ανν 2 = RROA 


98.3437 
E By 
c Q 
m aru [55 
e (By )cos DN = 
N. 2 Co 
f : AS2M : ) 
DBy cos E AA12L | | 
リジェ ネ レ ーション | (τα) G3 I l e 
信号 > 方 位 盤 B 軸 CT へ , 
f es 
s: 
By(v-#) 


| x s 


8.3.4.3 8 παν “αλ 
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ET 


R( 高 速 ) 


. A-RSLT 


I ~> 


t di Ad | Ac > — ο 
9 


e (R) P <H ("D | i WP | 
s š | | | SUE CERO 
vis | ! 
. RC z) ; ET © 
DH) 


AAgs AS2M : 
AMIOS 


図 8.3.4.3 9 REX. Επ ΜΙΑ 


5DE l 
: "(速度 計算 部 へ ) 


図 8.3.4.4 0 ΕΜΑΣ, 低速 軸 関 係 
-6Ί-- Ἢ 
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x ー サーボ 系 
の ABRE 
E,By 共 同 本 に 考え る と と が 出来 , ブロ ッ ク 図 的 に は 図 8.3.4.4 1 の 様 に 表わす 。 
"ML (D) 
(A) (B) (C) [oU pea soy Ege 


四 83441 © | 


各部 の 伝達 関数 を 入れ て 番 き な を ぉ お す た と 図 8.3.4.4 2 の よう に な る 。 
(A) (B) | (C) (D) 


図 8.3.4.4 2 


a 角度 変調 部 f 
E 系 の 場合 A -AMOD1 By 系 の 場合 A-AMIOD2 に より 角度 捕捉 時 1 kyd —20kyd 


間 (C ち ぉ いて は 距 離 関数 f1(R) (距離 関数 A4C ナ ゲイ ンコ ント ロー ル 及 びび 変調 が な お と な 


われ る 。 
人 
"NM ' | p 
(1A E A. 7) ! 角度 テラー 出力 
DC£10Vmax r | ACB8V max 5 
| | 
f1(ROCPBREBEEXACO | i 
[ ' > 
L. 


I 
l 
L 
i 
i 
| 
I 
l 
I 
| 
| 
| 
! 
| 
| 
L. 


A-AMOD1 or A-AMOD2 
5 8.3.4.4 3 


20kyd 以 上 で は , f1(R)( 距 次 関数 AC) 電 圧 は , 一 定 値 に な る 。 
1C2 に よる 距 訂 関 数 で の ダイ ンコ ント ロー ル ち お よび 変調 は R 來 で 説明 し た と なり て 


BJ o0oT8Rıaınrm. 
-68— 


http:/ / navgunschl.sakura.ne.jp/ 


HP 『 海 軍 砲 術 学校 』 公開 資料 


b. 入力 サー ボ ( EE. By 軸 サ ー ボ ) 
入力 サー ポ 部 は E,By 軸 共 IC 加 算 , πω ο... -7 
ο αλα. 

ο ο μα ο ο να 

P c MM CE s 


DM, 900x0.5626yd/sec _ 
A w R on ο 50634mil/asec 


と の た め 入 力 サ ー ポ は 15Y の 入力 区 対し て 506.34 mil ノ see 回 転 す る 様 に 設計 


され て いる 。 
再生 速度 信号 
レー 誤差 
818. 3.4.4 4 
| l E( 高 速 ) 電 : 
再生 速度 信号 | | (0 By (R3) 


レー 誤差 


図 8.3.4.4 5 


E, By 軸 共 スケ ー ル は 同じ で ある が By 軸 の 方 は 入力 信号 で ちあ る レー 誤差 信号 が 
LOS 面 上 に 治っ た 誤差 信号 で ある 導 e (By )eos EX る 性 質 を 持つ 。 と の 為 と の 販 の 制 


人 は の よう Ic な っ て いる 。( 図 8.3.4.4 5 参照 ) 


1 
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. DN i 
(By. E — By 一 一 一 = 
[e caro cos y cos e) COS E 0 


κ RR REC bij Mit 
の 回 転 運 度 より 積分 定 政 は 次 の 様 に か ける 。 


A 
15V f 
従っ て レー ダダ 誤差 信号 及び 再生 連 度 信号 応対 する 入力 サ ー ポ の 伝達 函数 は 


3 4 I 
ーーー で ある 
8 ある 。 


c. 方 位 僧 サ ー ポ | | @ 
! B CU OABIADBOÜEESRH^rv2oRAECIPEUSCROoh, Süd 
と の 信号 に より 位置 制 各 され , ORBRBEETERL, その 追尾 誤差 が 位置 誤差 よし 
て 検出 され る 。 
4. *€—F1 
π.--΄.---------μηππ 
サー が 系 で ある 。 
RO- FERR ICR) に ょ っ て 制御 され る 。 加 速度 補 人 信号 は , By( ΒΕ), 
E (ME) MORAES ΚΕΑ ΛΞΟΤΗΠΠΒΚΜΕ ΕΛ ΕΣ Εκ (MATE 3 
ROZEWHORRATETDHZ, 
また 加速 度 補 條 信号 作成 回 路 は , 系 が 他 モ ー ド で 作動 し て いる 場合 で , R£ BREI IC HAR AR 
号 を 作成 し 常に モー ド 1 へ の 切替 に 備え て いる た め 、 * — ΕΦΕΕ OJUUEDXICIABEIA 
差 の 変動 は 少な い 。 
系 の ブロ ッ ク 図 を 図 8.3.4.4 7 に 示す 。 | e 


4 
m= 


。 We 2. 3 

直交 座標 系 の 一 ΚΠΕ Mmtam)cio, TT ET ARKEHUTAAA 
b 5. 

Lo<-rosen, κπαακτηπαπαμκπιταβπακοπαιανεὲκ 
2» 2 ο | 
 MUSSÓRU,. BREASDLELAO, tE r o TERRENAE S n, 

RERO FAMN, - FUBESOAXIAEGERSODSERE FILA 
て ぁ る 。 
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` モー ド 4 ， 
トレ ー ダ ジャ シン グ ,。 レー タ ェ ュー の 一 "ENENOSCSENO EL. と の 速度 
何 号 を 変 話し て By。 ERRREEBILODALA-) 222 JÉCbA. 

を た な と の 場合 ジョ クス ティ ッ ク よる 位 性 正 が 加 能 で ちる 。 


[Fx] ΑβΠΜ Εν κκ κι, 2, 3, 4 ΟΞΕΑ 8.3.4.4 6 に 示 す 。 
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8 + + ; 
fries I | 
+ s 
9 t 
Co ; | 


[7-3 
1 ' 


00 ON ERO» 
Gp(S) :方位 盘 特 性 


R= 1 kyd 
Open Loop Transfer Function 


2t S 
= ーーー 十 一 一 
a(s) το (1 το 


R>1 kyd 


42: s ` 
ze (1*a ) 


R+5 


図 8.3.4.4 6 Angle Tracking Loop 


Ν « Ian | 
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モー ド 2。 3 


ERBE 00 » 
f 1(R) GBRX AC) 


DBy cos E 
DMr 


モー ド 4 


図 8.3.4.4 9 


+- F 3) P BE s I -RRRA 


-- 


-73- 


g“ 


http//navgunschlsakuranejp/ 


HP 『 海 軍 砲 術 学校 』 公開 資料 Ἢ 


の 光学 尻 式 ウ ンマ ンコ ント ロー ん 
JUR MOXKEIIERSE. By 笛 で あり 射手 部 に ある E, B の ジョ イス テイ ッ ク 
€ ッ ジ シマ シン ョ シト ロニ アル 以 下 O :M で と いう ) お ぉ お よび 足 踏 ス イッ チ テ ( 以 下 Foot BW と 
いう ) の 操作 (により 管制 部 By 直 を 介し て 方 位 筐 が 駆動 し 目標 摘 索 が 行 た われ る 。 
指示 部 E( レ ー テ ) , By( レーダ BADERE, BNIGBÉET LO-M.CICHIRG,. 
ΚΠ ΒΦ κ ---.212ν, Foot BW を 踏ん で 。 OMC £ S(I Ë iC + ΣΙ ΛΑ F 


リフ ト 止 め の 調 整 が で きる 。 


図 8.3.4.5 0 


図 8.3.4.50 は , 光学 準備 ワン マン コン トロ ー ん 時 の E 軸 の 信号 の 流れ と ,。 ) ν --Μ 
の デブ ョ ッ ク 図 を 示し た も の で ある 。 方 位 般 の OMC 信 号 は , 指示 部 (U9 ) の 変調 回 路 4ー 
ΑΜΟΡΙ を 経由 し て ゲイ ンコ ント ロー ん され (全速). 軸 を 制御 し 。 方 位 角 は と れ K 従 2。 
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0) BR 
C BEI CIT S LEE >47 NTARE ΑΥΛ, X 
が 追尾 状態 し て 入る と DM C の 距離 関数 f1(R) で 制御 され る と と 6KFoot SVOI 
能 が 次 の よう に な る 。 | 
() Foot SW; OFF (AHIRE ) 


πι; 


追尾 状 恕 后 ，Foot SW を OFFK す る と , BEAHUMRÄLTHONCHSTR 
動 さ れる が 次 第 加速度 補償 信号 (モー ド 1 の 場合 ) ある い は リジェ ネ 信 号 ( キ ミー 
®: F 2 の 場合 "LI £ O f S2: OMC f SIC L > C fÜ Z # i6 OMC H OR IC cb rr 
' 置 (に も どる よう K 操 作 さ れる 。 OAIC が 完全 に 中 立 位置 に も どっ た 場合 Ku. 加速 
度 寅 偵 信号 また は リジェ ネ 信 号 (CC よっ て 取 動 され て いる 。 特 民 C モ ー ド 2 の 場合 に は 。 
等 速 直線 運動 する 目標 IC 対 し て 。, OMC 無 操作 で 追尾 が 可能 て あろ る 。 
目標 が 眼 錬 内 で 次 第 に ずれ て 行く 場合 は , OO を 操作 る と と 区 よっ て 。 位置 と 
加 未 度 補 価 信号 ある い は リジェ ュ ネ 信号 が 修正 され る た め 。 目標 を 円 消 追 尾 す る と と 
が 難し いら ため, この 状態 て は 眼鏡 内 の 位置 ずれ か 一 定 'C た る よう CONIO を 操作 し 。 
次 の Foot SW: ON の 操作 で 位置 ずれ を 修正 する 。 | 
0 Foot SW:ON (BA Mm) | 
Foot SW £t kE NES EE 2 AHY? «ΑΠΘ s Ot E 9 
は 。 踏ん だ 時 の 値 で ホー ルド され 。 OMC 信号 に k よ っ て 補 貸 信号 は 修正 され な い 。 
Σο, 追尾 系 は ホー ルド され た た 補償 信号 で 駆動 され て ちり, OMCESIC + っ 


e τ, RANOUEFNOIKBEFZTLOTRZ. TESIS ST UXtB C Foot 
< | SW を OFF の 状態 C も ど し 追 性 を 継続 させ る と と が で きる 。 


http:/ navgunschl.sakura.neJ D/ 


"m x | | e | (は | 
EE 8 — € 


最大 
20V rms 


i Eis Nu». 
Εκ. 、 aies | Y ー PE 


7 580 信号 ホー ルド | 
(Fand Foot BW and 追 尼 orM4 ) 


図 8.3.4.51 光学 ウン マン コン トロ ー ル E 系 統 較 
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E EEEN ° 


ーー ム か ー 


f1 (R)GA MIE DC )— 


9834532 


_ http:/ /navgunschl.sakura.ne.jp/ 


HP 『 海 軍 砲 術 学校 』 公開 資料 


ἡ 授 索 な 上 び 角 度 捕捉 追尾 時 の レー ダグ 軸 サ ー ポ 
a HYS à OO | 
| IK RI) iC H5 GER cB tE T 2 2:, 全 周 へ り カ ル ま た は 局部 モク (日 標 指示 て は な 
いと まき ) み ぎり, ジョ イス テイ ッ ク で モク ラテ 中 心 設定 を 行う 。 l 
(à) ジョ イス ティ イッ クコ ント トロール 
全 周 ヘリ カル また は 局部 モク (目標 指示 で な いと きま ) 状 態 の 場合 レー 軸 は と レ 
ー ケ ジョ イス ティ イッ ク 信 号 に よっ て レー トコ ント ロー ル さ れ 。 図 の エ う IC セ ク メ 中 
心 設定 を 行 2。 | 


E(v—) E (WE) 


レー タタ a= -1 
ジョ イズ テイ ッ ク 


XN 


_ £h-)»» e 
or 局部 モク タ 
図 8.3.4.5 3 


O 角度 捕 提 追 尾 時 
vs. 29, HiMor=+-NAFECHLROE, ΒΑΕ 
する の み で あぁ る 。 | 
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5 ZEHAZ 
7.8 X | | 
ATHAR IDAT EnommR$585412 RUZ8.5415 に 示す と お り で ある 。 ・ 


m 機構 部 
# 8 3 4 12 


a (14) SSE 
b. By( 高 速 ) BRE 
.R (高速) 機構 部 
. DMhx τ 


. DM hy ΄ 


. DMv τ 


we9 9 一 
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e mas 
表 8. 3. 4. 13 


8A1A46 (1318) 


ENESICHEN 


^ A47 (1319) 
» A48 (1320) 


8A2A38 (J 20 4) 


ヶ A40: (1205) 
ヶ A37 (1104) 
^ A39 (1105) 
` 8A2A25 (125) 
^ A31 ( 201) 
^ A28 (ὔ 2 6) 


^ A34 (J 1 0 1) 


AM10S-a 8A3A40 (4201) 


ヶ A41 (J 202) 


A42 (1203) 


M-VSAC A46 (1311) 
A47 (2312) 
A48 (J313) 
A50 (1204) 
A51 (2205) 
A52 (J 20 6) 
A53 (J207) 
A23 (154) 
A26 (J 6 4) 
A27 (114) 
A34 (2056) 
A37 (466) 
A38 (176) 
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8A3A13 (1303) | | 
" A16 (J306) ` 
A19 (J 309) 
A14-(3304) 
A17 (307) ` | 
A20 (1310) 
ο A12 (1302) | 
A15 0305) (d 
A18 (308) 
A49 (J314) | 
8A4A13 (J303) E : 
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4 ERZAR 
の BER 一 HZERZR 
But» ic τυ{ϑοπ2ηκθεικθκεῶΏλῃΏη, モー ド 1., 2, 3, 4ἐ ὁ ἱΓΈΜΕΡΠΒΕΡΒγ 
の タコ ジェ ネ キネ レー タク 出力 (実際 に は 増幅 話 AB14 出 力 ) 信 号 で あり, CORR S CR XH 
標 成分 に 変換 し て 速度 軸 DM hy を よび DMv を 制御 する 。 接続 の 詳細 に つい て は , BOSE 
換 系 統 図 , 速度 計算 未 統 較 を 参照 の と と 。 | 
πα τὰ 2 + + Z + x 
R M CCi-a,b CC4-a,b e 
ΕΝ CCıi-a.,b CC2-a 
B y Κα CCı-a 。 b 
変換 式 
モー ト 1. 2, 3, 4 の 場合 
DMhx = DMr cos E sin By —R:DE sin E sin By+R-D By cos E cos By 
DMhy = DMr cos E ταῦ By-R:DE sin E cos By 一 RD By cos E sin By 
DMv - DMr sin E *R:DE cos E 
U スケ ー ル 
コジェネ レー クタ の 出力 電圧 は 次 の ょ うた スケ ー ル を 持つ 。 
2DR (高速 ) つ 30Y ノ 900kt ` 
205Β (低速 )~30v ノ 90kt 
2DE (8E )-—30v/50634mil/s1ec | 
15DE (43) --975ν59934πΙ1 1ος ο 
2DBy( 高 速 ) 一 30v ン 506.34mil ン aec 
15 DBy ( s )—30v 20834 mil /sec 
(Œ) DE.DBy は , 1000yd 85900kt BRO AE E E Ι τνιὃ 


900kt 4 900X0.5626yd プ mec 


1000ya 1000yd = 506.34mil //sec 


以上 の ょ う 記 。 各 軸 共 低 な よび 高速 四 の タコ ジェ ネ 出 力 の スケ ー ル MAR, を の を 
の 次 の ょ うな スケ ー を 変換 を 行う 。 
(98.3.4566 ) 


-82— 
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DMr — 

ΟΓΙΟΓΔίτ 

( 900κι--{ (BE) 
90kt —fl ( 対 水 ) 


and kyd 以内 
Ro a I 


and 对 水 


AABs—bd 900kt 一! (5 
( 90kt —1 ( 


DBy (高 ) 
.6K 


and 对 水 


R and_6kyd 以 内 


‘a RDB y 
orl0RDBy 


図 8.3.4.56 EO 21688 


=63 一 
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スケ ー ル 変換 後 , 低速 . ま た は 高速 二 の 連 度 座 信 号 出力 が 自動 的 iC 選 択 さ れ 速 度 計算 
部 に 供給 され る 。 | 


自動 選択 回 路 の 動作 概要 を E 軸 に つい て 説明 する 。【( 図 8.3.4.5 7 , R mR) 


E (6) 


E( 高 ) 


E) 1. 追 星 or モー ド 4 の と き 


以上 の よう MC, 増幅 器 AK4S 一 の コン ベレー タク 回 路 で クコ ジェ ネ 信 号 レ ベル を 検出 し 。 
自動 刀 択 を 行っ て いる 。 | 


HRABELT. 「 追 尾 入 後 2 秒間 」 の 過度 期 C は 低速 二 の タ コジェネ 信号 は 信頼 性 
欠け る た め , 高速 軸 の クコ ジェ ネ 信 号 を 使用 する よう 設計 され て いる 。 
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0 EZER — GERE 
モー ド 2, 3, 4 作動 時 の 場合 , DMr2,DE2,DBy cos E2 の 再生 遠 度 信号 を 作 


成す る た め ICDNIh x , πο το ICE T 5. 
(ネス ケー レル)〕 l l 


É 5 m m D A 7) EOS 逆 変換 η 
| 900kt =Í x SE 

Ä - | に 対す る 角速度 
pm | | 


506.34mil/sec=H 
BRZMAPOI/Roxy-rH, R=1000yd (1Η) <>. 


参考 | 変換 式 


DMr2=DMhx2 sin By cos E+DMhy2 cos By cos E+DMv2 sin E 
DBy cos Ε2-πί -DMhx*sin By sin E-DMh2 sin E cos By+DMv2 eosE) 
DE2 = ( DM hx 2 cos By—DMhy2 sin By)- | 


o GEM | | 
直交 座標 系 成分 DMhx , DMhy を よび DMy CEBGAAAZEOSRtEUIT— eh 
る 。 (付図 2ー8 一 3ー24 参照 ) | | 
*—VF1, 2, 30356 H:BREIER E, By OBPITOE E ULRER OT BOE Cb BA, 


レー ノイ ズ 等 の 槍 合 成分 を 多く 含ん で いる 。 COBStIKET b DICES cR 
化 ナ する フィ ルター が ある 。 | | 

COSBENT-*74»^—H, BROMTEREL, Y SS R (35 
FEOTOIKTFTARI-ERISTNB. 


フィ ルク の 帝 域 は 。 iB RICE EE ΕΙΠΑ Co IC, EREI Tan 
変化 させ て いる 。 i 


7 


一 85 一 
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n» Beer aa ・ 


ツ > の (rad ノ sec) 


DMh ェ 


AD13 o 
| AB14 
RRR I b 追尾 orM4 AA 34 
DM or J/T | 


ps 


Επ 
速度 条 DIO ) 


AKSLIb | | J エン 
a ο... > < MS U10^. ( ARIT ) 
2o „Et, DM | ΗΠΑ Ην 
39 Eure -: (DMhx 2) 
時 定数 切換 Et DM ` 
(ftii SW) (表示 ダイ ヤル} 
AC8V | 
400H1 


8834—58 モー ド 1, 2, 3, 4 ΚΙ 2 ἘΠΕ 
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時 定数 選択 スイッチ 


DN - DMh; 
ihx DMhx! 


図 8.3.4.59 


図 8.3.4.5 9 は 速度 時 定数 制御 の 説明 図 で ある 。 時 定数 制御 は , ΕΚΕΙ —2 0 kyd CK ちい 
τα ροά κ b 自動 可変 と し , EM20kydALTH-EMELTNZ, 

EE tt c 1 5ΤΕΈΙΗ E 8.34.60 時 定数 | i 
IC 示 す と ちり で ある 。 | TO) HS . co CARE. 

この 時 定数 は 速度 軸 サ ー ポ の ペ ΞΞΘ5Ξ.. 
ン F 幅 (相当 する 値 で て あり, 時 定 
数 が 小さ に と 応答 性 は 良く な る 。 
きた 対 水 の 場 合 の 時 定数 は 対空 の 
時 の 1 ノ 3 倍 IC な る よう 設定 し て あ 


o 


図 8.3.4.6 0 


8 7 一 


http:/ / navgunschl.sakura.ne.j D/ 


HP lS FRI DARF 


© BELE 
DMh x 
K303 
iB EE A, 4 Fbfu] 
AM10s-a AS2M 

AA9s -f 

図 8.3.4.6 1 
1) 定常 状態 


(0 9»i»s^C(TGAR)OFF 
(Q) 900kt ス テッ プ 入 力 K 対 し て 33kt まで 飽和 応答 し て , 33kt 以 下 は 線形 応答 と 
^ot. 線形 尼 答 時 間 は 距離 R の 値 に よっ て 異 る 。 


Q) AERE 
Ὁ リミッタ (TG 放 違 )ON( 追 尾 後 4 秒 ) 


(à) 50yd ノ sec'( リ ミッ ^d ) を 越え る 入力 対し て は , 320yd/sec' THE Ma: 
回 転 す る 。 


O 速度 直 の 誤差 が 38kt 以 上 に な た る と ,。 と れ を 摘出 し ループ 利得 を アッ プレ , 誤差 が 
最小 に な る よう 作動 する 。 


EEORET, 900kt ステ ッ プ 入力 対す る 応答 時 間 は , 約 2.2 秒 で ある 。- 
速度 修正 


EROMZENKUTZZESBEN. 次 の よう な 方 式 C よ り 行 っ て いる 。 


(gm 8.4.3.62 参 照 ) 目標 が 加速 運動 を する と , EN MORS, AKPA 


回 路 ( M—VSAC ) 加 上 还 速度 修正 回路 ( M—V DET ) で 計 出 され , DMhx,DMhy "ὨΜν 
いずれ の 方 向 の 加速 度 が 約 0.6G を 越え て も 。 ROR - 4 
ΑΕ σα. 


オペ レー ク が 。 AUTERNNSEDYe7O [MEREBSEMMA1,FEMTE, BA 


4A13(J303 ) の 速度 時 定 政 制 倒 (AK6 し ) の Ei が 動作 し , 距離 関数 の {2(R)( 速 
— 83 - 
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O EDOARD EM (DC6.4V) と た る 。 

M コ VSAC の 利得 を 上 げ る と 。 Y w 2 4 A OSA MRED I RE 
の 半 れ 分 が 修正 され る 。 | | 

Beagsgaecumortzod. [BEME] RTEA ZOTAR- aih 
修正 を 切 に する 。 | | | " 

«κ, BEGUDTUNÉSCHUGP. WARDI [Mt] 8x 4 o Cf b, 
zk B iB 398, HMEN AANA PLE E 2: XO B ΕΙ k BE LICAREE RA 
DERZEOKAEFASN, BISRKOMGEE ICI ΤΠ SEE IARE EIC 


る よう KC 設計 され て いる 


_http://navgunschl.sakura.neJp/ 


| Hg Para ABS 有 


ΒΕ or M4 
or DMF A 


u d RE, | | 2 Y 1 name 


| Bit | 
Βλ EENI 
ες 4 秒間 | 
EALAR ! 
より DMhx : 追尾 入 4 pn ΕΕ 
18Η or M4 2 


or J/T 


Bx 
DMhox 


K421 
A or M4 


EG c EEE 


R83462 対空 速度 修正 説明 図 
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5 速度 計算 系 
(0M 成 
σ 機構 部 


E (高速 ) 機構 部 
By (高速 ) ク 
R(E) 7 


DMhx ⁄ 


DMhy 2 


DMv Z 
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8A1A1 @ 


⁄ A2 座標 変換 部 


8A24A . ^ 


8A34A1 
^ A2 


^ AS 


^X ji 


HP ο... 14 公開 資料 


イィ 增幅 器 
8A2A37(7204) A38(7205) 
| &89(7104) A40 (7105) 
ος 843440(7201) 441(7202) A 42 (7203) 
| A43 (7101) Α44 (7102) A45 (7108) - 
A13(3303) A14(7304) A15 (7305) 
 A23(354) A26(364) A27(374) 
Α94 (766) A37(366) A38(776) 
A13(27303) A1 6 (7306) A19 ( 7309) 
A14 (7804) A17 (7307) A20 (7810) 


A12(J302) A1 5 (7305) A18 ( 7308) 


6 スネ ュ ー プ 指示 系 
vE R | 
本 装置 (C あ ける スコ ー ン は 、 7 イン チ 及 び 5 イン テ ュ ュ ー ブ を 使 
用 し て いる 。 | | | 
T 7 イン テス ュー ンプ の 機能 
表示 の 種類 : PPI, RHI. B. PF, 誤差 表示 
プラ ウゥ ン 管 : 7ABP7。 WES, PERK 


| X $£ n >L < 5209 E tt5. Pe ALEAR At + に 
δ221Κλ ὃνι2. 
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-名 PPI 表示 
PPLA L? o4 Ro WE 212. Z z Μαη 
下図 の と か りく あろ 。 


PPI BA Bax. E 1 
ο στ SEM 


CT 
fE KERo- 


ーー ἐμὲ 20 I ee (スラ ッ > トレ ルッ ジ 又 - 力 ) 
EN 


WxFT? `` JE fat 4:1 RH I 
| m 5.3.4. ξ4 
指示 距離 : 斜面 バネ ル 上 の 距離 範囲 スイ ツチ (9A483) ír t> 


C FILIA EREL. な か | 
PPI. PHI. A ス コー プ の 指示 距離 は 同時 に 切り 換 
えら れる 。 


固定 距離 マー カ : 指示 皿 離 の 切り 換え 連動 し て 切り 換え られ る 。 
KERLLZIEISKMFTÜDD. _ 


29990 ヤー ドド 


5,000 ud mo κά 


10,000 Y 一 下 每 


50000 ヤー ド 


[006000 ヤー ド 20,000 r—-r - 


RrELOR-HoiEEn AZERE- NE SALZ いろ 。 
ο πϑ4- | 
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ο ον 
| - 作成 表示 す る 。 
KARO HET : 斜面 ネル 上 の 「 KH ΣΑ 」 の 押 
ーー ポタ ンス ヌイ ンチ に より 指示 方 位 が 真 方 位 か 
相対 方 位 に 切り換え られ る 。 
ヘッ ド マ ー カ 区 方 位 で 全 周 ヘリカル 叉 は 全局 スキャ ャ ン を 行 つて 
いる 場合 に 紙 首 方 向 を ビデ ォ ス イー プ の 環 度 を 変 
化 さ せ 表 示す る 。 M 
NND S nu REM 
つて いる 場合 表示 し 、 方 位 の 設定 に 使用 す 
る 。 | | 
を ち お 、 カ ー ツ ルス イー ジ の 方位 は 、 レー ゲ ( By ) 
軸 の 値 を 表示 し 、 ジ ョ イス テイ ッ ク (C よ うり 設 
定 可 能 で ある 。 
レス トナ ラ . ジ キャ ミング 等 の 妨 矯 を うけ で 、 プ ラウ ン 管 上 の 信 
号 が 判別 し た くい 場合 に 使用 する 。 通常 は 断 に し て を く 。 
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(Ὁ) REI 表示 
PP L + OWE O WÉ BEL RN JERC 2-— vH 
DAN RAIF IRELE’, 表示 は 下 周 の と か り る あろ < 


€) 4114151213 


ビデ オス イー フ ? 


RHIMARHBR 
(27- HL 
wa 7 (ασ-ιν IAE e 3 HC) 
2 Ø 8. 3.4.35 
指示 距離 
ee 
| y PPI と 同じ 
距離 スト ョ ー プ 
Z= F 7 > 


Ò BZ 3-4 71. 

- ， MIRTOHIR 4, TEKH GFAn LATHA. 

B. F Z 3 - 2° πό) | | 
(ZT — v c hit) 

(Ai - 7 WEE AC) 


Em JC dh 


http:/ / navgunschl.sakura.ne.jp/ 


HP 『 海 軍 砲 術 学校 』 公開 資 料 


BA23- ファ の 本 ボタン も か て た 场合 . Bun“ 
 emsormca ルス イ ッ チ の 「 対 水上 』 が 点灯 し て いる 状態 


で | βλ» ENG ES B> = 73 


P4 


な る 。 | 
BB スネ コー プ 表 示 に な る と 、 追尾 モ ー ド は モー ド 4 と な る 。 


指示 範囲 | 
E 離 : 追 必 系 の ネ え ラ ント レン ジマ ー カ ー を 中 心 K 土 500 ャ ー ド 
D 回 : アンテナ 軸 の 左右 キ 10 ミ リ イ 、 誤差 2.5 ミリ イ 以 内 
な ち 、 距 離せ は 21 等 分 し て デジ タル 式 (C 50 ャ ー ド づつ 分 割 し て 
いる 。 ` | | 
@ FZ 3-7 表示 
RETO HEIRAT TA aktek 
スコ ュー フウ 電信 し 同じ 。 た だ し 
ΕΝ U 7 w$ paz ΟΝ 
η 755. 
gan Rid A4 272714 
Ej NAXT? AARE HEX, 


Al Z24774 Ur yp BAR uz νι 
NIE F23-2° 表示 と な うろ 。 | 


ur 
(X477) 1 Ez eif) 


指示 範囲 
E 離 : 追 尾 し て いる ビデ オォ の 約 100 ャ ー ド 手前 (一 165 ~ 0Y 
ー ド の 間 .) を 通過 し た と きのみ 表示 する 。 た だ し 、 追 尾 
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ビデ ォ の 前 後 、1.000 ャ ー ド 範囲 て 追尾 ビデ ォ と 弾 の ビ 
デ ォ が 1 つづ つ で ある と と 。 
旋回 ・ 仰 :・ 各 土 10 ミリ イ 以内 、 誤 差 キ 2.5 ミリ イ 以 内 
o0 BERR ーー 
表示 は 『 表示 と 同じ で 、 操 作 と し て は 誤差 表示 の 押 ボ タン ネイ 
ッ チ が 加わ る 。 ΣΡ 
と の スイ ッ チ を 押す と と (に て より 、 表 示 を 白 に する と 同時 (CT ス 
コー プ の スイッチ が 点灯 ( 白 ) し 、 ス ケー ル は スコ ュー グ 用 の ス 
ar EE, | 
指示 範囲 
距離: 距離 追尾 の ゲー ト の 状態 C と よ つ て 異な る が 、 広 ダート の 
場合 は 十 500 ヤ ー ド 、 狭 ゲー ト の 場合 は 土 80 ヤー ド ( 各 
々 スラ ント レン ジャ ー カ を 中 心 に レ て ) の 範囲 の 追尾 誤 
- 差 を 表示 する 。 | ἫΝ 
旋回 ・ ふ 仰 : アン テ ナ 軸 上 、 上 下 、 左 右上 10 ミリ イ 以 上 
5 イ ン テ プ ラッ ン 管 の 機能 (729 2 8: 130 ΑΒΡΙ. FE rk) | 
kes 光二 Z — R Bi? 70, 000— 71,500 7 
ー ド の 間 は 、 R ス ュー プ は 消え る 。 


ELSUS I XEE 023973 ως. KI» EA yz 
55. 
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スラ ント マー カ ET T 


Axu- ZOIERIBNEIS. PPI ποπ b SE < — 2 
に つい て も 同じ で ある 。 
R ス ュー プ の 指示 範囲 は 、 ス ラン トレ ンジ ャ ー ヵ を 中 心 ヒ し て 、 
+1, 000.7 — ド の 範囲 で あり 、 +1,000, +500 + — FO 固定 マー 
ヵ を 委 示 し くい ぃ いろ 。 
dco RSS Eie EET. PHI 表示 に ぉ け 
る 距離 スト ロー プ と 同位 置 で ある 。 w 
(2) 74 ンチ スコ ー プ の 動作 | 
7 イン テス ネコ ー プ 系 は 、 前 述 の よう に 5 つの 表示 機能 を も つた め に 
カー ド 及 び テ ア ャ ンプ リ 等 の 構成 部 品 が 多数 に わた つて いる 。 と と で は 、 
次 図 の よう な ブロ ッ ク 低 分 け て 説明 する 。 
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才子 才 信 号 (B. FRP XO 
場合 は せ はなし) | 
テン プラ ン キ ング 信号 

偏向 電圧 


な か 系 績 団 に た いく ば PPI.RHIA Aw 7 スコープ BUS 
系 を っ と 2 いろ. 
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(3) PPI, RHI 系 の 動作 
? " x 


同期 検波 回 路 9A4A256 
IE KA ΞΕ #E [B] £ ク A254 
レゾ ル バ ベ ド ライ ベ . ^. A255. 9A3A14 
偏向 調整 回 路 c ク A237. A238 
フイ ル タ 回 略 ^ A257 _ 
スネ スイー ズ カー ン ツル 加算 回 路 ク A258. A259 
スイ ー プ 作成 回 路 ^ A210. A211 
ター ト 作 成 回 路 ^ A286 
スイ ー グ 切換 回 路 ^ Α212 (2380) ` 
ビデ ォ 分 配 1 回 史 Ἢ ク Α266 

ク 2 回 路 - ク A267 


スイープ ゲ ダート 回 路 ク 4262 
TS ゲー ト 作 成 回 路 ク Α260 


TS グー ト 則 力 回 路 | Z A261 
- テ ナン プラ ン キ ング 作成 回 路 | 7 A213. 
⁄ 切换 回路 7 A214(3732) 
前 置 ビデ ォ 増 幅 回 路 ク A265 
ヘッ ド マ ー カ 作成 回 路 ^ Α268 
マー クス トロ ー プ 作成 回 路 | 7 A264 
€ 7 x20 回 路 ^ A289 
- 主 ビデ ォ 増 幅 回 路 | Z A2A1 
テン プラ ン キ ング 回 路 ^ Α2Α2 
ョ ー ク ドラ イズ ベ 1 - ク A2A3. A4 
7 インチ 高 圧電 源 | 9A447 
スネ スイー プ 機 構 部 ^ A5 
偏向 コイ ル . ク L1 
プラ ッ ウン 管 | ^ Y2( 7ABP7A) 
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4 * f 
0. "t 要 
Z 5 > Z% tE fh OLCI, WO 38835 D BE + P 3 LT 
る 。 | MEN 
a m m 信 号 : ブ プラ ウン 管 上 の 輝 点 の 偏向 及び スイ ー 
m プ 作 成 C 使 用 する 。 
b eve デ + E ΕΠ“ RRA ; 
| 上 (人 各 信号 (マー ヵ カ 及 び ス トロ ー プ を Φ 
| | 含む ) THRELTAÄRTFZ 
I c テン プラ ン キ ング 信号 : スイ ー プ の 輝度 の 調整 及び スイ ー プ 帰 
ar 線 消去 使用 する 。 | 
各 信 号 は 、 時 間 的 C は 同期 し て いる が 、 別 々 C 作 られ る の で 
以下 信号 別 C 説 胃 す る 。 Ἢ | 
€) 偏向 信号 系 
電源 が 投入 され る と 同期 検波 
回 路 A254( AーISDT ) に ある 


_ ョ イペ ー 発振 回 が 発振 e 
ba 10KHz ο χρή) ἃ | = 
t EX d 5, | | 


c OXEJEDE ERARE A 254 ( A — ISWG) を 通し 
て 正 整 波 に し た の ち 、 レ ゾル バド ライ ズバ 回 路 A 14, A 255 
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(Α- ΤΗΡΛ) 送る 。 
レゾ ルズ ドラ イズ ベ 回 路 は 、10EK 正 整流 を 増幅 し レ 、 2 つの 
レゾ ルズ 加え る 。 | 
ひと つの レゾ ソル ペ は 、PPI、 RHIO ビデ ォ ス イー ン 作 成 
用 で あり 、PP エ の 場合 アン テ ナ 旋 回 軸 の シン ク =K 同 期し 、 
RH エ の 場合 アン テ ナ よ 仲 軸 の シン クロ 同期 し て 回 転 す る 。 
も う ひ と つの ル ヅ レベ は 、G ドロ ナ に ある レー ダ ( By ) 軸 
KC 取 りつ け て あり 、 全 周 へ り カ ル の と き !- ダ (By) 同 期し て 
動く カー ツル スイ ー プ PET IWEE TIE | 
ーー レゾ ソル ペペ 加え られ た 10 KHz DERRE, 次 図 の よう て 
レゾ ルズ の 角度 (て 応じ し て wm 局 み と w 計 人 C 分 解 さ れる 。 Ἢ 


Ei sint Sin [ Ez sind 


スイープ "| . 
作成 回路 


A 
 EıSinwt coso 
'T-T"Rbi 846 


ズ スイー- フ "ケート ο 
図 8、3 .4 。91 
レゾ ルズ の 出力 は 、 基 準 発振 回 路 の 出力 に こよ つて 位相 検波 


され 、 フ イル ター を 通し て 10 KHz の 高周波 分 を 取り 除き Ez 
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mn の 及び Ezcw の な る 直流 電圧 を 得る 。 
と の ヌイ ー ン 作成 回 路 C 加 えて 図 8,3,4.92 の CE ἃ 
スイープ 波形 を うる 。 
各部 の 波形 


+ 


10 KHz ER% 


v PAVAVAVAVAVAVAVAS 


リゾ ルズ 出力 


Sea ΛΗ 
ee IV PANA VN 


スイ ー プ ダー ト 波形 NE 


E3Sin0 ix | 
NU d io : ° 


スイ ー プ 出力 - + — 


図 8 3 .4 .92 


-104-- 


http:/ /navgunschl.sakura.ne.jp/ 


NL 


“5, 


HP 『 海 軍 砲 術 学校 』 公開 資料 


スイー プ ゲ ー ト は 送信 時 はじまり 、 距 離 範囲 の ロー タリ 
ー ネ イ ッ チ (94483) に よ ょ つて 定まる 時 間 で 終る 。 

L1 T] 時 間 も P 
2 万 ャ ー ド 約 187z8( 22.500ー ド )| aee 
5 万 ャ ー ド 約 3668( 55,000 — V) v 7 BI ICE 
10 万 ャ ー ド 約 671Z8(110.000 ヤ ー ド ) つて 作成 する 。 


と の ヌメ イー グ 出 力 は 偏向 コイ ル 馬 動 回 路 を 通じ て 各 X, Y 
の 偏向 コイ ル を 駆動 する 。 し た が つて スイ ー プ ダー ト 区 間 の 
フラ ウン 管 上 の 輝 線 は アン テ ナ 文 は 和 構 部 の 軸 の 回 転記 し 
て 回 転 する よう IC な る 。( 図 8.8.4.93) 。 


図 8.3.4.93 プラ ウン 管 上 の スイ ー プ 波形 の 合成 


と の よう に レ て 、 テ ン テ ナ 及び 欄 橋 部 の 回 転入 を プラ ウッ ンー 
管 上 に 表示 する 。 Er 

な を 、 カ ー ツ ルス ヌイ ー プ に つい て も 同様 の 操作 を 行い 、 ス 
イー プ 作 成 回 路 の 直流 入力 を 時 分 割 ゲ ー ト (TS # — F )(C t 
つて 切換 えて レー ダ (By) WO 角度 に 対応 する スイ ー プ を 作 
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成 し て いる 。 | 

な お 、 主 トリ ガー 対す る スイ ー ブ グ ゲート 及び TS ゲ グ ゲート 
の 時 間 関 係 は 、 図 8 3.4 .94 の ど と く で ある 。 主 ト リガ 
は 受信 ビデ ォ の 0 ヤー ド 位 置 と な つて いる 。 | | 


IE^f —7 | | | | | | | | | | | | | 
Fe 


- > 


' I 
I κ. 
136 | ; 
距離 範囲 スィ ンチ ( 94483) て より 変化 (29545) ' | 


l 671 
正 T 8 ゲート 


図 8.3。.4 .94 


ο ビデ ォ 信 号 系 
PP エ 及 び RH エ 時 に ビデ オォ スイ ー ブ 及 び カ ー ソ ツル スイ ー プ 
上 輝 点 と し て 表示 され る も の は 下記 の も の が あり 、 各 々 振 
幅 を 調整 し た の ち ビデ ォ 増 幅 回 路 ( A-IPVA,A-IVAD, 
A-IMUB) で 増幅 加算 され た の ち ( て プラ ウン 管 の カツ ンー ド 

て 加え られ る 。 

ο ピ デ ォ 信号 


レー ダー 送受 信 機 (0 一 6) より の レー ダビ デ ォ 信号 
| —106— 
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o 固定 距離 マー カ | 

| FRUG(9A83)DA4 « XI b O&IENESEBICRUS 
する PPT ,RH エ マー カ ー 入 力 を 波形 整形 し た も の 。 
o Ekxrn—7 

F FIE(YADDDERBERHRLI り の スラ ン トマ ー 
ヵ 入 力 を 波形 回 形 し た も の 。 
ο ^7 ο... 

と れ は 全 周 へ り カ ル 、 PPI、 丈 方 位 の 条件 で 指示 者 を 作 
動き させ て いる 場合 に 、 ア テン テ ナ の 旋回 が 雑 首 方 向 を むい た 
Balceran4 70BETLOCENOB TRUCO 
いる 。 し た が つて 、 上 記 3 つ の ビデ ォ 系 信号 と は と と な る 
- が ビデ ォ 信 号 系 C 加 えて いる た め ( て ビデ ォ 系 信号 系 に 加え 
て いる た め に ビデ ォ 系 信号 と し て 取扱 う 。 

ビデ ォ 信 号 、 固 定 距離 マー カ 、 距 離 ス トロ ー プ の 信号 は 各 
々 主 ト リガ と 同期 し て いる た め PPI 及 び RHIK に を いて は 、 


図 8.3.4.84 及 び 図 8 .3。4 。.85 の ど と く な る 。 
FESXEASLRGIEEST] 3:17 <- 2, Xp NAE b — TIER 
r87.3.4.15 0 く な う 。 | | 
主 ト リガ | 


— | Iq. d ο | Tu 


HM EENEISBLICNIG LC 5 千 、1 万 、 2 万 ヤー ド と な る 。 
I s I 
スネ ロー | | 1 
っ | > κ レー ダ E 機 構 部 の 指示 て より 変化 - |- 


8.5.4 . 95 


一 07 一 
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ο T = Z 5 > = > Z £ 
ビデ ォ ニ スイープ 及び カー ツル スネ イー プ の 帰 線 消去 及び ユイ 
ー プ の 輝度 の 調整 を 行 め の 。 し た が つて 、 全 周 へ り リカ ル セ PT, 
真 方 位 の 場合 に は 、 図 8.3.4 .96 の ど と き 波 形 を スイ ー 


プ グ ゲー ト 及 び T SB ゲー ト よ り ア ンプ ラン キン グ 回 路 (A-- エ TU 


BT, A-IUBG, A-IMUB) で 作成 増幅 し レ を た の ち 、 プ ラウ 


ン 管 の 第 1 グリ ッ ト K 加 える 。 


テン プラ ン キ 
ング 信号 


図 8.3.4.96 | e 


Ej は スイ ー プ 輝度 (9A4R8) で 可変 で きる 。 


Ez は カー ツル 輝度 (9A44R9 ) で 可変 で きる 。 Ἢ 5 


M MEE. 


FFP エ ン RHT エ 系 ブロ ッ ク 図 及び 7 イン テス ュ ュ コー プ 駆 動 プ ロッ ク 


図 、 付 図 2。8 . 3 .36 参照 の と と 。 
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な な 、 個々 の 回 路 に つい て は 8.3.5.(6) 了 .PPI,RHI u 
系 回 路 参 照 の と と 。 | 

II VRERCHERMERRUNMETEDTLCAML 
て 記述 する 。 
18 m 系 

I) ヒデ ォ 系 | 
E) テア ンプ ラン キン グ 系 


α) 高圧 電源 系 


ΤΝ: M 
(A—-ISDT—A256(7103) ) の ロイ ヤー 一 発振 回 路 10 KHz 
の 短 形 波 ( 約 50 Vpp ) を 作成 し 、 正 整 波 発 生 回 路 ( A-I swe- 
A254 (3101) ) * jm LCIE SEX C9 30 Vpp) EL, C OB. 
を テン テ ナ 及 び 機 構 部 の 方 位 分 解 用 キャ リア と し て 使用 する 。 
と の キャ リサ アテ は 、 ス イー プ バ ラン ス 調 整 用 の 正常 一 開 整 スイ ッ 
チ (9A4812 一 後述 ) を 通し た の ち 、 レ ゾル 駆動 回 路 ( AーIR 
DA 一 A255(J102 ) ) 加え られ る と 同時 に A—IRDAC9A3 
A14(J16)- ドロ ワ G )iC ΦΠΑ bh 2, 

A-IRDAH U Ya EEE SELL, HA 
49 1⁄4 G v Z Xç TERKEMATND, | 

A-IRDA( A255( 7102) ) の 出力 は ネイ ー プ 機構 部 (9A4 
A5) の レゾ ルズ ベ (B4 ) に 加え られ る 。 と の レゾ ル バ は スイ ー プ 
機構 部 ( 9A44A5) の シン クロ (Bi, B2 ) 増幅 器 ( Ay, A25 As ) 
及び サーボ ポ モー タ ジ ェ ネ レ ー タ (Bs) より た な る 追尾 ケー ポ KC よ つ ` 
τεῳ NA, | 
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スイ ー プ 機構 部 へ の シン ク ョ 人 力 は 図 8.3.4 . 97 の ど と さく 接 


続 さ れ て いる 。 


MEAN (相对 方位 ] 


LEE Ε!) ΓΕ Fe? Η スイ ー フ ' Mati (144452 
LI. 000 CH A477 ον CAMAS 
οἱ l 2 ! 
ΠΕ O | | Du: SI 
52ο E eg EET 


s! Ç en ! —o—s2 /* | +a 
αἱ 52 Q T3 I (74445) 
534 [55 | | —s3l SEE RP 
| P we | 
AMENS (110) i | 51 
Er) | 


| 36x 


slo g Š 

ュー タン こつ ーー 一 み 3 ス 
|x 19520 a APR. . 5 
$30 z 2 


{5ο ーーー -! | 
x 52ο = et ες Z 


530 


MAR 
Ait S x) 


sI! ° 
is O 
53 9 
BI ο 


Xx t: O 
52 


図 8.3.4.97 
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Κεσαφήν-(Κι Κε, Κε} it, Fe 7 BOE 40 
下方 位 一 相 交 方 位 ス イッ テ (9A487) に よ つ て 各 旋 回 シン クロ 
入力 が 切り 換え ら れる 。 

ネイ ー プ 機構 部 の リレー( Ki,Kz,Ks ) は RHTT 入 」 で 切換 え 
られ る 。 レ た が つて 、 各 スイ ッ チ テ の 状態 C よ つて 各々 の 入力 応 
CTU INEB) が 駆動 され る 。 | | | 

10 KHz の キヤ リ テ ー は レゾ ルズ (B4) CENT, v t Of 
度 対 応 し た 中 成分 と 成分 分解 され 、R 及び R ORFA 
られ る 。 ü 
(38. vVYrrKRF-A-IN, n -4A-HNETBB,) 

= IHJ kt. RARUD z 2 n Mhd 0f (Ci vec 90° 


位相 が すぐ れ て いる た め ( に て PPT 。RHT(C お いて リレー(K?) に 


ょ つて 切換 えた の も 偏向 肌 整 回 路 ( Aー エ DO —A238 ( 7 74) (C 
加え られ 2 万 、5 万 、10 万 の 各 指示 臣 離 範囲 で 別 CHR t 
85. | 

—J, Fe GO LV Y y κεί A-IRDA-A 14 (J16)) 
に 加え られ た キャ リア テー は By ( レー ダ ) 機構 部 ( 9A3A2) の レ 
ノル ペ (Bs) 区 加え らち られ る 。 | 

X. BFRUERNVan, Adi, PPIOROR 2 
スイ ー ン 作成 に 使用 する 。 全 周 へ り カ ル の 場合 CBy ( v—Z ) 机 


. 構 部 が 方 位 盤 の 旋回 方 位 に は 関係 し な く な り ド ロッ の 平面 ベネ 


ル 上 の 旋回 、 生 仰 ジョ イス テイ ッ ク (9A4A44 ) (て よ つ で 動作 さ 
せる と と が で きる 。 (角度 サー ボ 系 (④⑰ イ 参照 の と と 。) 
と の レゾ ルズ バ (943A42B5 ) の 出力 は 偏向 調整 回 路 CAー ID 
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『CA237(773) )K 加 えら れ 、2 万 、5 万 、10 万 DARREN 
範囲 で 別々 て 利得 調整 を 行 2 。 

&A-IDFC(A237, A238) の 出力 は 同期 検波 回 路 ( A— I 
SDT-—A256( 7103) )C 加 えら れ キ ヤリ テナー て よ つ て 駆動 され 


る 4 ダイ オー ドブ リッ ジグ ゲー ト よ つて 位相 検波 され る 。 と の 各 


出力 は フラ イル ター 回 路 (A 一 TFT エ LTーA257( 了 104 ) ) に 加え られ 
キャ リア テー の 周波 数 成分 を な くし 、 各 レゾ ルズ の 回 転 角 0 対応 
し た m0 , cs の の 直流 電圧 ( レゾ ソルベ が 回 転 し て いる 場合 に は 回 
転 角 に 応じ て 変化 する 電圧 ) と な る 。 

な お 、 ビ デオ ォ ス イー プ 用 の 直流 電圧 と カー ゾル スイ ー プ 用 の 直 


流 電 圧 の 0 点 を 合わ せる た め ( ユイ ー プ 作成 時 の バラ ンス ) 低 ヵ 


ツル スイープ 用 の 直流 電圧 補正 電 圧 を と と で 加算 し て いる 。 
フイ ルター 回 路 (A 一 TTP エ LT 一 A257( 了 104 ) ) の 直流 出力 は 、 
スイ ー プ カ ー ツ ル 切 換 回 路 ( A— I S C A—A259( 71060) 及 び 
A258( 了 105 ) ) 加え られ る 。 
A CHAR Nn v. PPI,AHWNORKAMNE. 3.4. 
98 の ど と く TS グ ダー ト ( 人 て よ つて カー ツン ルス イー プ ジ 用 直流 電圧 と 
ビデ ォ ス イー プ 用 直流 電圧 を 切換 えた 信号 を 作成 し て いる 。 
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主 ト リガ 


412V ` | i | i 
-12V - 2 


ET8 ダ ー ト 412v 
127 


' 
Lara 
EMI ESI 


By 機構 部 (9A3A2) Dv 77v (Bs) の 方 向 C に よ つ て 変化 す る 。 


A 一 エ TSOA 出 力 
約 10Y 


スイ ー プ 機構 部 (944A5 ) の レゾ ル <( B4 ) の 方 向 C に よ つ て 変化 する 。 


EN 


A-ISPCHN 


18 VPP 


図 8.3.4 .98 
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スイ ー プ ゲー ト は スイ ー プ グー ト 回 路 (D 一 TSWG 一 A262 


(3109) ) の 単 安定 マル チ 回 路 を 主 ト リガ (CC よ つ て 駆動 する と と (CC 


D-TSWG 人 加え られ る 。 
と の ベル ス 幅 は 、 距 離 秀 時 スイッチ (9A483) に ょ つて 切換 わ 


- -- 


る 。 
距離 範囲 ペル ルス Ma : 
2 万 ヤー ド 13748 +5% © 
5 万 ャ ー ド 366u8 +5 % 
10 万 ヤー ド 671uSs +5% 


主 ト リガ と 負 ス イー プ グ ダート より TS ゲー ト 作 成 回路 (D- エ TS 
G—A260(710 ) ET 8 ゲー ト 出 力 回 路 て Dー エ TB80 一 A261( け 
108) ) で 図 8.3.4.98 の と と き T8S デ ゲー ト を 作成 レス イー プ カ 
ーッ ル 切 換 回 路 (A-ISCA-A259 (7106) , A258(J106) ) に 
加え 直流 電圧 を 切換 えて いる 。 | 

Re, 全 周 ヘリ カル 、PPI、 大 方 位 の いずれ か で も 入 つ て い な 
い 場 合 に は TS ゲー ト 出 力 回 路 (D--TTS0 一 A261(J108) ) DH 
カカ は 禁止 され 正 Y 8 ゲー ト 出 力 は ー12Y、 負 T 8 ゲー ト 出 力 は 12 e | 
Y の 直流 電圧 と な り 、AーTSOA で は カー ソル スイ ー プ 用 の 直流 電 
圧 が 禁止 され 、 ス イー プ 作 成 回 路 (A 一 TSPG 一 A211(J29) ,A210 $ 
(728) ) て と は ビデ ォ ス イー プ 用 の 直流 電圧 が 加わ る 。 

A-TSPG は 、 定 電流 形 の スイ ー プ 作成 回 路 で ゲー ト 信 号 と し て 
は 、 負 の スイ ー プ ゲー ト を ゲー ト 作 成 回 路 (AーTSGdG) で 増幅 し 
0OYC 対 し て 対称 と し た 波形 が 加わ る 。 定 電流 源 の 電流 を ビデ オス ` 
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イー プ 用 直流 電圧 に よ つ て 側 御 し 、 ヌ イー プター ト 区 間 の み ふみ タート 
~ を 開放 ナ る と と に よ つ て 図 8.3.4.98 の ど と き ヌイ ー ズ 出力 を 
ET | PE | 
Ab. ERERREONMAMIOTEMÄSYFUT- t R 
え 、 つ ね (スイープ の 最大 振幅 ( レゾ ルズ の 角度 を 変化 させ た と き ) 
が 一 定 C に な る よう に し て いる 。 | | 
i と の 出力 は スイ ー プ 切換 回 路 ( A—ISCH-A212(J730) ICMA 
© ‚bh, PPI D3B S ICHINJISE3E. REI の 場合 に は 利得 開 整 と 直流 
電圧 の 加算 を 行う 。 | u 
A». A-CIBSOHKCH. Sau 2: RS ZOA GA 
を られ 各 表 示 人 対応 し て = —2 F24 4 —( A-IYDA—9A4A2A 
/3. 944A2A4) 多加 えら れる 。 
-A 一 TYADC ち あお いて は 、 入 力 電圧 (C 対 応 レ し た 電流 で 偏向 コイ ル 
(9A4L1) EREL., CORBUEICIOCZS2 9 EO —2 ffi 


御 し て 偏向 を 行う 。 
l ビデ ォ 系 - 
ビデ ォ 系 の 信号 と し て は 、 下 記 の 信号 を 加算 し た も の で 利得 開 束 、 
9 | 増幅 を 行い プラ ウゥ ン 管 の カツ ー ド (加え て いる 。 


D レー ダビ デ ォ 信号 
è == 送受 信 機 (ロー6) よう 受信 ビデ ォ 信 号 
(Ü 距離 スト ロー プ f 
EM > — r rfO SR 75. Κας E (9A1 ) よ り の 0 ャ ー 
ド ト リ ガ ( ス ラン トレ ンジ ャ マー カト リガ) の 位置 を 表示 する 。 
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全 固定 マー ヵ 
ドロ ワ G (9A3) の タイ マー 系 より の PP エン PP 日 エ 用 マー カ を 表 
(OR 5. | 
距離 範囲 ネイ ッ チ (9A4S3) (て より 切換 わる 。 ` 
距離 範囲 < — 2 tur lš: f | 
2 p Y — F 5000 ヤ ー ド ど と (た だ し 0 ヤー トド 位 履 に は で な い 。 ) 
5 万 キー ド 1 万 ヤー ド ど と 
10 万 ャ ー ド 2 万 ヤード ど と 
(E) ヘッ ド マ ー カ 
PP エ 。 全 周 へ リカ ル 、 裏 方 位 の 場合 に の み プ ブラウン管 上 て 得 られ 
る 。 | 
ΞΦΘΦΑΚΗ. EFIRI — 7 BB LESTIE C b 27 xs 
首 方 向 が わか ら な く な る の で 、 テ アンテ ナ の 旋回 方 位 が 艦 首 方 向 を な 
いひ 友 場合 C に ビデ ォ ス イー プ の 交 度 を 上 げ て 表示 し て いる 。 


レー ダビ デ ォ 信号 は 、 v7 + ARE (A-IVDI-A266(7113)) 
を 通し て 「 C7 FE 」 調 整 用 の 可変 抵抗 (9A4R10 ) に 加え られ 、 
利得 調整 を 行 つ た の も 前 信 ビデ ォ 増 幅 回 路 ( A— I PV A—A265(7112) 
に 加え られ る 。 _ 

と の 回 路 C お いて カー ツル スイ ー プ 上 に ビデ ォ 信 号 が 出 を いよ う 
TS ゲー ト (C よ り ゲ ー ト し た の ち 増 幅 レ 、 ビ デ ォ 加算 回 路 ( ATYA 
- D—A239 (775) ) に 加え て いる 。 

AB, T) 偏向 系 の 所 で 述べ た ど と く 全 周 へ リカ ル P PI .X pf O 
場合 の み T 8 ゲー ト が 得 ら れ 、 ど れ か 1 つの 条件 で も か ける と TS グ . 
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ー ト 出力 は 直流 電圧 と な り ど ビデ ォ 信号 は AーI エ PYA を つね に K 通 過す る 。 
7 ドロ ワ E(9A1) よ り の スラ ント レン ジマ ー カ 及び ドロ 7 G (943) 
より の PP エ I ノ RHI 用 マー カ 入 力 は ビデ ォ 分 配 回 路 2( AIVD 2 — 
A 267 (J114) ) を 通し で マー カス トロ ー プ 作成 回 路 ( 々 メーTMSG 一 
A264 (5111) ) C 加 える 。 | E 
tOBMCPu T. & F 9 NERBREL, M8.3.4. 99 の と と 


< する 。 

、 x 144,000 ャ ー ド 
ο -- povpr "Reh. 

ーー ゴー レビ 
148 
Be — HHJ p bud | | : 
ー ト ーー — 
距離 範囲 に と よ つ て 


000 + — F 
> の いずれ か の 間隔 で 


1 万 ヤード 
2 $739 


図 8.3.4 .99 


と の 出力 は Aー エ VAD に K 加 えら れる 。 AーTYAD で は 固定 マー カ 入 ` 
力 を T 8 ダー ト で 禁止 し 、 カ ー ソ ツル スイ ー プ 上 KC 固定 マー カ が で な い 
よう し た の ち ゲ ダイ オー ドリ ミッ ク C よ つて 振幅 を 調整 する 。 


ー1 1 7 一 | 
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(XR. BRWEOHEHREMA r (COCA IEB C b 2.) 
νε» AOI EH, TREH ME ~ HR —9A4R6, 
κ Rn—7ZHIE-9A4RTO)KIDIRAbRA,UOL5KCUC 

EWEBELKInAHmMEn, ビデ オォ 信号 に 加え らち られ る 。 | 
ヘッ ド マ ー ヵ は 方 位 醤 より 図 8.3 .4 .100 の ど と とき 入 力 波形 を う 

け と り ヘ シド マー カ 作 成 回 路 ( D 一 エ HMG 一 A 263(J110) ) に 加え て 


作成 する 。 
12V 
ヘ へ ツ ド マー カ 入 力 
0V 
テン テ ナ 方 位 が 艦 首 方 向 を みい て 
いる 時 間 ( 全 周 へ リカ ル 時 4 に は 1 0 ms ) 
へ ヘッド マ ー カ 出力 44.7+1msH- - 


( D 一 THMG 出力 ) 
| | | 10 Vpp 
ORC 


por nb up yu ere owa. οι es a 
u-1 4 4 DEEEF E | 44Fp2H l 
l I (12V) TB7 ojo el 3/68-e ! 
1 ti2V I 
ん の [ pom T > i : | | 
P3v- £1 3/63 f. D-IHM&- | 


363-T | 


%», 5202. 82084. マイ クロ スイ ッ チ で バッ クラ ッシュ を 最 
少 と する た め に 2 個 使用 し て いる 。 | 


 B8.3.4.100 
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また 、 ヘ ッ ド マー カ 入 力 は 全 周 べり カル 、PPT、 衣 方 位 の 場合 の う 
_ 動作 する 、 リ レー を 通し て 単 安定 マル テ 回 路 に 加わ り 、 そ の 出力 は 
8 ゲー ト 低 よ つ て 禁止 され て いる た め 、 ヘ ツ ド マー カ は TS ゲー ト が 
出 て いて ビデ ォ ス イー プ が カー ツル スイープ と 一 致し て いな いで 、 

ょ ーTYADK 加 わる 。 と の 入力 は AーTYADC ち お いて ビデ ォ 信 号 、 距 
離 ス ト ョ ー プ 及び 固定 マー カ と 加算 され る 。 と れ ら の 加算 され た 信号 
は PPT、RHT の と きのう 接続 する リレー を 通し て 主 ビ デ ォ 増幅 回 路 
CA-IMYA-9A4A2A1)(Cln£ bh, 増幅 され た の ち プ ブラウン管 
の カッ ー ド に 加え られ る 。 し レ し た が つて 、 B.F ス コー プ の 場合 代 は 、 c 
デ ォ 系 は 断 と な り 直 流出 力 の み が プ ラウ ン 管 の カツ ー ド 加え られ る 。 

な ち 、 ビ デオ の 出力 波形 は 図 8 . 3 .4 。 101 の と とく な る 。 


ビデ ォ 系 出力 
( AーTMYVA 出 力 ) 


πω ュー コー | + 


BEz-7 c7485 


VENE ZEo- 7 
R8.3.4.101 
E) テン プラ シキ ンク 系 | 
テン プラ ン キ ング 切換 回 路 ( Aー エ UBTーA214 (J32) ) に を いて 
PP エン RHT、B.P の 各 ゲ グー ト を 切換 えて テン プラ ン キ ング 作成 
[BK ( A-IUBG—A213(2731) ) 加え る 。 f 
AーIUBGK に を いて は 、 可 変 抵抗 (スイ - ΖΒ —9^44R8. » 
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—7 ARE —9A4R9) L b OIBDEA ZI TER N Jan, PPI, K 
方 位 の 場合 に は TS ゲー ト で 切換 えた の ち AーIUBT よ り の ゲー ト 
信号 C よ り グ ゲート する と と に よ つ て テア ンプ ラン シキ ング 信号 を 作成 し 
て いる 。 f | 
AB, A-IUBTKENTHPPI, RHI,B.F RU PPI/RHI 
の 距離 範囲 に よる 輝度 補正 を 行う た め 人 各 直 流 電 圧 を 作成 し 、A 一 
TUBG 低 加え 、 可 変 抵抗 より の 直流 電圧 に 加算 し て いる 。 

A», PP エグ RHI の 場合 の AーIUBT 出力 の ダー ト は スイ ー プ 
ゲー ト と な る 。 | 
全 周 へ リカ ル 、PP エ 、 誤 方 位 の いずれ か 1 つ で も 条件 が は ずれ た 
場合 に は TS ゲー ト は 直流 電圧 と な る た め 、RHI、B.『F ス コー プ | 
の 畠 度 ( RHI の 場合 に くに は ネイ ー プ の ) は x4 —BUEWIEOS 

変 抵抗 (9A4R8) て よ り 有 調整 で きる 。 
な ち ぉ 、 各 部 の 波形 は 図 8 .3.4.102 の ど と な る 。 


PPIZRHI | | 


テン プラ ン キ ング 信号 最大 90YVpp - . 
(A-IMBUHN) 
| ΠΠ ΤΠ E e 
—90 Vpp + し | 


f る 


| | 
正 ス イー プ ダ ー ト 約 20Ypp | | | | | | | | | | | 
. ES I xs 
πο .. UP | | | | 


ー120 一 


----» 
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1 


正 TS グ ゲート ex | | ` : 


t 


E; は 可変 抵抗 (9A4R8) に より 可変 


E» は 可変 抵抗 (9A4R9 ) に より 可変 (た だ し 、:PPI 、 
全 周 へ り リカ ル 、 吉 方 位 の 場合 に つい て の み ) 


E]18.3.4.102 


AーIUBG の 出力 は 、 テン プラ ン キ ング 回 路 ( A—IMUB-9A4 
A2A2) で 増幅 され た の ち プ ラッ ウン 管 の 第 1 グリ ッ ト 人 多加 えら れ 、 
ビデ ォ ス イー プ ( 及び カー ツル スイープ ) £X bm t ñ. 

NE) 高圧 電源 系 | | 
高圧 電源 と し て は プラ ウゥ ン 管 の テ ノ ー ド 用 の 上 10KY、+10 

と 第 2 加速 電極 及び 集束 開 整 用 の 300 て が あり 、 各 々 7 イン テ 

高圧 電源 回 路 ( 944A6 ) て お いて 直 硫 電圧 より 作 つ て いる 。 

、 と れ ら の 高圧 電源 を 入れ て か ら 30 秒 後 ( プラ ウン 管 の ヒー タク が 
十分 加熱 し た 状態 ) て ブラウン管 加わ る よう 人 CC な つて いる 。 

Kay RER CI) 付図 2ー8 一 3 一 22(TO15012) 参 照 の と と 。 

電源 が 接 と な る と トラ ンス (9A6T3) の 端子 8 。 9 . 問 に 6.4 

Y 4005,» の 電圧 が 得 られ 、 熱 遅延 リレー(9A6K17 ) の ヒー タ 
が 加熱 され 、80 秒 後に (9A6K17 の ) 端子 3 . 8. が 導通 し 、 
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リレー(9A6K16) が ホー ルド され る と (9A6K17 の ) ヒー タ 
は 断 と な る 。 | 

リレー(9A6K17 ) O3lMIC 27Y の 電圧 が 加わ る と 同時 に と 
の 電圧 は ドロ ワ H の スイ ー プ 機構 部 (9A4A5) に 送ら ちら れ 、 ユイ 
ー プ 機構 部 の リレー(K4) の 端子 を 通 レ て 7 イン チ 高 圧電 源 (9 
A4A7) て 加え られ る 。 

な おぉ お 、 同 時 に 5 イン チ 高 圧電 源 (9A4A6) (て も 加え られ る 。 
+48Y の 電圧 も スイ ー プ 機構 部 の リレー(K4) の 端子 を 通じ て 7 
イン チ 高 圧電 源 C 加 えら れる 。 | | 

と の 電源 が 加わ る と と (て よ つ て 高圧 回 路 が 動作 し て 高圧 ( 十 10 
KV 及び 十 300Y) が プラ ウン 管 C 加 わる 。 

な ち ぉ お 、 プ ラウ ン 管 の ヒー タ 人 て は 熱 遅 延 リ レー( 9A6E17 ) の ヒ 


ー タ と 同じ く ド ロワ M の トラ ンス (9A6T3) の 端子 8.9.- よ り 


の 6.4 Y( 線 間 抵 抗 よ り プ ラウ ン 管 の 部 分 で 6.3 V ) を 加え て い 
2; | | 
ドロ ワ H(9A4) を 引き 出し た 状態 で 危険 防止 の た め 人 高圧 電 
源 ( 7 イン テ 及 び 5 イ ンチ ) を 断 と する た め 図 8.8.4・108 
の ど と き 接 続 で スイ ー プ 機構 部 の リレー(9A4A6) を 断 と し て 


いる 。 
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AI - ロ ッ 2 RKÍ Í 


(AFEN: イン ター SEA 
27T o—À | 
1 2 


ee ee 


prp trt ed | 90 + 
(152) | Paz IF 1 E 
| = a 79458 
| | | C EA 
| 000414447) 
| I 22-14 ! 
(ue yum |l, 
Beute )1 77V | | " " xx 
| (00 389m EAA 


Acre nean | (1444) 
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イン ター ロッ クス イッ チ (982) は 、 測 的 毅 指 示 部 筐 体 U— 
9 ) て と りつ け て あり 、 ド ロウ ゴ (9A4) を 前 側 に ひき だ す と と 
(に よ つ て 接 と な り 、 リ レー(9A4A5K』) が は た らち いて 高圧 電源 
( 7 イン チ 及 び 5 イ ンチ 、9A4A7 及 び 9A4446 ) て 電圧 が 加わ 
ら な く な り 高 圧電 源 は 断 と な る 。 E 


と の と き 、 イ ンタ ー ロ ッ ク 開 放 ス イッ チ (9A489) ENTF 


る と イン ター ロッ ク 開 放 の 表示 ラン プ (DS25 ) HART 2 L Fi 


時 に リレー(9A4A5K4) が 断 と な り 各 高圧 電源 《C 直 流 電 圧 が 加 


わ つ て 動作 ナ る 。 
ο B.F ス コー プ 系 の 動作 
a 構 成 
B.TF ス コー プ 系 は 、 表 8.3.。.4 . 17 に 示す カー ド 及 び 部 品 
(て ょ つて 構成 され て いる 。 | | 
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表 8.3.4.17 


アセ ンプ リー 及び 部品 番号 っ 


ビデ ォ バ ン ッ フ プリ ミン メタ 回 牙 (A-IVBL) 


ピ デ ォ ゲー ト 回 路 ( A—ILVG) 
ピ デ ォ ゲー ト 回 路 (AーISVG) 


ビデ ォ レ ベル 増幅 回 路 (A-IVLA) 


AG C 回 路 (A-IAGC) 
AG C 增幅 回路 (A—-IAAM) 


スト レッ チト リガ RER CA-IVSI) 
フイ ルターDC 増幅 回 路 (A-IDAM) 
ゲー ト ボ ポン ックス ヌス カー 回 路 ( A-CIGBC) 


B.F リレー 回 路 (A-IBFR) 
位相 検波 駆動 回 路 (AーIPDD) 
位相 検波 回 路 (A-TPDT) . 
F.B 切换 回路 (A-IFBC) 


PF え スコ ー プ ゲー ト 作成 回 路 (D-IFSG) 
B ス コー プ ゲ ー ト 作成 回 路 (D-IBSG) 
20Y 電 源 ト リガ 回 路 (A-T2RT ) 


グ ゲート 比 較 回 路 ( D—IGOP) 
2 入力 6 NAND 回路 (D-T6ND) 
4 入力 3 NAND 回 路 (D—IS3ND) 


1 入力 NAND バッ フナ 8 暫 路 (DINB8) 
5 フリ ッ プ フロ ッ プ 回 路 (D-I5FE) 


ステ ッ プ 作成 回 路 (D-TSTG ) 
B 時 分割 回 路 (D-IBTS) 


Fm アン プラ ン キ ング 回 路 (D-IFUB) 
B テ ンプ ラン キン グ 回 路 (D-IBUB) 
B ス テッ プ ホー ルト 回 中 (D-IBSH) 


B 信号 検出 回 路 (DーIBSD) 
誤差 信号 切換 回 路 (D-IESC) 
試験 信号 作成 回 路 (ATTG1 ) 


DD 試験 信号 作成 2 回 路 (A-TTG2) 


遅延 線 0.5 uS 


9A4A215(J46) 

θΑ4Α216ί( 747) 
9A4A201(715) A217 (748) A227 (263) 
9A4A202(J16) A219( 750) 
9A4A203(J21) A220( 2751) 
9A4A204( J22) A221( 752) 
9A4A205(J23) A222(753) 
ΦΑ4Α207(225) A224(J55 ) 
9A4A206(J24) A223(J54 ) 
9A4A248( 790) | 
944A208(J26 ) A225(J61) 
9A4A209(J27 ) A226(J62) 
9A4A235( J71) 
9A4A252(J94) 
9A44A253(J95) 
9A4A240(J81 ) 
9A4A218(J49) 
9A4A241(J82) A268(J89) 
944A243(384) 
9A4A244(J85) 
9A4A242(J83) 
9A4A246(J87) 
9A4A234(J70) 

. 9A4A233( 769) 

9A44A229( 765) 
9A4A232(J68) 
9A4A231(J67 ) 
9A4A249(J91 ) 

9A4A250( 792) 
9A4A251(J93) 

9A4DLI 
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B.m ス コー プ 系 に ちい て は 、 回 路 を 共用 し て いる も の が 多 
いた め に CB。.『T と し て は 分 けら れ な い の で 各 ア セン プ ブリー て つ 
いて の 動作 人 は 作動 原理 の 詳細 の 部 分 を 参照 の と と 。 | 
b 作動 原理 
€) 概 要 
Bx=-7, F?2=2-7HKB337-+BRHNMADORE 
ー デ ォ 信 号 よ り テ ンプ ラン キン グ 信 号 及 び 偏 向 電圧 を 作成 し 、 
PPT、RHT 系 (に お ける テン プラ ン キ ング 切換 回 路 ( AーIYV 
BT 一 9A4A214(J32) ) 及び スイ ー プ 切換 回 路 (A 一 エ 8CH 
ー9A4A212(J30) ) に 加え 、 と と で 各 表 示 の 場合 に 切換 え を 
て 各 ア ンプ ラン キン グ 信 号 及び 師 向 電圧 を ブラ ウン 管 C 加 え 
て いる 。 
な お 、B.F ス コー プ 誤 差 表 示 の 場合 に は 、 ビ デ ォ 信号 は ビ 
デ ォ 加算 回 路 ( AーTYA1) 944A239(775) Cie CIE と 
な る 。 
な な 、 構 成 に つい て は 7 イン チ ス ネス コーズ 系 統 図 2( B.f『F 
誤差 表示 ) 
付図 2.8.3.32 を 参照 の と と 。 
[) ix Sy 
F188 Ë ΙΓ fH τν. 2 80 Bz の 基準 入力 を 使用 し て 
22 進 カウ ンタ ー を 動か し て 、 ステ ッ プ 作成 回 路 + W$ 
し 、 図 8.3.4.105. の ど と き ュ テッ プ 波 形 を 作成 す 


2» ο 
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| | ゴ I 21- 
® | | i | | 18Vrpp 
| | = "md | psc 
° より 変 
επ 5. 
ステ ッ プ 出力 | 
(D- エ STG(A246 一 J48) の 出力 ) 
Kov 


- 
e 12.5ms 


. B&8.3.4.105 


e 245 
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22 進 の カウ ンタ ー( て つい て は 、B ス コー ブ 22 進 カウ ン 


ター 論理 接続 図 付 図 スー8 -3 -38 及び 理 理 値 表 8.3 .4。 


18 参照 の と と 。 Ξ 
一 方 、B 短 グー ト 作 成 回 路 に あい て は 、 追 尾 中 心 C 対 レ = 
て 前 後 キ +1000 ャ ー ド の ゲー トペ ルス を 作成 し 、 と の ゲー 2 


ト バル ュ 代 よ つ て ある 一 定 の 傾斜 の スイ ー プ ( B ス コー プ 
スイ ー プ ) を 作る 。 


το +- KE 
ET a E θα E VR 
の 一 致し た 点 で トリ ガ を 作る 。 | 
シン の よう に し る 作ら 5 誠人 りり が の エッ 部 分 を 財 く . 
IVA YEPLS SOR MOL Br 7 — k f 5 sit 
放す る 。 Laghan? M€$wavAaAC Καπ w p ΟΠΗ 
ἀξ δ τ Y-kıras Br- Fun r U 2 Zc x z 
ZEE IO 362025. プレ ウッ キン グ ΕΙ ša 
MHIE の 32 ん 5 ak t: c4 4165 e ケー トレ 、 
AA. lO $ d ns ZD 2724322) Cry 455 | 
+. «τς IST p XÉ Τ- F 2 e 
BISTT-HINAFIKREN. AFITE µε 22 
I out ΤΙ ΓΣ δική 03 ms すっ 移動 に きく 。 . 


à ` 
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- の 内 部 で 作成 す る 。 


To] は AK Ισ, [一 | 


| "ΞΘ AP 


pP ス コー プ ゲ グ ゲート 
000 - 4500 +!000 
(D-IBSG (A253 —794) 出力 ) an a Aue マー ド pe 


B ス コー プス イー プ 
D-IGCP(A-218-J49), 


35+5Vpp | 
(μπες στα) 


7 
比較 され る ステ |. p τὰ 


B ス コー プ ト リ ガ μα. 時 間 的 に も つと も 前 の トリ ガ 


. (p-IGCP (A218 一 J49) 出 力 ) 


m 時 間 的 に も つと ID トリ ガ 


' 
2°) ΡΕ.” we 
(A-1VLA (A211- 02 内 部 Z 作 应》 ー れ 05 [一 
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o€53$ A A | | 
GEWIERFJaAN) | | | 
| jas M | 2 
B XE5—k Hyd" ed NENNEN | タ 


(A-IVLA (42-J50) n) 


— 
1 
Iu 


[5] ΚΞ 417] (Α-15Υά(Α- 


217-743) 9WERCTEX) R 
Arr 2 ΣΣ ze να τσ. νο να. | 


— (A-IVLA (4211-350) 8P) 


I 

t 

Í f 
BA サート, Zo "REAL | | | 

i 

I 


ΕΕ ΥΓ 2.74 
(Α-Ι5Υ64 (A217-T48)EN) 
[8 i: ».4. 106 
ステ ッ プ が 変化 し て いる と き の | | 
プロ ッ ジン キ ング 発振 回 路 の 出力 (A-ISVG(A-217- 748) の 内 部 で 作成) e 
FNNNNNNNNNNNNNNNNNNNSNNA. - 


1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 10 12 13 M 15 16 17 18 19 20 21 


X52731 bi. V 53 /8(CH1O207—rBSHBEICSL CES147— Ki fE 
| られ る 。 
R8.3.4.108 | 
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B . 短 ゲ ダート 回 路 の 出力 は 、B . AGO 回 路 及 び B テ ンプ 
ラン キン グ 信 号 検出 回 路 に 加え られ る 。 BB テア ンプ ラン キン 
ク 信号 検出 回 路 C お いて は ステ ッ プ の 立上り 部 分 を 使用 し 
て 図 8 3 4. 109 の ど と き ベ ルス を 作る 。 


= s> > Z% W | 
ο (D-ISTG (A246—794) 出力 ) 


4 ah 


| τη: 十 10T 以 上 
信号 検出 だ ルス | ERE š | 
(D-IBSD (A281—J67) 出力 ) [s 3 —12V ᾿ 


8--1me 


R8.3.4.109 


と の 信号 検出 バル ス が 正 の と きのみ 、B 。 短 グー ト 回 路 


| 出力 が 信号 検出 回 路 の 出力 に 得 ら れる 。 B 。 短 グー ト 回 路 
> ーー を 通過 し た ビデ ォ 信 号 が ある 場合 に は 上 記 の 検出 回 路 の 出 
カカ KC 1 つの ステ ッ プ 対し て 8 士 1ne OM. ビデ ォ 信 号 が 

得 ら れる 。 | 


信号 検出 回 路 の 出力 は 、B ナ ンプ ラン シキ ンク 回 路 を 駆動 
する と 同時 (CB ステ ッ プ ホー ルド 回 路 が 駆動 し 、 図 83. 
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4 .110 の ど ご と き ホ ー ル ド ペ パル スガ が 得 ら れる 。 


= | 十 10V 以 上 
B ホ ー ル ド バ ル ス | | 
—12V 


l ' 

1 ' 

ー』 250+5ms er 
I 


(D-IBSE ( A—232—368) 出力 ) 


図 8。3.4 .110 


と の BB ホー ルド バル ス は 22 進 カ か ウンター 回 路 人 て 加え ら 
れ と の バルス が 正 の 時 間 だ け ス テッ プ が すす む の を 閑 止 す 
5. FREROZE, 


ステ ッ プ 波形 
(D-ISTG HN) ` 


(D-IBSDN で 作成 ) 
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B 短 ゲート 回 路 出力 ΠΠ 
(A-ISYGHN) | | | | 


検出 回 路 出力 ΠῚ | "E 


(D-IBSDHN) 


"NN トー BEE 


(D —IBSH 出力 ) 


B テ ンプ ラン キン グ 出 力 i | | | 
| = 200ms l 
( D— IBUB 出力 ) 


B ス ュー ノ 系 各部 の 波形 


図 8 .3 。4 .111 


と の よう に し て 21 個 の 短 ゲ ー ト 位置 の だ ど と (C ビ デ ォ 入 
カカ が 入 つ て も その 位置 で ステ ッ プ 波形 は ホー ルド され 、 約 
250ms の 間 短 ゲ ダート は 同じ 位置 (出る よう に な る 。 Ἢ 

と の よう て し て 同じ 距離 (距離 ゲー ト 代 対し て ) C p 2 
ビデ オォ は 約 250ms OM. B. AGC 回 路 に 加え られ る 。 

B. AGC 回 路 及び B ス トレ レッチャー 回路 に お いで は 下図 
の と と <、 入 力 の ビデ ォ 振 幅 が 変化 し て も 平均 の ビデ ォ 振 
幅 が 一 定 と な る よう 人 自動 利得 制御 (AGC) が 行わ れる 。 
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( 詳細 に つい て は 8.3.5 一 (5 ) を 参照 の と と 。 ) 

し た が つて 、 入 力 ビ デオ ォ の 振幅 に 関係 な く 、 ビ デ ォ の 変 

DE 2:8 515, | 
ビデ ォ 信 号 の 特性 に つい て は 、8. 3 .4 一 ( 2 ) 项 追尾 腿 

差 検出 系 を 参照 の と と 。 | 


A G Cm: 
| し て は を 記 振 ` . 
B. A G C [ElB& H 7] 1.4ΥΡΡ 幅 が 一 定 (C な ae | 


る よ うに 動作 
する 。 


B. ス トレ ッ テ チャー 回 路 出 力 | | -ᾱ. 


図 8 3 .4 。112 


な お 、 ス トレ ツチ ャ ヤー 回 路 の 時 定数 を 増加 させ る た めじ 

+1000 ヤー ド ト リ ガ を 使用 し て サン プリ ング ホー ルド を 
行 つ て いる 。B ス トレ ッ チ ャ ー 回 路 の 出力 は 位相 検波 フイ 
ルター 回 路 代 加え られ て 、 水平 基準 の 80 ce 入力 c ょ っ (ΩΦ 
て 位相 検波 を し た の ち フ イル ター を 通し て 直流 と する 。 と 
の 直流 電圧 は B. F 誤差 電圧 偏向 切換 回 路 を 通し て 7 イン 
チ ブ ラウ ン 管 の 文 軸 偏 向 系 に 加え られ る 。 f 

— = > ο tt B tJ [F] p& Ἐπ U τ TRAUM 
えら れる 。 | 

信号 検出 回 路 の 出力 C よ つて 、B テ ンプ ラン キン グ 回 忠 š 
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は 動作 し 、AG0 回 路 及び 位相 検波 回 路 の 出力 が 安定 に な 
つた 時 点 ( ビデ ォ 入 力 が は じ め て ダー ト (< 入 つつ た 時 か ら 約 
200me 遅れ た 時) で B ア ンプ ラン キン ク 信 号 を 作成 する 。 
と の アン シンプ ランキン グ 信 号 は 、 旦 切換 回 路 人 て 加え られ 波 
形 整 形 さ れ た の ち に プラ ッ ウン 管 の アン プラ ン キ ング 系 加 
えら れる 。 と の よう に し て B ュ スコ ュー ンプ の 表示 は 行わ れる 。 
; AB, B.Fx 2 -7RROBER, ビデ ォ 系 の 入力 は 
ο | a CE ie 
管 上 に 殖 点 が 得 ら れる 。 

1) Fx=-7 ーー 
(^o EFAJ, B.P 長 ゲ ー ト 回 路 に ちい て 図 8。3-4. 
113 の ど と く 土 1000 ヤー ド ( 追 尾 中 心 C 対 し て ) の ゲー 

ト て よ つ て ダー ト さ れる 。 | 
ター ト 波 形 が 正 の 場合 て の み ビデ ォ 信 号 が B. 了 長 グー 


ト 回 路 の 出力 C 得 られ る 。 
ーー1000 ヤ ー ド 追尾 中 心 十 1000 ヤ ー ド 
® ἤ 十 10V 以 上 
: 1 
Bs +1000+7-r7- | 
πο à l 
A—ILVG—A216(3J47) 1 - 0v. 


の 内 部 で 作成 す る 。 


図 8.3.4.113 


-135— 


http:/ /navgunschl.sakura.ne.jp/ 


HP 『 海 軍 砲 術 学校 』 公開 資料 


P > — F 作成 回 路 C な いて は 、 距 離 追 尾 系 で 作ら れる 距 
離 狭 ゲー ト よ り 図 8.3.4 .114 の ど と き F 短 ゲー ト を 作 
成 し 、* 短 ゲー ト 回 路 に 加え る 。 


N F BU Fe 


追尾 され て いる 
σσ + 


ピ デ ォ 入力 


『 短 ゲー ト 
(O αν ο. | 


(594) 出力 i 
| 
i 内 
ο. πλω Sn 
ο. . A201 HR NE UON 
(715) 出力 1 


『 ア テン シンプ ラン キン グ ト 

y ガ ( DLI 出力 ) 
$083-r— BEL | 1 

κ P £S Z — EHD I | I 


| E 
+10V 


(D-IFUBHN) 
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m グ ー ト 回 路 て お いて は 、 上 記 の ど と き *T 短 ゲー ト が 0 
の 部 分 の 出力 に ビデ ォ 信 号 が 得 ら れる 。 レ し た が つて B.F 
長 グ ゲー ト 回 路 及 び 『 短 ゲー ト 回 路 を 通過 し た ビデ ォ 信 号 は 
下図 の と と く な る 。 


- . | 长 一 追尾 LT - 
ビデ ォ 入 力 ーー る ビデ ォ 
B.FRF-r ` | [ 9n | | 


FT 短 ゲ グー ト | 165 ヤ ー ド 


“了 短 乡 一 上 回路 出 力 Ἢ | | | 


. B8.3.4.115 
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F 短 ゲー ト 回 路 の 出力 は 、F.AGC 回 路 及 び F テ アン ブラ 
ン キ ング グー ト 回 路 に 加え られ る 。『F テ ンプ ラン キン ググ 
ー ト 回 路 ( (て た お いて 、 ビ デ ォ 信号 は 約 83 ヤ マー ド (0。.5 ん S ) 
遅延 され た の ち 、『 短 ゲー ト の 正 の 部 分 で の う 入 力 が 出力 
端 に 得 ら れる グー ト 加 を られ る 。 し た が つて 、 追 尾 し て 

| いる ビデ キ ォ の 手前 約 165 ヤ ー ド ー0 ヤ ー ド の 位置 に ある ビ 
デ ォ 信号 の み が 得 られ る 。 

と の ビデ ォ 信 号 は 、F テ ンプ ラン キン グ 回 路 代 加え られ 
上 図 の と と き p ナ ンプ ラン キン グ 信 号 が 得 ら れる 。 と の テア 
- ン シブ ラン キン グ 信 号 は 、B.P 誤差 電圧 切換 回 路 を 通じ し て 
プラ ウン 管 の アン プラ ン キ ング 系 人 送ら れる 。 

一 方 、『.AGO 回 路 に 加え られ た ビデ オォ 信号 は B。.AGC 
回 路 と 同様 の 操作 が 行わ れ 、 座 関 度 が 得 られ る 。 

と の Nos Hz の 変調 分 の 波形 は 位相 検波 フイ ルター 回路 
て 加え られ Noe Ez の 水平 基準 及び 垂直 基準 波 C よ り 位 相 
検波 され た の ち ( て フイ ルター を 通し て 直流 電圧 に な され 
る 。 | 

と の 直流 電圧 は 、B.『 誤差 電圧 偏向 切換 回 路 を 通じ て 
7 イン テプラ ッ ウン 管 の XX.Y 軸 人 加え られ る 。 した が つて 
F. AGC 回 路 及 び 位相 検波 フィル ター 回 路 は 弾 の ビデ ォ 信 
号 が 一 1000 ヤー ド ( 追 尾目 標 C 対 し て ) の 位 層 から 約 
ー160 ヤ ー ド の 位置 まで 移動 する 時 間 C 安 定 し 、 一 160 + 
ー ド か ら 50 ヤ ー ド の 位置 (な つた と き に テン プラ ン キ ン 
ング 回 路 が 動作 し て テア ン テ ナ 中 心 よ り の ずれ を ブラ ウン 管 . 
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上 指示 する 。 と れ ら の ビデ ォ 信 号 の 特性 て つい て は s. 
3.4.-(2)3 追尾 癌 差 検出 系 を 参照 の と と 。 
I) 誤差 指示 本 | 
(00 ΜΠΕΣ τά. Feo MO 角度 眼 差 术 出 回 略 (9A 
(642 RU A30 I PIRE R 0:80 OE SN W E ERU N 
X ROEGE ELIO b RISE : L < Z YECH 
えて いる 。 | | | 
テン プラ ン キ ング 信号 と し て は 、 十 1000 ヤ ー ド トリ カ ガ 
を テン プラ ン キ ンク 回 路 人 多加 え 、 主 1 り ガ と 同じ 繰返し 
で 得 ら れる テン プラ ン キ ング 信号 を テン プラ ン キ ング 系 
CMTS? 
Ὁ s d 
構成 に つい て は 、B.『 スコ ー プ 系 ョ ッ ク 図 付図 2 一 8 一 
3 一 35 及 び B ス コープ 22 進 カウ ンタ メー 論理 接続 図 、 付 図 2 一 
| 8-3-38 参照 の と と 。 
jJ) Bx=a-7 a: 
送 受 信 机 (0 一 6 ) t より の レー アビ デ ォ 信号 は ビデ ォ 分 配 
9 | AB | (C A—IVD1-9A4A266(71139) ) の ベッ フナ ( ェ 
ミツ タホ ロワ ) を 通し た の ち 、B.『m リ レー 回 路 ( A-IB 
FR, A248 (790) ) て 加え られ る 。 と の 回 路 に あい て は 
B.P 較正 を 行う と き B-T* 用 の 擬似 ビデ ォ 信号 と ビデ オォ . 
信号 と の 切換 を 行 つ て いる 。 戦 正 に つい て は 、 XEM 
回 路 8.3.5(⑮ イ ( フ ) 及び へ) を 参照 の と と 。 Ἢ 
と の 出力 は 、 セ デ ォ ペン ッ フ テリ ミ ンタ 回 路 (AーIVBL 
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- 一 A215(J46) ) に 加え られ 、 以 外 の ダー ト 回 路 て 過大 な 
入力 が 加わ らち ない よう (C し た の ち 、 ビ デ ォ グー ト 回 路 (A 
ー エ FLYG 一 A216(J47) ) 加え られ 、 土 1000 ヤ ー ギ ( ス 
ラン トマ ー カ を 0 ヤー ド と し て ) の ダート 代 よ つて グー ト 
され 土 1000 — FEMO ビデ ォ 信 号 の み が ビ デ ォ ゲー ト 
EB ( A— IS VG—A217 (748) 及び 4A210(J15) ) Cm 
えら れる 。 | ー 
な お 、A 一 TSVG(A217(J48) ) は 、B ス コー プ ジ 用 短 グ 
ー ト 回路 、 A-ISVG(A201(715)) は 、 FTF ス コー プ ジ 用 
短 グ ゲー ト 回 路 と し て 使用 し て いる 。 
B ス コー プ C て あけ る ダー ト (B 短 ゲ ダート HE 8.3. 
4 . 116 の ど と き 構 成 の 回 路 で 駆動 され る 。 
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: Cea vn M16 Α213 e a ΕΞ το 
«ΣΑΕ | f (TD ビ テ オ ゲー ト AGC 
E Affe &-. 
CO) (Α-15ν6) re 
| 
| En 
| 
| | 
| | 
| | 
| | 
| | 1 
E 
NcsHa ἀπ | 
An L C Ce e c m κε κό orm rm i o 一 一 1 
1224 5 τος 
2 (015164) (b-IBSD) | < 


A246 (7897) 
: 12347” 
本 -AL 及 


A213 (744) i 


A232 (348) E A23°(794) BEER cia) 
“or pz アト 
Tlewo g- ο (Ρ- 18564) 
FJ が 
WJ 2.2. 4. //€ 
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223 カク ンタ ー は 込 下 の カー- ド に TES: $t P 
(D 20v F 3ER ( A—I2RT—94A44A 240(781)) 


(D 2 入力 6NARND 回 距 (A 一 16ND 一 9A4A241(J82) 
及び A 248(J89) ) 

Mm 4 入 力 3NAND 回 路 (D-13ND-9A4A243(J84) ) 

(E) 1 入力 NAND パ バ パッ フ プ 8 回 牙 (DーINB8-9A4A244 
(J85) ) | 

M 579977u 270K (D—I5FF—9A4A242 


(783)) 


Nos Hz OST003E9& A i+ A128 TC A240 (32810 ) に 
加え ら 選 SCENES T. Nce Hz DENS LC D-I6ND(A 
241(782)) に 加え られ る 。 D-IBSH(A232(768)) 
pans ο ο ο E ον 
いて D-I68D(A241(182) ) の 出力 が 

D-ISFF(A242 
(188))ΦιΒΗΟζυ»Ζ7 ッ プ が 駆動 され る 。 

と の 出力 は 、 各 々 D 一 TNDp8( A244(J85)) 及び D — 
I6ND( A248(J49) ) を 通じ て 
D-ISFF(A242 (J83)) の 

2 段 目 の フ リッ ー 
プ フ ロ ッ プ を 民 動 する 。 と の よう て し て 各 有 段 を フリ ッ プ フ . 
ロッ プ が 駆動 され て いつ て 誤 理 値 表 8.3 .4.18 の 22 番 
目 の 状態 C な つた と き D- エ 3ND(CA243(J84) ) の 端子 


『 が 0 と な り 、 1 段 目 の 出力 で 3 段 目 と 5 段 目 の フ 
フリ クア フロ ッ フ > きみ 
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リツ プ フ ロ ッ プ を 動作 させ 、2 段 目 と 4 段 月 の フリ ッ プ ラフ 
ロッ プ の 入力 を ο REELT と と 人 より 
23 番目 の 3 ΡΕ ΦΕΒ. e 同一 となり 、 | 

22 進 の カウ ンタ ー ー を 構成 し て いる 。 

と の 22 進 の カ ウン ター 出力 は 、 ステ ッ ン 作成 回 中 (D- 
TSTG 一 A246(J85) ) に 加え られ 、 各 コー ド に 対応 し た 
電圧 を 得る 。 ステ ッ プ ホー ーー ルド 入力 が 加わ る と と に K ょ つて 
80 Hz の 短 形 波 入 力 は 葵 止 され る た め 人 CC カウ ンタ ー ー は ステ 


ーッ プ ホ ー ー ル ド ベ ルス の 間 あ る コー ド で と まる 。 し た が つて 、 


D-TSTGd の 出力 も ある 直流 電圧 で ホ ー ル Franz, 


ισα ダー ト 比 較 回 路 (D 一 —1GCPA218(249)) 


て 加 えら れる 。 

と と で ステ ッ プ 電圧 は +1000 ヤー ド の 区 間 の スイ ー プ 
と 比較 され 、 ELARA TEEDE S ANIER EN, 
Saf850 EFA vow VEI IS YE CA-IVLA 42/15) 
IARZLEM. 0.4HMS の パル 入 に din». EE, 
lZ. A-IYLA (A211 C 50) C r$ fi srt, この の を AS 


2 パル スト KIA. CTS. A-IYLA A297 


S0) ΖΡ XAR 0^5. aogas 2 ハッ レス と ANDE b. 
sa VU I+ ETA Thay (a- 18s v8. A217] C343) Ron 
B fi S PE Me (D-IBSD. A231 (2682) I DASS. 
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の 出力 の コー ド を 示す 。 


な ち 、 各 部 の 波形 に つい て は 、 図 8 .8.4.105-111 
を 参照 の と と 。 

主 1000 ヤ ー ド の トリ ガ 入 力 に より 、B ス コー プ ブダ ー ト 
Blk (D-IBSGA253(793)) で 土 1000 ヤ ー ド グー ト 
(B ス コー プ グ ゲート) を 作成 し 、 D—rGoP 加え と の 回 
略 内 部 で スイ ー プ を 作成 し ステ ッ プ 電圧 と 比較 レ エ 500 ヤ 
ー ド の 間 で 各 コ ー ド 対応 し た 位置 の トリ カベ ルス を 作成 


' LA-ISVG(A217(J48) ) に 加え る 。 


A—ISVG(A217(J748) ) に を いて は と の トリ ガ ペ ベル 


ス に よ つ て プロ ッ キ ング 発振 回 路 を 駆動 し 、0.4S の 幅 の 


ダー ト ベ ルス を 作り グイ オー ド ゲ ダート 人 加え る と と 人 にょ よ つ 
て 各 ス テッ プ 電 圧 C 対 応 し た 位置 の ビデ ォ 信 号 だ け を 通過 
させ る 。 | 


A-ISVG(A217(I48) ) の 出力 は ビデ ォ レ ベル 増幅 


回路 ( A—IYLAA219(250) ) を 通じ し て AGC ル ー プ KC 加 


えら れる と 同時 に 信号 検出 回 路 CDー+BSDA231(J67 ) ) 
に も 加え られ る 。 | | 

D- エ BSD は 、 ビデ ォ 信 号 が 入 つ て きた と き ス テッ プ が 
ビデ ォ 信 号 の 位置 で と まつ 大 まま (に て な ら な いよ うす る 回 
路 で ステ ッ プ 入力 低 よ つて 図 8. 3 .4.107 の ど と き 信号 
検出 ベル ス を 作成 し 、 と れ に よ つ て ビデ ォ 入 力 を ダー ト し 、 
B テ ンプ ラン キン グ 回 路 ( D-IBUPA229 (765) ) て 加 


えて いる 。 
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D-TBSD は 、 ビ デ ォ 信号 が 入 つ て きた と き ス テッ プ が 
ビデ ォ 信 号 の 位 代 で と まつ た まま (て を な ら な いよ う ( 低 する 回 
路 で ステ ッ プ 入力 て よ つ て 図 8.3.4.107 の ど と き 信 号 
検出 ルス を 作成 し 、 こ れ (に よ つ て ビデ ォ 入 力 を ダート し 、 
HB アン プラ ン キ ング ク 回路 (D-TBUPA229 (768) ) に 加え 
て いる 。 

DTBUB の 1 段 目 の 単 安定 マル チ 回 路 の 出力 を と り 出 
し 、 Ber Faß (D-IBSHA232(J68))KC 
mA. 図 68.3.4.110 の ど と き ホー ルド ベル ス を 作り 、 
と れ ( て よ つ て ステ ッ プ を 250ms の 間 つ と め て 、 と の 時 間 の 
間 ゲ ー ト 位置 を ある 位置 に ホー ルド する 。 し た が つて 、 ピ 
デ ォ 信号 が 存在 する と と ろ で ゲー ト が ホー ルド され AGC 
系 ( X 軸 偏向 系 ) に は 250 ms DM. 同じ ビデ ォ 信 号 が 加 
えら れる 。 一 方 、DーI エ BUBK ぉ いて は 、 は じ め に ビデ ォ ` 
信号 が 加わ つて か ら 約 200 ms NT 8 ms O 7 > 7 5 > * 
ング が 作成 され る 。( 図 8.3。4 。111 参照 の と と 。) 

と の テン プラ ン キ ング バルス は 、B 時 分 割 回 路 (D- エ TB 
T8A234(770) ) で 波形 整形 し た の ち B ア ンプ ラン キン 
グ 信 号 と し て アン ブラ ン キ ング 切換 回 路 (A 一 TUBTA214 
(732) ) に 加え られ る 。 

な お 、 ピ ビデ ォ レ ベル 増幅 回 路 (A 一 TVYLAA219(J50) ) 
は グー トノ イズ を 除去 する た め の リ ミッ ター で ある 。 

と の 出力 は AGO 系 ( X BRI) ) に 加え られ る 。 

AGO 系 は 表 8.3.4.19 の ど と き カ ー ド より な る 。 
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表 8.3.4.19 


B ス コー プ 用 AGC 系 カー ド 


テア セン グリ 『 り 番号 ( 接 栓 番号 ) 


A 220 (751) 


AGC 回 路 (A-TAdGC) 


AG C 増 幅 回 路 (A-TAAM) A 221 (752) 


スト レン ツチ テ チャ ー ト リカ 回 路 (AーIVST) A222(J53) 


- ダー ト ポ ボッ クス カ 回 路 ( AーIGBC) A 223 (J54) 


フイ ル タ DC 増 幅 回 路 (A 一 TDAM) Α 224 (5 55) 


AーIAGC KK 加え られ た ビデ ォ 信 号 は AーIDAM よ り の 
X WIES UAR TRAHIS h, 平均 振幅 が 約 
50 my で ATAAMC 加 えら れ 増 幅 さ れる 。 と の 出力 は 
ATYSTK 加 えら れ 図 8.3.4 .117 の ど と く ニ スト レッ 
テ さ れ 友 た のち A-- エ TGBC 人 加え られ る 。 


i TI ilin T men 
ο “ΜΙΛΙΑ ΛΗΛ” 
ον 


B8.3.4.117 
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A 一 TGBC(C お いて は 十 1000 ヤー ド ト リ ガ に て よ つて サ 
ンプ リン グ ホ ー ル ド を し レ し て ビデ ォ 信 号 の HogHg の コニカ 
ルス キャ ン ( て よる 変調 分 を と り 出 す 。 と の 出力 は B-Fm リ 
レー 回 路 ( A-IBFRA248(27900) を 通じ て 位相 検波 駆 | 
動 回 路 (A 一 TPDDA225(J61)) に 加え られ る と 同時 人 
A 一 IDAM(C て も 加え られ る 。 | 

A-IDAM ΤΗ Hos Ez EE £ L b O + va IË B 分 (A 
ーIGBC の 入力 に を いて 直流 再 成 を 行 つ て いる 。 ) を 増幅 
LA-IACCKMET 2. レ た が つて 、 ATPDD 送 ら 
れる 信号 は ビデ ォ 信 号 を 一 定 C レ した と き の 変 腸 分 が 得 ら れ 
る 。 | | 

AB, £ D AG 0 系 の 時 定数 は AーTDAM の フイ ルク 回 
略 に よ つ て 定まり 150me 以 内 で ビデ ォ 信 号 の 変 敵 分 が 得 
られ る 。 | 

A 一 TPDD の 出力 は ドロ ワ M の トラ ンス (9A7T2) を 
通じ て 位相 検波 回 路 ( A— IP DD A226 (762) ) MENT 
方 位 基準 の 80Hz で 位相 検波 し た の ち フ イル ター 回 中 (に よ 
b os Hg 成分 を な くし 直流 電圧 と し 、*.B 切 換 回 路 (A 
—IFB.CA235 (J71) )X IA FBAHFTFREIENBE(A-IFBD. A226CT 
7D) に 加え くい ろ 。 
トラ ンス (944Tz ) は HosHz の 基準 信号 より 直流 レベ ル 
を 取り の ぞい た 位相 検波 信号 作成 用 で ある 。 

な お 、AーTPDDC ち いて 固定 抵抗 ( R26 ) を 通じ て 直 
流 電 圧 を 加え 直流 レベ ル の 補正 を 行 つ て いる 。 A-IFBC 
に ちい て 利得 調整 を 行い 、 誤 差 信号 切換 回 路 ( Dー エ ESC、. 
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I) 


A249(J91) ) の リレー を 通じ た の ち ス イー ブ グ 切 換 回 路 ( A 
—ISCH. A212(730)) CB スコ ー プ 用 の 又 軸 偏向 電圧 ・ | 
と し て 加え を る 。 

一 方 、 軸 の 偏向 電圧 と し て は 、 ス テッ プ 作 成 回 路 (A 
一 ISTGA246(J87) ) の 出力 を Aー エ TBTS(A233(J69) ) 


THAME, BEEK EHORObA-ISCBICIA C 


る 。 し た が つて 、 土 500 ヤ ー ド に ビデ ォ 信 号 が 入 つ た 場 合 
(は ゲー ト は ホー ルド され 、200me た つて 位相 検波 出力 が 


な もち つ い た 時 点 で 殖 点 と し て 、 プ ラッ ゥ ン 管 上 に K 表 示さ れる 。 


光 点 の て 四方 向 は ゲー ト 位 置 に 対応 し え 軸 は ビデ ォ の 変 


騰 度 て 対応 し た 偏向 が 行わ れる 。 


TE スコープ 

レー ダ ビデ ォ 信 号 は 、 ビ デ ォ ゲー ト 回路 (A-TLvG. 
A 216 (747) ) の 出力 まで は ヨ ス ュ コープ と 同じ 処理 を 行わ 
れる 。 A—ILYG の 出力 は と デ ォ ゲー ト 回 路 (A- エ BYG 
Α201 (J15) ) 加え られ 、F 短 ゲー ト て よ つ て ゲー ト さ れ 
る 。 各部 の 波形 に つい て は 図 114 を 参照 の と と 。F 短 グー 
ト は 、F ス コー プ ゲ ー ト 作成 回 路 (DーTTSGA252(J94) ) 
< 狭 ゲ ー ト (前 ) を 加え て 作成 する 。 ú 
『 短 ゲート に よ つ て ゲー ト す る と と よう 追尾 し て いる 
ビデ ォ 信 号 を 消し て 弾 の ビデ ォ 信 号 の み を 取り 出す 。 と の 
出力 は ビデ ォ レ ベル 増幅 回 路 ( Aー エ YLAA202(J16)) 


加え られ ゲー ト 時 の 雑音 を 除去 し た の ち AGO 系 及び 遅延 


M(DL-1)Cmibh2, 遅延 線 ( DL —1 ) に よ つ て 
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0.548 (£9583* — F ) ##gE 2 ZO b. FP jS κά 
つて A-ISVG(A227(J63)) KENT Z — F + 5, 

な お 、 と の 場合 は F 短 ゲー ト 時 間 の みみ ビデ ォ 信 号 が 通過 
レ し うる 。 し た が つて 、 追 尾 ビ デ ォ の 手前 165 ヤー ド よ り 0 マ ャ 
ー ド の 間 ( に ある ビデ ォ 信 号 の み が A 一 TSVYG(A227( 了 63)) 
の 出力 C 得 られ る 。 
|, と の ビデ ォ 信号 は 、 誤 差 信 号 切換 回 路 (A 一 FESOCA249 - 
(791) ) O リレー を 通じ て 『F テ ンプ ラン キン グ 作 成 回 路 CD e 
ーTFUBA233(J69) ) C 加 えら れ 、F テ ンプ ラン キン グ 
j&£tltRU.TT-72»x»7 
切換 回 路 ( A—IUBTA214(2332) ) (Cx& 5, 


TFTF ス コー プ 用 の AGOC 系 は 表 20 の ご ど と き カ ー ド より な る 。 


テ ャ ング 7) 番号 ( 接 栓 番号 ) 


AGCHK(A-IAGC) A 203 (721) 


AGOC 増 幅 回 路 ( A—I A AM ) A204 (322) 
"スト レツ ジ チ ヤ ー ト リカ ガ 回 路 (A 一 IVST) . A 205 (J 23) 
ゲー ト ボ ポン クス カ 回 路 (AーIGBC) A206 (J24) 


ラフ イル タ DC 増 幅 回 路 ( A—IDAM) A 207 (125) 
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AGC 系 に つい て は 、B ス コー ププ と まつ た く 同 じ 動 作 を 
行う り 。 し た が つて 、 動 作 に つい て は 前 音 を 参照 の と と 。 
 A-IGBC( A206 (724) ) の 出力 は 位相 検波 駆動 回 路 


.(A—-IPDLA208(326)0) て 加 そ る と 同時 (CB . p リレー 


回 路 ( 4 一 FBFTRA248(J90)) を 通し て ょ ムー エ PDD(A225 
(761)) 送ら れ 各 < ドロ ワ M の トラ ンス ( 9A7T, KO 
T2) を 駆動 す る 。 | 

と の 出力 は 、 各 々 位相 検波 回 路 4Aー エ PPT( A209 (727 ) 


及び A226 (762) ) C 加 えら れ 旋 回 及び 方 位 の 基準 の Nos 


Hz で 位相 検波 され 、 フイ ルター を 通し て Noe Hz 成分 を 
と り の ぞい て 直流 電圧 と する 。 
な お 、 各 ATPDT 低 お いて 固定 抵抗 (R26 及び R27 ) を 


通し て 0 点 調整 用 の 電圧 を 加え て いる 。 `; 


各 直 流 電圧 出力 ( 旋回 及び 方 位 の ) P - BIRER CA 
F. BROME O KNA-IFPD. A 2337) 207. 

—IFBGA235(371)x 利得 開 整 及び 直流 補正 を 行 
つた の ち 、 誤差 信号 切換 回 路 ( DーrBSCA249(791) ) の 
リレー を 通じ て x え 軸 及び て 軸 の 偏向 電圧 と し て ヌ え イー グズ 切 
換 回 路 ( ATSCHA212(J30) ) 加え て いる 。 し た が つ 
C. AGO 系 の 安定 に な る まで の 時 間 と し て は 、 追 尾 ビ デ ォ 
の 1000 ャ ー ド 手前 より 165 ヤ ー ド 手前 まで 弾 の ビデ ォ 
信号 移動 する 時 間 と た る 。 | 

テン プラ ン キ ング と し て は 、 目 標 の 165 ヤ ー ド か ら 0 


ャ ー ド に な る まで 表示 する 。 
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κ) 誤差 表示 

ドロ ョ ワ M の 角度 誤差 検出 回 路 (94A6A2 及 び A3) の 直流 
HISRERTUMER (A-IESCA249 (791)) に 加え 
られ 利得 調整 及び 直流 レベ ル 調 撃 を 行 つ た の ちの 偏向 電 
圧 と 切り 換え られ スイ ー グ 切換 回 路 (A 一 TSO 耳 A212(J 
30) ) 加え られ る 。 

一 方 、Aー エ ESBC の リレー で 切換 士 1000 ヤ -ー ド トリ カ が 
F テ ンプ ラン キン グ 回 路 (D-TFUBA233(J69))C て 加え 
られ 、 と の 出力 を テン プラ ン キ ング 信号 と し て 使用 する 。 

な お 、A 一 TESC を の ぞい 友 他 の 回 路 は 、〒F ス コー プ 指 


示 の 状態 と な る 。 
ウ 5 イン チ ス コープ 動作 (AZR ス コー プ 動 作 ) 
の Vm È 


5 イン テス ュ ュ コー プ 系 (4 ン R ス コー プ 系 ) は 表 人 C 示 ナカ ター ド 
及び アセ ンプ リー に よ つ て 構成 され る 。 | 
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テア セン プリ 及び 部 品番 号 


R ス イー プ ゲ ダート 回 路 (D-IRSG) 9A4A101(J1 ) 


A ス イー プ グ ゲート 作成 回 路 (DーTASG) | 9A44A102(22) 
テン プラ ン キ ング 作成 回 路 ( Dー+UBM ) 9A4A103(J3) 
ネイ ー プ 作成 回 路 ( A—ISWM) 9A4A104(J4) 
スネ スイー プ 増 幅 回 路 (A4 一 TSWA) | 9A4A105(75) 

| A 固 定 マ ー カ 変換 回 路 (Dー エ AFO ) 9A4A106(J6) 
A ス ラン トマ ー カ 変換 回 路 ( DーTA80) | 9444107(27) 
R 固定 マー カ 変 換 回 路 ( D-IRFC) | 9444108(78) 
R ス ラン トマ ー カ 変換 回 路 (DーTRSC)| 9A44109(79) 
ビデ オォ ミキサー 回 路 (A 一 TYMC) 944A110(J10) 
ビデ ォ 増 幅 回 路 (AーI エ VAC ) 9A4A111(J10) 
5 イン テ 高 圧電 源 回 中 9A4A6 


プラ ウン 管 ( 130AB1 ) |  944v1 


O 作動 原理 

| » 概 要 

5 イン テプラ ウン 管 系 統 図 、 付 図 2.8.3.。33 を 参照 の と 
E. | 
主 ト リガ 、PPI .RH エ 系 より の スイ ー プ ゲ ダート 及 び ド ロウ 
(9A1) よ り の 一 1500 ヤ ー ド トリ カ よ り 、 ゲート 作成 回 
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略 に な いて A4 ス イー プ ゲ ダー ト 、HR ス イー プ ゲ ー ト 及び 切換 ゲー 
ト を 作成 する 。 各 ダー ト の 時 間 関 係 は 図 118 の ど と く で ある 。 
A 


! 1 
' ' ' 


Á ri-7 κ IE 43 d 
L 
| | | : 
ti El df 
| | | | o 


I 
! 
! 
| 
1 
! 
! 
! 
1 


正 有 スイ ー ブ ゲ ゲト | 
(D-LASeri A | | 


3405- p) 


| ! 

I : 
p4 R 24 TS 77- ! [ | | 
(D-JKS 千 ホカ : 

! 


3-C) 


A 
- D l 
ARTEN) — κ. ἐσομο Eis 
(D-IRSQ H 73 | N | 


385 Ε) | 
u 
pem jo | dg [| του 
13A) | je | 
Ii] 2.5.4.9 
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水平 偏向 は 、A ス ヌイ ー プ ゲー ト 及 び R え イー プ ゲ ー ト を スイ 
ー プ 作成 回 路 に 加え 図 118 の ど と き ュ イー プ 流 形 を 作り 、 ス イ 
ー プ 増幅 回 路 で R ス イー プ グ ダー ト を 計算 し た の ち 増 幅 レ プラ ッ 


- ン 管 の 水平 信 向 電極 加え る 。 R ス イー プ ゲ ダー ト を 加算 する と 


と (に よ つ て 図 119 の ど ご とく スイ ー プ と A ス イー ブ の 開始 点 ( プ 


ラウ ン 管 上 の ) を 一 致 さ せ て いる 。 


スイ ー プ 出力 
(A-ISWMHNMTFA) 


スイ ー プ 出力 —b5oox-k: > 


+ 000 マー ト - 
(A-ISWAHNMTB) fi 3 


---π- 


| 
! 
テン プラ ン キ ング 出力 I | 
| | 

( D-1U BM 出力 端 子 A) I | 
I ! 

E 

E] 119 
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垂直 偏向 は 、PPT 、R 是 エマ ー カ トリ ガ 、 ニ スラ ント マー カト 


リガ 及び A ス コー プ マ ー カ トリ ガ (PP エ ン RHT 系 の ビデ ォ 分 


配 2 回 路 ( AーIVD2,A267 (J114) ) に お いて 土 1000 ヤー ド 


トリ ガ 土 500 ヤ ー ド トリ カ を 加算 し て いる 。 ) を 切換 ゲー ト に 
IOC/-RULROSHENJEU. Z+ Ë k pR 2 — を 
加算 し た の bL. 725500285 NHEICI A C 2, 
各 信 号 の 波形 は 、 図 120 の ど と く で ある 。 MRBAROT 
ンプ ラン キン グ 信 号 は 、A 及 び R ス イー プ ゲ ー ト を 加算 し 増幅 
し た の ち に 高圧 電源 回 路 人 加え 直流 レベ ル 変 換 を 行 つ を の ち プ 
ラッ ゥ ン 管 の 第 1 グリ ッ ト 低 加え て いる 。 
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A», Fu zz 卫 O 扎 似 ビデ ォ ス メイ ッ チ (9A1 8 3 ) を 擬似 ビデ 


x Ë+ 2 EGC Eb Fu M(9A6)L b3B E C XC h 244 
> + Ἐπ. ΕΡΕΙΠΙΑ τν A. 

と の 操作 は Fn 7 E(9AD に あい て 行 つ て いる 。 

ο & Mm | 


A/BXxu—ZX7n»2B,. 付図 2.8.3 .37 を 参照 の と 
と ο Í I I | 
PPI/RHIA(T1YFx=2-7BRERT7=>//R, NR 
2.8.3.36 参 照 の と と 。) より の 主 ト リガ 及び -1500 + — 
ド ト リガ が 8 スイ - プ ゲー ト 作 成 回 路 CDー エ RSGA101( け 1 )) 
(C 加 えら れ R ス イー プ ゲ グー ト 及 び 切 換 ゲ ー ト 赤 作 成 され る 。 各 
ゲー ト の 滋 形 及び 時 間 関 係 に つい て は 図 118 を 参照 の と と 。 
切換 ゲー ト (①② は 各回 路 代 加え られ 、 ARUR<X=-7O 
時 分 割 操作 に 使用 する 。 切換 ゲー ト は 、A ス イー プ グ ダー ト 作成 
回 路 (D- エ AS0.A102(72) ) に も 加え られ PPI ZRHI SEL 
り の 主 ト リガ 及び 負 ス イー プ ゲ ー ト より A ス コー プ ゲ ダー ト を 作 
成す る 。 | 
この よう に し て 作成 され た A 及 び R ス イー プ ゲ ー ト は スイ ー」 


ー プ 作成 回 路 代 加え られ 、 図 19 の ど と き ス イー プ を 作成 す る 。 
と の スイ ー ン は 、 ユ イー プ 増 幅 回 路 ( A—ISWAA105(35) ) 


て 増幅 レ た の ち プ ラウ ン 管 の 水平 信 向 板 に 加え る 。 | 
R ス イー プ は 、 一 1500 ャ ー ド の 位置 と より 作成 レー1000 > — 


ド 都 分 より 使用 する と と (て より ダー ト 雑 音 等 が ブラウン管 の 上 


(C て あら われ な いよ うに し て いる 。 レ た が つて 、 A-ISWA(CA 
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105(J5)) に お いて スイ ー プ ゲ ダート を と の スイ ー プ 波形 て 加 


算 す る と と 低 よ つて ブラ ウン 管 上 の A 及 び R ス イー プ の 開始 点 


な お 、A-TSWMC あ お いて は 距離 範囲 を 切り 換え た 場合 ( 9 


A483(C よ つて 切換 ええ ) A ス コー プ 用 の スイ ー プ の 振幅 が 変化 P 
ー レ を いよ うに スイ ー ン 作成 用 の ュ ン デン サ を 切換 えて いる 。 | 
な ぉ 、 可 変 抵抗 C9A4R15 ) HOKGEZi ro fir SEE HC 2 Z 。 
垂直 偏向 系 は 、 マ ー カ 及び ビデ ォ 信 号 を 表示 する た め の も の 
CPPI/RHIXO ビデ ォ 分 配 2 回 路 (A-TYD24A267(~J 
114)) よ り の 各 マ ー カ トリ ガ を マー カ 変 換 回 路 ( D —I AF CO 
- A106 (16), D-IASC-A108 (78), D-IRFC-A107 
(77),D-IRSC—-A109(278) ITMATMF — IM L——< > 
ー ト し た の ち 波 形 整 形 し 、 ビ デ ォ ミキ サー 回 路 ( A-IVMO- 
A110(710) ) 加え る 。 — 
な ち お 、 可 変 抵抗 (9A4R14.20.21) は 各 マ ー カ の 振幅 調 
整 用 で ある 。 | 
各 マ ー カ の 波形 に つい て は 、8 .3 - 5 (6) ウ 項 を 参照 の と と 。 e 
A-IVMCH, < -2 MAC ET XE BROUM > — k 2: 
えら れる 。 切換 ダー ト は 可変 抵抗 (9A44R14 ) で 利得 調整 し 
た の ち 加 えら れ 、 4 及び R ス コー プ の スイ ー プ 間 語 の 電圧 と し 
て 使用 する 。 とれ ら の 入力 は 、 ATVMO で 加算 され た の ち も 可 
_ 変 抵抗 (9A4R2 ) で 全体 の 利得 を 調整 し た の ち 、 ビ ヒデ ォ 増 幅 
— 回 路 (Aー エ YACA111 (TI) ) 人 C 加 えら れ 増 幅 さ れ た の も 、 
垂直 信 向 電圧 と し て プ ラウ ン 管 の 偏向 板 加え られ る 。 
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テン プラ ン キ ング 信号 は 、 切 換 ゲ ダー ト で ゲー トレ し た ー-1500 
ヤー ド ト リ ガ (D-TRSGA101(J1) の 端子 豆 出 力 ) と A ス ュ 
ー プ ゲー ト (D-IASGA102(72) の 端子 D 出 力 ) を テン プラ 

人， 
ZNADb=SYTFTYITIIBR STR HL, # — 1.2 KVO W 
圧 を 加え を 、 プ ブラウン管 の 第 1 グ クリッ ト 人 加え 帰 線 消 去 を 行 2。 
テン プラ ン キ ング 信号 は 、 図 118 を 参照 の と と 。 

A», 5 イン テ 高 圧電 源 回 路 の 高圧 作成 用 十 27Y 電 源 人 は 、 ス 
-> 机构 部 (9A4A5 ) より 加え 、EP エ ン RHT と 同じ 電源 を 
用 いて ブラ ウン 管 の ヒー タ が 十分 に 加熱 し た 時 点 ( 約 30 秒 後 ) 
で 高圧 が 加わ る よう (て し て いる 。 | 

LORMERICONTH, PPI/RHIXONEWNEXtÉ 
ROTE LABOT, Fn 7HE AHULA ¿£ # ΠΕ} る イ 
ンタ ー ロ ッ ク 回 路 も 同様 に 動作 し て 高圧 が 断 と な り 、 イ ンタ ー 

ロッ ク 開 放 ス イッ テ を 接 と し て 、 ド ロワ を 引き 出し た 状態 で 動 
作 さ せる と と が で きる 。 


7 管制 部 表示 系 
0 Ww 成 
表示 系 関連 する 主 な る 機器 は 表 8.3 . 4 . 21 及び 表 8. 3.4. 
22 に 示す 。 | 


7 機構 部 58.3.4.21 


| mass | M ——- _ 


ο. Et . DM 機構 部 
対 勢 表示 機構 部 
DMho.Wha.Bwa 機構 部 
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イ 增幅 器 
表 8.3.4.22 


8 A 2 4 21 (714) 
8 A 3 A 25 (724) 
8 A 3 A 21 (734) 
8 A 3 A 22 (344) 
8 A 3 A 24 (714) 
8 A 3 A 28 (784) 
8 A 3 Α 38 (746) 
8 A 3 A 32 (736) 
8 A 3 A 35 (716) 
8 A 3 A 39 (286) 
8 A 2 A 27 (716) 
8 A 3 A 36 (726) 
8 A 3 A 31 (725) 


8 A 3 A 29 (J35) | 
8 A 3 A 30 (745) e 


(2) 的 速 、 的 針 、 昇 降 角 -- | 9 
| 直交 座標 系 の 的 速 、 DMhx2, DMhy2,DMYV2 信 号 を 用 いて 的 速 、 

的 針 、 昇 降 角 を 表示 す る 。 | 

x O Fn ΓΣ E. 2 本 の 指針 の 内 白色 の も の が と 

の 表示 で あり 他 の 黒色 の も る の は モ - ド 3 の 場合 の 手動 設定 指針 で ある 。. 
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DM の 指示 は 、1200 フ ッ ト 最 大 で ある が 的 速 値 が 100 2 の 以下 
(ネル 上 に て 選択 ) の 場合 は スケ ー ル が 10 倍 と な り 120 ノッ ト 最 
大 と を る 。 | 
昇降 角 及 び 的 針 の 説明 図 を 下記 に 示す 。 


| y RR 


-“ΡΜΗΧ2ω9 C + DMhy 2 six C = 0 


DMhx2sin C + DMhy 2cosC = DMh 


| —DMh sinEt + DMv 2% Et = 0 


` DMh œEt + DMv 2sinEt — DM 


実際 の 回 路 に つい て は 、 付 図 2.8.3.30 及 び 図 8.3.4.123 
を 参照 の と と 。 | 
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TERT T. f 
的 と 自 艦 と の 相対 位置 を 1 08 上 C 表 示し た も の で C ド ロワ 上 部 て 
ある 対 替 表示 機構 部 に て 行 つ て いる 。 


対 勢 及び 表示 法 を 図示 する と 、 下 記 の ど と く な り そ の 信号 系 統 図 は 、 


図 8.3.4.123 の と な り で ある 。 T 


NY 


8) 32.3.4.122 
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(4) 自 速 度 、 風 向 、 風 速 表 示 


B ド ロワ 上 部 (C あ る (DMno 。 Wha .BWa) 機構 部 に て 行う 。 


_ 自 速度 は 、 シ ッ プ ログ か ら 400 Hz シン ク ュ 信号 を 受信 し 、 サ ケー ポ 


機構 に て 表示 する 。 

( と れ は 又 、 次 節 に 述べ る よう 人 弾道 風 修正 の 際 (C 用 いら れる 。) 
Bm, BGEH. BERD 560 Hz シン クロ 信 号 を 受信 し 、 トル ク 
受信 機 K て 表示 を 行 つて いる 。 系 統 図 人 下記 の と ち ぉ おり で ある 。 


TBz3 70203 ΡΙΖΑ 78235 
of οὐ 


- doke HY 


BEE, EUR. REREN 


図 8.3 .4 . 124 
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. 
` 
を 
<“ 
- k. MAR 


(8.3.3) 


追尾 及び 


E. ECET: 


(8.3.4) 


PR a € 


電源 系 統 図 その 1 


ク 2 
ク 3 
ク 4 

l 5 


ク 


BIS f ΜΗ ΗΕ 

ΠΡ τα 

Β Bi it ΑΡΣΗ SONA πε EE Eq 

E E 4418 JE pig IET 
スコ ー グ ズブ 切換 関係 制御 論理 接続 図 


タイ < -ARERHR 
タイ マー 系 論理 接続 較 


追尾 誤差 検出 系 系 凌 図 
追尾 誤差 検出 系 カー ドブ ョ ッ ク 図 
FERE MR ERN 


距離 サーボ 系 系 統 較 
R( レー ダグ ) 軸 サ ー ポ 系 統 図 
1/R サー ポ 系 系 統 図 


| nid p 
9 00 2 
旋回 ク 


F u 2 M S8: 2 (1⁄2 ) 
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ドロ ワ M 系 統 図 ( 22 ) 41802.8.3.23 
E ( レーダ) Bi — EXE クー 24 
By( レ ー ダ ) 軸 2 ク 25 
E M ク クー 26 
By Mi . 4 2 ‚27 
Co M 2 2 28 
座標 変換 部 系 統 図 ク 29 
速度 計算 部 ク ` ク 30 
7 イン テン ラッ ウン 管 系 統 図 1 和 8 

ク 2 ク 32 
5 イン テプラ ウン 管 系 統 図 ク 33 
PP ェ エン RHT 系 ブロ ッ ク 図 ク 34 
B.T ス コー プ 系 ブロ ッ ク 図 ク 35 
7 イン テス ュー ブ 民 動 ョ ッ ク 図 (4 36 
AR スコ ュー プ 系 ブロ ッ ク 図 P 37 
B x z — Z 22 # 2 ” 2 W 11.150 ⁄ 38 
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